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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　パルプピロシ

口絵・本文デザイン　越阪部ワタル









ＣＯＮＴＥＮＴＳ






プロローグ

01　ナニコレ初っ端から最低なんですけど。

　　まさかお下劣な話なんですかコレ？

02　誰だって一度くらい、アイドルとかに

　　チヤホヤされたいって思うじゃんね……

03　主人公いないトコでガンガン話進んでんぞ……

　　どうなってんだコレ……

04　はぅぅ……エンターキー『ッターン』って

　　するの気持ちいいですぅ……

05　サラマンダーのほうが速いルートも

　　作るべきだっただろ……途中までの選択肢

　　マジなんだったんだよチクショウ……




　あとがき
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　プロローグ







　深夜の街──ほとんど人通りの無い路地裏では、街の灯あかりは遠くに思える。

　そんな薄うす闇やみの世界に、バチ、バチ、と断続的に閃せん光こうが奔はしった。その閃光を放っている主が凜りんと響ひびく声で、つぶらな瞳ひとみの少女に語りかける。

「無む駄だな抵てい抗こうは止やめることね──大人おとなしく捕つかまるのであれば、危害は加えないわ」

「くっ……ら、『雷らい神じん』っ……！」

　少女が畏い怖ふと共に口にした『雷神』──そうあだ名されるストレンジャー、雷らい轟ごう魅み神かんは威い嚇かくするように電でん撃げきを迸ほとばしらせながら、表情を変えずに続けた。

「さあ、決断なさい。大人しく捕まるか、無駄な抵抗をして怪け我がしてから捕まるか。まあ、考えるまでもないでしょうけど……どうする？　えーと……『タマちゃん』？」

「!?　タ、タマちゃん……？」

　タマちゃんなどと微び妙みように愛あい嬌きようのあるニックネームで呼ばれた少女が、しかしなぜそう呼ばれるのか分からないという顔をした直後──すぐさま媚こびるような笑えみを浮うかべた。

「え、えへへ……『雷神』さんに狙ねらわれちゃったんじゃ、仕方ないな～……タマちゃん、アナタの言う通り、大人しく捕まろっかな～、っと……？」

「…………」

　後ろ手を組んで見つめてくるタマちゃんに、魅神は暫しばし無言で向かい合った後──軽く頷うなずいて口を開く。

「……賢けん明めいね。それじゃ、お迎むかえが来るまで、大人しくしてなさ──」

　言いながら、魅神が胸の下で腕うでを組んだ、その瞬しゆん間かん──タマちゃんの大きな瞳が、ギラリと鋭するどく輝かがやいた。

「きゃっは！　油断したわね、ば～かっ！　何がタマちゃんよ！」

　後ろに組んでいた手を前に出したタマちゃんが、手の平の上に色とりどりの宝石をのせ、勝利を確信したかのような笑みを浮かべた。

「『組織』のために、私は捕まるわけにいかないのよっ……！」

「……『組織』？　ちょっと、それって──」

「喰くらえ──『弾丸自在フリー・バレツト』！」

　魅神の問いには答えず、少女が吼ほえると──銃じゆう撃げきの如ごとき速度で宝石達が放たれた、が。

「きゃっ!?」

　宝石の弾だん丸がんが放たれたのとほぼ同時に、魅神の位置から閃光が弾はじけ──

「な、なにっ……えっ？」

　目の前にいたはずの『雷神』は何ど処こかへと消え、宝石の弾丸は空むなしくもビルの外がい壁へきに突つき刺ささる。

「えっ……ら、『雷神』！　一体どこに……」

「──『Ｃ級アウトロー・自じ称しよう怪かい盗とう、バレット・ガール』──」

「!?　そこっ!?」

　魅神の声のほうへ宝石を放つも、再び閃光が弾けて宙を切り──またもあらぬ方向から、タマちゃんへと声が届く。

「『異能』を悪用しての窃せつ盗とう・強ごう盗とう行こう為い──更さらに今、勧かん告こくを無視し、盗品を私物化しての攻こう撃げき──色々と聞きたいこともあるけれど、まずは厳げん罰ばつ対象として処理するわ」

「くっ、う、うっ……！」

　暗くら闇やみの中、更に閃光が弾けるたび猛もうスピードで移動する魅神──困こん惑わくしたタマちゃんの頭上で、一ひと際きわ大きな閃光が放たれる。

「上!?」

「残念ね、後ろよ」

「────!?」

　驚おどろいて目を見開くタマちゃんに、ふぅ、と魅神は軽く溜ため息を吐ついた。

「あなた達アウトローは、いつもそうよね。抵抗するなと言っても聞かないんだから」

「ひっ……ま、待って、降参っ……降参しますから、止めてっ……！」

「……はぁ、今さらすぎるわよ」

　再度の溜め息と共に、魅神が右手を振ふり上げる。

「無駄な抵抗の罰ばつよ、甘んじて受けることね──」

　魅神の手首の辺りが電気に変質し始めるのと同時に、右手が振り下ろされ──

「──よっしゃぁぁぁ！　後は任せろ、電動ミッカァァァン！」

「!?」

　──振り下ろされる、と思われた直前、威い勢せい良く割って入る少年の声が一つ。完全に水を差された魅神が、こけそうになりながら声の主へと文句を上げる。

「なっ……バカ隆たか良ら、何よ急に！」

「ふっ……安心しな、俺が来たからには、もう大だい丈じよう夫ぶだぜ！」

「え、いや、別にピンチでも何でもないっていうか……むしろ優勢なんだけど」

「後は世界のヒーローたるこの俺様に任せて──下がってな！」

「アンタ、人の話聞いてる!?」

　魅神には残念だが、彼は全く聞いていない。このシチュエーションに浸ひたってしまっている少年──下しも野の根ね隆良は、なぜか微妙に斜しやに構えたポーズで格好つけている。

「ふっ……さあ、アウトロー、覚かく悟ごしろよ!?」

「えふぇえぇ……？　今度は何？　何なの……？」

　先ほどまで『雷神』の脅きよう威いに晒さらされていたタマちゃんは、もはや戦意を喪そう失しつしているようにしか見えないが、そんな彼女へ隆良は手の平を向けた。

「喰らいなっ、俺様の──世紀のストレンジャーの異能を！」

「……えっ、ちょ、バカ隆良、何を──」

　問いかける魅神──対する隆良は薄闇の中で、カッ、と目を見開き──

「『約束された裏切りサーテイーン・リベリオン』──！」

　妙みようなことを口走りつつ──なんとその手の平から、大量のゲルを噴ふん射しやした。

「「いっ……いやぁぁぁぁぁ!?」」

　タマちゃんと魅神──敵と味方の悲鳴が重なる。エグい、あまりにもエグい白はく濁だくとしたゲルの直撃に、アウトローであるタマちゃんも涙なみだ目めだ。

「う、うえぇっ……なに、これ……気持ち悪いぃ……」

「ああん？　気持ち悪くねーよ！　これぞ世紀のストレンジャー様の、ありがた～い異能だっつーの！」

「うぁぁん、変態だぁぁ……思い込みの激しい変態ゲル野や郎ろうだぁぁぁ……」

「誰だれが変態ゲル野郎だぁぁぁ！　もう許さねぇ、より一層喰らわせて、俺様の異能の有あり難がたみを叩たたき込んでやるぁ！（巻き舌）」

「いやっ、いやぁぁぁ！」

「オラオラァ！　まだまだ行きますよコレェェェ!?」

　もはやどっちが『無法者アウトロー』だか分からないが、そんな時、現在進行形でとばっちりを受けている魅神からも抗こう議ぎの声が上がる。

「ちょっ……バカ隆良！　なにも私ごとやらなくてもいいじゃない!?」

「おいおい、何言ってんだ電動ミカン……正義の執しつ行こうには、犠ぎ牲せいが付き物デース」

「だからそんな犠牲なんて必要なかったでしょーが！　大体、アンタの下品な『残念異能』なんて、最初から最後まで出る幕ないのよっ！」

「……オーウ、魅神さんよぉ……そんなナリで、随ずい分ぶんな口を利きいてくれんじゃねーか？」

「そ、そんなナリって……アンタがゲルぶっかけてきたせいでしょ!?　この変態！」

「……やれやれだぜ。どうやらお前にも、お仕置きが必要みてーだなぁ？」

「……は、はぁ!?」

　ニタリ、変態……もとい隆良がイヤらしい笑みを浮かべた瞬間、魅神が思わず身み震ぶるいする。少女二人に向けてゲルを噴ふん出しゆつし続けていた変態……もとい隆良が、しかし更なる蛮ばん行こうに及およぼうと両手の平を突き出してきたのだ。

「ちょ、バカ隆良っ……じょ、冗じよう談だんよね？　いくらなんでも、そんな……」

「……なあ、魅神」

「えっ……？　あ、な、なによ急にっ！」

　いきなり名指しされた魅神が戸と惑まどうも──しかし隆良は、どことなく物もの憂うげに、そして悲しそうに──ゆっくりと口を開いた。

「オトナになるって、悲しいことなんだよ……」

「……は？　え、な、何をワケの分かんないこと言って……」

「まあそんなワケで──容よう赦しやなく喰らいさらせ、俺様の異能ぅぅぅ！」

「へっ──い、いやぁぁぁ!?」

　悲痛な叫さけび声を上げる魅神に、変態……もう変態でいいや。変態が更にゲルを上うわ塗ぬりし続けていく。ちなみに、今回のターゲットであるアウトロー、タマちゃんはというと、

「────」

　気持ち悪さが臨界点を突とつ破ぱしたのか、既すでにノックアウト済みだ。つまり隆良のゲルは、仲間である魅神のみを対象として放たれていることになる。

　縦じゆう横おう無む尽じんにゲルが飛び散り、少女二人をベットベトにしまくっている──もはや事件現場と呼んで差し支つかえないその場所へ、新たに二人の少女が訪おとずれた。

　まず、薄うすい桃もも色いろがかった髪かみ色の少女が口火を切る。

「た、隆良、なにやってるの……？　エゲつないよう……」

　やや引き気味にツッコむ気弱そうな少女は、焰ほむら熾おこ夜しよ侘わび。

　続けて緑髪の少女、水すい仙せん花か沙さ凪なぎが、身をくねらせつつ瞳を輝かせた。

「ほぁぁぁ……魅神もアウトローの人も、楽しそうですの～……」

「ちょ、沙凪ちゃんっ……気を確かに!?」

「いっそ、わたくしも混ざりたいですのっ！」

「そういうの良くないよ!?　女の子的には、あまり好ましい感性じゃないと思うよ!?」

　至し極ごく尤もつともな意見を述べる夜侘だが、沙凪の耳には届いていない。

　さて、夜侘からはドン引かれ、沙凪からは羨うらやましがられている──そんな隆良と魅神は、いまだに珍ちん妙みようなプレイ……いや、やり取りに興じていた。

「もっ、いい加減にしなさいよ、バカ隆良っ！　……ぶっ!?」

　隆良の放ったゲルが顔面に直撃し、思うように喋しやべれなかった魅神が──ここへ来て、さすがに一際の憤ふん怒ぬを全身に漲みなぎらせる。
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「……アンタ、本気で私のこと怒おこらせたいのね……そうでしょぉ……？」

「……はっ!?　ヤベ、調子に乗り過ぎた……!?」

　──威い風ふうを醸かもして電撃を迸ほとばしらせるは、最強のストレンジャー『雷らい神じん』魅神──

「謝っても、もう遅おそいんだから……！　覚悟しなさいよ、バカ、バカ、大バカッ……！」

　──少女達にゲルをぶっかけ続け、敵味方から顰ひん蹙しゆくを買い、結果窮きゆう地ちに立たされているのは──『残念異能』の持ち主でありながら、それでも『ヒーロー』を目指す隆良──

「くっ、げ、ゲルでガードを……アレ、出ねぇ!?　まさか弾たま切れ!?（異能的な意味で）」

　これは『ヒーロー』を目指す少年、下野根隆良が、『雷神』魅神と、そして仲間達と共に──『真のヒーロー』として『成長』していく物語──

　──『隆良ライジング』と『魅神ライデイーン』の、英えい雄ゆう譚たん──

「このっ──大バカ隆良ぁ───っ!?」

「あ、あああ……本日一発目の……あばばばばぁー!?」

　────なのかも、しれない。








　01　ナニコレ初っ端から最低なんですけど。まさかお下劣な話なんですかコレ？







　今日も今日とて任務を終えた政府公認ストレンジャー達は、組織──『ストレンジャー対策課研究室』の一室にて、疲つかれた羽を休めていた。本来ならストレンジャー同士は反発しあい、チームを組むことなど有り得ないはずが──今こうして、一つの部屋で共にある。

　そんな面々の中、唯ゆい一いつストレンジャーではない長身長ちよう髪はつの美女、アリアが彼らを労ねぎらう。

「皆みんな、お疲れ様。言いたいことは色々とあるが──まず、『リーダー』の隆たか良らくん」

　隆良は前回の一件──チームプレイを駆く使しして『雷神・魅み神かん』を攻こう略りやくしたことで、アリアからチームの『臨時リーダー』に指名されていた。臨時とはいえ、ストレンジャーチームの栄はえあるリーダーである、そんな彼は──

「さあ、お説教の時間だ」

　──クイッ、と赤いフレームを指先で持ち上げたアリアの前で、正座させられていた。

「ヒューッ……ヒューッ……水、水を……」

　しかも、ゲルを出し尽つくした後の水分補給をお預けにされている状態だ。隆良の異能はゲルを出した分だけ水分を消費するため、水分補給は欠かせないのだが──これには恐おそらく、戒いましめの意味も含ふくまれているのだろう。

「ああ、スマンスマン。ほれ、一いつ杯ぱいやるがいい」

　戒めの意味など含まれていなかった。どうも、ただ単に忘れていただけらしい──というよりアリアは、クールな雰ふん囲い気きとは裏腹に甘い女である。とはいっても仲間に向けてゲルをぶっかけまくった隆良は、少しくらい戒められるべきだと思うのだが……

「まあ、脱だつ水すい症しよう状じようで倒たおれられても困るしな……」

　どうも、アフターケアのほうが面めん倒どうなようだ。

　傍はたから見ていた夜よ侘わびと沙さ凪なぎも、ついつい呆あきれた声を漏もらしてしまう。

「アリアお姉さま、時々ちょっと、適当なトコあるよね……」

「時々っていうか、頻ひん繁ぱんですの。全く、少しは自重すべきですのっ！」

　ともあれ、流し込む勢いで水を飲み干した隆良が、回復した直後にアリアへと不満気な顔を向けた。

「おいおいアリア、説教ってなんだよ。俺はきっちり仕事をこなしただろ？　説教なんてされる筋合いねーんですけどぉ？」

「……何言ってるのよ、バカじゃないの、バカ隆良」

　不意に割り込んできたのは、今しがた部屋に入ってきたばかりの魅神。シャワーでゲルを洗い流してきたらしく、今は浴衣ゆかたを身に纏まとっていた。

（……ていうか、何で研究室に浴衣なんて置いてあるのかしら……）

　ふと沸わき起こった疑問は口に出さず、魅神は兎とにも角にも隆良を責め立てる。

「無意味に私の邪じや魔まをして、私にまであんな下品なゲルをかけてきて……怒られて当然よ、バカ隆良。アンタは一度、心の底から反省なさい」

「ああん!?　帰ってきたと思ったら、まーたそんな減らず口を……大体俺の異能は、そういう下品なアレじゃねーっつーの！　それに邪魔したワケじゃねーだろ。手て際ぎわよく颯さつ爽そうとした、完かん璧ぺきな捕つかまえ方だっただろーがっ！」

「……それ、本気で言ってるの？　ゲルでも頭に詰つまってるんじゃない？　一回病院で頭でも診みてもらったらどうかしら。きっと素す敵てきな診しん断だん結果が出るわよ」

「んだコラァァァ！　喧けん嘩か売ってんのかこの電動ミカン！」

　怒いかり心しん頭とうの隆良に、ここでアリアが口を挟はさんでくる。

「ふむ……魅神の言うことも尤もつともだぞ、隆良くん」

「んなっ！　アリア、お前まで!?」

「ふんっ……当ったり前でしょ！」

　魅神がふんぞり返ると、アリアも軽く頷うなずきながら続けた。

「魅神とアウトローとの交戦に、不用意に割り込むなど……下手したら怪け我がするぞ？」

「アリア違ちがう。論点そこじゃない。っていうかアリア、バカ隆良に甘すぎない!?」

「む？　なんだ、魅神は隆良くんのコトを心配していたのではないのか？」

「そ、そんなワケないでしょ!?　私はね、邪魔されて怒ってるのよっ！　しかも、あんな下品で汚きたないゲルなんてかけられてっ……！」

「……おいおーい？　いい加減にしろよ、電動ミカン。誰のゲルが下品で汚いってぇ？」

　横からイチャモンをつけてくる隆良に、しかし魅神は真っ向から立ち向かった。

「何よ、その通りじゃない。アンタの異能なんて、見るからに下品で不潔だし、しかも圧あつ倒とう的に微び妙みようなのよ。まあ、変態バカ隆良には、それくらいがお似合いだけどね」

「……言うじゃねーか、人間スタンガンこのヤロー……」

「ああ、ごめんなさい。何の役にも立たない、を付け足すの、忘れてたわ」

「…………はっはっは」

　感情を伴ともなわない、乾かわいた笑い──の直後、一気に顔面に怒りを湛たたえた隆良が、魅神へと人差し指を向ける。

「上等だコンニャロ！　その下品で微妙な異能とやらの恐ろしさ、もういっぺんその身に刻み込んでや──」

「──『雷らい塵じん』！」

「まさかの全力あばばばばば!?」

「全力じゃないわよ。多少なり手加減してあげたんだから感謝しなさいよね、バカ」

　とはいえこんな場面で、まさか『雷塵』を喰くらおうとは夢にも思っていなかった隆良だった。しかも、今日で二度目の電らい撃げき──逆に『雷神』の一撃をその身に刻み込まれ、もんどり打って倒れた彼へと、アリアがしゃがみながら語りかける。

「しかしまあ、今回の任務に関しては、反省点のほうが明らかに多かったからな。魅神の言う通り、割り込む必要は無かったように思えるし……それに私の心配も察してくれ。危険の渦か中ちゆうにあえて飛び込むようなリスクは、見ていて心臓に悪いのだ」

「……むう、でもよぉ」

「隆良くん──キミにもキミなりの主張があるのは分かる。しかしな、省かえりみるべきことは、省みなければならない。過あやまちを認め、同じ轍てつを踏ふまぬよう次へと繋つなげるのだ。時には、他者の意見を素直に受け入れることも必要だぞ？」

「……そうだな、アリアの言うことも、一理あるよ」

　頭をかきつつ立ち上がり、珍めずらしく素直に同意した隆良が──そのままアリアに尋たずねる。

「ところでちょっと前にさ、大量のマムシドリンクとエロ本が家に送りつけられてきたんだけど、アレってなんの嫌いやがらせ？」

「うむ。手前味み噌そだが、そこは私のファインプレーだと思っている」

「いや、とんだラフプレーだよ。前回ヤメロっつったじゃん。他者の意見を素直に受け入れてねーじゃん。さっきの説教、お前が言うなって感じだったよマジで」

「ふむ、アレは間違いだったか……じゃあ、エロいＤＶＤとかのほうが良かったか？」

「ほら、そういうトコがさ？　ほら、省みろよ？　言いだしっぺが、って言うじゃん？」

「うーむ、しかし十八歳未満にそれもなぁ……まあ、エロ本を送り付けといて、今さらって感じではあるが」

「ほら、聞く気ゼロじゃん。スゲーよ逆に。鉄てつ壁ぺきかよ。見習おうかなって思うよマジで」

　むしろ反面教師にして欲しいところだが、特にその辺りをケアする気の無いアリアが、更さらに隆良へと尋ねる。

「じゃあ隆良くん、マムシドリンクとエロ本は、全すべて処分してしまったのか？」

「えっ」

「……うん？」

　隆良の表情が明らかに揺ゆらいだことで、アリアが首を傾かしげる。

「……なんだ？　気に入らなくて、処分したのかとばかり思っていたのだが」

「あ……い、いや、処分したっつーの！　特にマムシドリンクは念入りにな！」

「……エロ本は？」

「…………し、したよ。ああ、したさぁ！」

「……ほぉ～？」

「うっ……」

　真まっ直すぐ見つめられ、誤ご魔ま化かすように後ろを向く隆良。そんな彼の背中にアリアが抱だきつきながら、耳元で囁ささやくように語り掛かける。

「それで……どれが一番気に入ったのだ？」

「おひぃっ!?　なな、何のコトッスかねぇ!?　つか、引っ付くなっつの！」

「今さら誤魔化すなよ、隆良くん。さあ、参考までに……聞かせてくれ」

「さ、参考までにって……つか、どれも何も、ほぼ全部メガネとロンゲと巨きよ乳にゆうの合わせ技わざばっかだったじゃねーか！」

「しっかり見ているではないか。で、どうだ、染まったか？　ん？　染まったのか？　私的には『家庭教師のお姉さん・僕の理性がプリズンブレイク』シリーズがオススメだが」

「青少年にそんなのススメんなっつの！　つか離はなれろ、当たってんだよぉぉぉ！」

「ふっふっふ……意識しまくりではないか。私の策略も捨てたモノではないな」

　ジタバタと暴れる隆良に、しかし振ふりほどかれぬよう巧たくみに纏わりついているアリアが、どことなく満足げな笑えみを浮うかべる──と、その時。

「ア……アリアお姉さま！」

「む？　お、おお、夜侘ちゃん？　どうかしたのか？」

「よ、夜侘ぃ……助けてくれぇ！」

　助けを求める隆良──対する夜侘は、気弱な彼女にしてみれば珍しく、強い語調でアリアに言い放った。

「次は貧ひん……年下モノと、あと妹モノも入れておいてください！」

「お前まで何を言い出してんだぁぁぁ!?　助けろっつってんじゃーん!?」

「うう、アリアお姉さまばっかりズルいよぅ……アタシだって、アタシだってぇ……！」

「ダメだ、コイツも人の話を聞いてねぇ！　やってらんねぇよ、もぉよぉ！」

　煩はん悶もんする隆良はスルーし、アリアが夜侘に返事する。

「貧……いや、年下モノに妹モノか。ふむ、そうだな。隆良くんの趣しゆ味みの範はん囲いを探さぐるためにも、検討しておくとしよう」

「お、お願いしますっ……！」

「ヤメロ！　前回も言ったし、さっきからも言ってるけど、マジでヤメロォ！」

　もはや『押すなよ！　絶対押すなよ！』と変わらなくなってきている隆良の主張だが、そんなことより、アリアの胸中には一いち抹まつの想おもいがよぎっていた。

（夜侘ちゃん……自分でも貧乳と口にしたくない辺り、何か……かなりラヴいな……）

　多少なり、コンプレックスを持っているのかもしれない。アリアだけ、ややほっこりとした気持ちになっていた頃ころ、またまた割り込んでくる声が一つ。

「ちょっと、いい加減にするんですの。隆良様が困ってますの！」

「！　さ、沙凪ぃ！　よく言ったぜ沙凪ぃ！」

　久々に意を汲くまれて隆良のテンションが上がる。夜侘と並んで最年少の沙凪に注意され、アリアも少しばかりバツの悪そうな顔をした。

「むぅ……少しはしゃぎすぎたか。すまんな、隆良くん」

「お、おお……別にいいよ。俺が言った時もそんくらい素直になって欲しいモンだけど、まあ、別にいいよ……」

『別にいい』と言いながら文句ありげな隆良だが、それはともかくと、この窮きゆう地ち（？）を救ってくれた沙凪に礼を言う。

「ありがとよ、沙凪、助かったぜ……いやマジで」

「にゅふふ、構いませんの。お嬢じよう様さま的に、これくらい当然ですの！」

「お嬢様とかは相変わらずワケ分からんけども……まあ、今回は素直に感謝、だな」

「というワケで、そろそろゲルが欲ほしいんですの！」

「デストロ───イ!?　会話の流れが完全に破は綻たんしてんぞオィィィ!?」

　恐おそるべき会話の舵かじの切り方である。全く思いも寄らないことを言い出した沙凪だが、その突とつ飛ぴな口は止まらない。

「さっき、魅神とアウトローの人にゲルをぶっかけまくってたのを見てから、ずっと羨うらやましかったんですの。さあ……わたくしにも、いっちょ出すんですの！」

「お前の趣味、ホント意味分かんねぇ！　なんかイヤだ！」

「ふぬぅ、ひどいですの！　わたくし、ずっと我が慢まんしてましたのにー！」

「我慢してたコト自体が初耳だっつの！　俺の知らないトコで話進めんな！」

　妙みような言い争いを繰くり広げる二人に、アリアもついつい溜ため息を吐ついてしまう。

「ふう……やれやれ、騒さわがしいなぁ、全くっ」

「アリアが言うなって感じだけどね……ていうかさ」

　呆あきれ顔の魅神が、そのままの表情でアリアに言げん及きゆうする。

「今回のアウトローの子……『タマちゃん』って何なのよ。さっき黒服の人に聞いてみたら、タマちゃんじゃなくて、通つう称しよう『弾倉リボルバー』って言われたんだけど」

「うむ、そんな通り名だと、ちょっと可愛かわいげが無いだろう？　やはりここは、親しみ易やすいように可愛い感じのニックネームを、と思ってだな」

「ターゲットに親しみ覚えさせてどうすんのよ！　それに何で『タマちゃん』なの？　まさか『弾たまを発射するから』っていうのなら……安直すぎるわよ!?」

「いいや、『目が玉みたいにクリクリしていたから』さっ」

「何でいっつも外見的な特とく徴ちようから通り名を付けようとするの!?　そして何で微妙に誇ほこらしげなのよ！」

「ふふっ……そう褒ほめるな。照れるだろう？」

「褒めてないから！　割と分かりやすく責めてるつもりなんだけどっ！」

「まあまあ、気にするな。さて、しかしだな……」

　魅神の主張は完全に水に流しつつ、アリアが急に真ま面じ目めな表情を作る。

「私のファインプレーやナイスネーミングセンスは良しとして、だ」

「全然良くないけどね？　で……何よ、アリア」

「今回の任務……全体的に見て、いささか問題点が目に余る結果だったな」

「……それは、そうでしょ。バカ隆良が、私の邪じや魔まなんてしてきて……」

「隆良くんだけではない。魅神にも問題はあったぞ」

「!?　なっ……どうしてよっ!?」

　思いがけない発言で戸と惑まどう魅神に、アリアは真面目顔のまま続けた。

「魅神、キミはタマちゃんと一いつ騎き打うちの態勢に持ち込んでいただろう。アレは一体、どういうことだ？」

「ど、どういうことって……だって、それが一番効率も良かったし……」

「本当にそうか？　事前に決めていた作戦では『メンバー全員でタマちゃんを追い立て、罠わなにかけて捕ほ縛ばく』としていたはずだ。敵の前には出来るだけ姿を晒さらさず、リスクを最小限に抑おさえるようにな。それなのに、なぜ交戦に及およんだ？　しかも一対一で」

「だ、だからそれは……そんなまどろっこしいことしなくても、私ならそのほうが手っ取り早かったし、現場の判断だったっていうか……」

「手っ取り早かった、という理由で勝手にリスクを上げてもらっては困る。それにそういうのは独断専行というのだ。これでは、チームを組んでいる意味などないぞ」

「なっ……べ、別にチームなんて、私には最初から必要ないっ……！」

「今のは聞かなかったことにしよう。少し頭を冷やすのだな、魅神」

「うっ……」

　かなりキツいアリアの言い方に、シュン、と落ち込んでしまう魅神。そんな彼女を見ながら、隆良は冷やかすような声を上げる。

「へっへっへ……そーだそーだ、言ったれアリア！」

「隆良くん、キミも反省すべきなのだぞ」

「うお!?　とばっちり!?」

「とばっちりなものか、全く……」

　少しばかり怒おこった表情のアリアが、今度は隆良と向き合う。

「さっきも言ったが、あの場面でキミが魅神とタマちゃんの間に割り込む必要は少なかった。キミの行こう為いも、不用意にリスクを上げる一因でしかなかったのだぞ。冗じよう談だんは抜ぬきにして、キチンと反省することだ」

「む、むぐぅ……で、でもよぉ」

「でも、ではない。言い訳などせず、よく考えなさい」

「ぐっ……」

　ピシャリとはねのけられ、言い返せず黙だまってしまう隆良。そこで説教は終わり──かと思われたが、アリアは更に夜侘と沙凪のほうにも向いた。

「そして、夜侘ちゃんと沙凪ちゃん──キミ達にも問題がある」

「……にゃっ!?　あ、アタシ達もですかっ!?」

「ぬふぅ!?　ど、どういうことですの!?　わたくし達は、別に失敗も命令違い反はんも……」

「ふう……気付いてさえいなかったか、やれやれ……」

　首を横に振りながら、アリアが二人の非をまとめて追つい及きゆうする。

「我々はつい最近結成したばかりのチームだし、魅神が敵と交戦するというのも不測の事態ではあった。しかしそれにしても、二人とも行動があまりにも遅おそすぎだぞ。ほぼ全ての事態が終息してから現場に到とう着ちやくしてどうする。魅神にも言ったが、これではチームを組んでいる意味がない」

「「ふ、ふにゅうぅぅ……」」

　この場では最年少の少女二人がまとめて落ち込んでいるのを前にして、甘さを見せそうになったアリアだったが──厳しい表情のまま、威い厳げんを持って締しめくくった。

「全員、今回の件はよく考え、反省することだ。はっきり言って、今のままではチームとしての体ていを成しているとは言えない。バラバラのままでは、いつか大変なトラブルを引き起こしてしまうことも有り得るのだからな」

「…………」

　メンバー全員、完全に落ち込んでしまっている。これにはアリアの表情もさすがにかなり曇くもったが、甘い言葉は何とか喉のど奥おくへ押しやったようだ。

（皆みんな、キツいことを言ってすまないっ……しかしこれは、キミ達のためでもあるのだっ！　いつかもっと危険な任務に臨のぞむ日も来るだろう。しかしそんな時、今のままの有様ではあまりに危険すぎるのだっ……！　すまない、分かってくれっ……！）

　どうも、アリアなりに色々と葛かつ藤とうがあるらしい。彼女なりの想いを察したのか、それは定さだかでないが──落ち込んでいた面々の中で、まず隆良が顔を上げた。

「……まあ、アリアの言う通りかもしれないな」

「……隆良くん……」

「つっても、その時々の状じよう況きようってのはあるから、一いち概がいには言えないけどよ……でも確かに、省けるリスクは省いたほうがイイしな」

「！　そ、そうだなっ……その通りだっ」

　頷うなずくアリアに、夜侘と沙凪も語りかける。

「アタシ達も、その……頑がん張ばりますからっ。次は、もっと早く行動しますからっ！」

「ま、まあお嬢様として、見くびられたままでは癪しやくですの……次こそは、お嬢様としての実力というのを見せつけて差し上げますのっ！」

「夜侘ちゃん、沙凪ちゃん……うむ、うむ！」

　抑えきれない喜色を滲にじませながら、また数度ほど頷くアリア。

　そして、魅神はというと、

「…………」

　一人、沈ちん黙もくを保っていたが──やがて、ゆっくりと口を開いた。

「わ、私は一人でも十分よ……今回のことだって、私は間ま違ちがってなかった。その気持ちは、変わらないんだからっ……」

「……魅神……」

「っ……だ、だけどっ！」

　アリアが少しだけ悲しそうな顔をした直後、魅神は続きを口にした。

「アリアが反省しろっていうなら、反省する……で、でも、私はアリアの顔を立ててるだけよっ！　チームのことだって、そう！　そ……それだけなんだからねっ!?」

「魅神……ふふっ、いいさ。今はそれでも、な」

「うぅ……私、なんか変なコト言っちゃってるじゃないっ……もぉっ」

　変なコト言ってる自覚あったのか、と思った隆良だが、空気を読んで口には出さず──

「変なコト言ってる自覚あったのかよ。アホだなお前、ホント」

　と、やっぱりここで口に出してしまうのが隆良という男だった。このＫＹぶりには、魅神も顔中を真っ赤に染めて俯うつむくしかない。

「うっ……うっさいのよ、この無神経バカぁ……」

「おいおい、どーした、声に力がねーぞ？　ほれほれ、もっと元気よくぅ～？」

「こ、こんのぉっ……！」

　やや先行きへの不安を思わせる二人だったが、しかし割といつも通りだからか、アリアは完全スルーだ。そんなことよりもアリアにしてみれば、メンバー達が自身の意を汲くんでくれたのがよほど嬉うれしかったのか、何やら感極きわまっている。

「ふふっ……一度の失敗くらいなんだ。大事なのはこれから先、どうしていくかさ！　反省を糧かてにしよう。なぁに、私達はスタートしたばかりだ。まだまだ巻き返せるさ！」

　ぐっ、と握にぎり拳こぶしを作るアリアに、隆良が苦く笑しようしながらも同意を示す。

「へっ、そうだな。でもまあ、今日は疲つかれちまったしよ、そろそろお開きにしようぜ？」

「うむ、そうだな。皆、今日はご苦労だった。しっかりと身体からだを休めるよう──」

　解散を言い渡わたそうとしたアリアの言葉が、ふと止まり──

「────あっ!?」

　何か思い出したかのように、片手の平で口元を覆おおう。

「おい、どうかしたのかよ、アリア……早く解散しようぜ？　おーい？」

「あ、あっ……えっと、えっと……皆、その、ちょ～っとだけ、待ってくれないか？」

「？　何だよ、まだ何か用事があんの？」

「あ、そ、その…………実は、な？」

　隆良に尋たずねられ、アリアが珍めずらしくうろたえながら答える。

「今日な……我々のチームに新メンバーが入ることになっていて……その子を迎むかえに行く手て筈はずになっていてだな？」

「……は？」

「任務が終わったら、その子の所へ向かうつもりだったのだが、その……」

　言いよどむアリアに、そこで夜侘がおずおずと手を挙げて尋ねる。

「え、えっと、その人、今の今まで、ず～～～っと待ってるんですか……？」

「……まあ、そういうことに……」

　小さく頷くアリア──更さらに、今度は沙凪も口を挟はさんでくる。

「そういえば、わたくしの時も忘れられてて、大分待たされてましたの……」

「うっ……そ、その節は、どうも……」

　バツが悪そうに頭を下げるアリア。部屋中の視線を一身に受け、居い心地ごこち悪そうに身動みじろぎした彼女が──いきなり、グッ、と握り拳を作って声を上げ始める。

「……い、一度の失敗くらいなんだ。大事なのはこれから先、どうしていくかさ！　反省を糧にしよう。なぁに、私達はスタートしたばかりだ。まだまだ巻き返せるさ！」

「……聞いた感じ、沙凪ちゃんの時と合わせると、今回で二度目なのよね？」

「…………」

　魅神に冷静にツッコまれ、沈黙してしまうアリア──いや、アリアだけではない。部屋中が微び妙みような雰ふん囲い気きに包まれ、誰だれも彼もが黙りこくってしまっている。

「…………………………」

　長い沈黙を経た後、メンバーを代表してリーダーである隆良が、アリアの肩かたを叩たたきながら言う。

「……反省しろよ？」

「…………はい…………」

　さすがのアリアも、力なく頷くしかなかったという──







　黒服の運転する大型車に揺ゆられ、新メンバーがいるという場所に降り立った隆良達へと、最後に車から降りたアリアが精せい一いつ杯ぱいの明るい声を投げかける。

「さあっ、ここに我々の新メンバーとなる子がいるのだぞっ。ここは一つ、笑え顔がおで明るくお出で迎むかえ、といこうではないか！　なあ、皆っ？」

「…………」

「……は、ははは、どうした皆？　何だか視線が痛いぞう？」

　軽くおどけてみせるアリアに、魅神が溜ため息を吐ついて呆あきれた反応を返した。

「もうっ、あんな偉えらそうに説教しといてアリアが失敗してちゃ、格かつ好こうつかないわよ！」

「うっ……ほ、本当にすまん……」

「はあ……謝るのは私達にじゃないでしょ？」

「う、そ、そうだな……その子に会ったら、改めて謝ることにするよ……」

　そう言って、シュン、とうなだれてしまうアリア。そんな彼女を見かねてか、夜侘と沙凪がフォローを入れようとする。

「ま、まあまあ、アリアお姉さま……だ、誰にでも失敗はありますよっ。そんなに落ち込まないでくださいっ」

「三度目の正直と申しますの。次は気を付ければいいですの」

　二人の少女が好意的な態度で励はげました瞬しゆん間かん──ハッ、と魅神が慌あわてながら口を開く。

「あっ……夜侘ちゃん、沙凪ちゃん！」

「「？」」

　いきなり声を上げた魅神に夜侘と沙凪が首を傾かしげていると、うなだれていた頭を上げたアリアが呟つぶやくように尋ねてくる。

「……夜侘ちゃん、沙凪ちゃん……こんな私を、許してくれるのか？」

「えっ？　は、はい……それは、もちろんっ」

「ま、まぁ、別にそこまで怒おこってなかったですの。そんな気にするコトないですの」

「……ふむ、そうか」

　二人に許されたその瞬間──少し前まで沈しずんでいたアリアの表情が、あっという間にいつも通りになってしまう。

「よし、それではもう、気にしないことにするよ。いやあ、我ながら柄がらにも無い感じで肩が凝こりそうだったからな。はっはっは」

「……あ、アリアお姉さま、あの……？」

「ちょ、ちょっと一気に立ち直りすぎじゃないですの!?」

「なぁに、気にするな。私なんて、もう全然これっぽっちも気にしてないぞ？」

「「…………」」

　手の平を返したようなアリアに、微妙な表情を隠かくせない夜侘と沙凪。既き視し感のある光景に、魅神も思わず肩を落としてしまう。

「全く、もう……相変わらずなんだから」

　何やらげんなりしているようだが、それはそれ──そこまで黙だまっていた隆良が、ふとした疑問を口にする。

「つーか……その新メンバー、ホントにこんなトコで待ってんの？　ココって……」

「あっ、アタシも思ったっ……どう見ても、コンサート会場……の、裏口だよね？」

　きょろきょろと辺りを見回した夜侘の示す通り、そこはコンサート会場裏口の内部──真新しいが急造らしく、裏口となると剥むきだしの梁はりや配管が所々で目についた。屋根さえ未完成のようで、雨が降った時のためだろうか、青く巨きよ大だいなビニールシートを屋根代わりの代用品として覆い被かぶせている。

　会場の内部から、何やら明るい調子の少女の歌声まで聞こえてくる中で、隆良と夜侘の疑問を受けたアリアが軽く頷いて答えた。

「うむ、ここにいるのは間違いないよ。私達が待たせている間に、少しばかり時間を潰つぶしているようだから……もう少し、待っていてくれ」

「……待たせたのはお前のせいだけども、しかしまあ、時じ間かん潰つぶしにコンサート会場か……そいつ、アイドルかなんかの追っかけかよ？　すげぇミーハーだったりしてな……ったく、また変なヤツなんだろーな、どうせ」

　人のことを言えない隆良だが、そこは彼の幼おさな馴な染じみが聞き逃のがさずに言げん及きゆうした。

「『また』って何よ、バカ隆良。変なヤツって誰のことを言ってるのかしら？」

「へっ、お前らのことに決まってんだろ。特に電動ミカンさんとかなぁ」

「あら、もしかして鏡でも貸してあげたほうが良いのかしら？　覗のぞき込んでみなさいよ。本当の答えが映ってるから」

「んほおぉぉ!?　なんだコンニャロ、やんのかっ！」

　変な叫さけび声を上げながら凄すごんでくる隆良に、ふんっ、とそっぽを向いて取り合わない魅神。二人の話を聞いていた夜侘と沙凪は、自分達が『変なヤツら』のうちに入っているだろうということに気付いていないのか、他人ひと事ごとのように話している。

「まあ、隆良に関してはフォローできないよね……ゲルだし」

「隆良様のゲルが素す晴ばらしすぎて普ふ通つうの枠わくに収まりきらないという話はともかくとして、ですの……まあこの中では、わたくしが一番マトモですのよっ」

「それは絶対ない。ゲルと沙凪ちゃん、二重の意味で」

「よ、夜侘がいつになくハッキリとした口調ですのー!?」

「まあ、この中では炎ほのお使いであるアタシが、一番正統派っていうかぁ……」

「ありえない。絶対」

「さ、沙凪ちゃんが『ですの』という語ご尾びを忘れるほどにっ!?」

「……ですの」

「お、遅おくれてやってきた……!?　何が沙凪ちゃんをそこまでさせるの!?」

　慄おののく夜侘──と、そんなことより、この間にも口くち喧げん嘩かを繰くり広げていた隆良と魅神の間に、ようやくアリアが仲裁に入る。

「こらこら、二人とも……いい加減にしないか。というか私から言わせてもらうと、全員が全員、変だぞ。変人の集まりって感じだ」

「んなっ……」

　あまりにハッキリと事実を述べたアリアに、あんぐりと口を開く一同──そんな中、隆良が文句を言おうとアリアに迫せまる。

「あ、アリア……お前なぁ!?」

「私も含ふくめて、な？」

「な、おっ……？」

「ふふっ、それでいいではないか。皆みんなお揃そろいの仲良し、ということで」

　アリアの冷静な大人の対応に、何も言えなくなってしまう隆良。他の全員も各おの々おの、気き恥はずかしそうに身動ぎしていた。

　ちなみにアリアの言葉は本心からのものだったが、しかし心の奥底では──

（まあ、そんな変人ズの中でも、隆良くんは一いと際きわアレだとも思うが……）

　とはいえ思うだけで口には出さない辺り、やはり大人の対応だった。まあ今はそんなことより、とアリアがこれからやって来る新メンバーについて説明を始める。

「さて、少しばかり脱だつ線せんしてしまったが、今のうちにその子について教えておこう。今から来る新メンバーの名は、『葛くず代しろ瑠る璃り花か』──政府の上層部からの紹しよう介かいで、本チームに配属されることになった。歳としは十五──隆良くんや魅神と同年代だ」

「ふーん、瑠璃花、か……名前からして、まあ女なんだろうな。にしても、政府の上層部ってのは、そんな紹介の仕事までしてんのか……よっぽど働き者なんだろーな」

「……まあ、そういうことにしておこう」

　曖あい昧まいな返事をしたアリアに、隆良は少々の疑問を感じていたが、今は新メンバーのことを聞こうと続けて尋ねる。

「んで、今度はどんな微妙な異能なんだよ？　どーせまた『政府にとって使い道の無かった』ランクの低いストレンジャーなんだろ？」

　魅神を除くメンバーがそうだった経けい緯いから、そう推測した隆良だが──しかしアリアからの返事は、予想を覆くつがえすものだった。

「いや……彼女はＢランクの、結構なストレンジャーだよ」

「……んなっ、Ｂだぁ!?」

「ふがっ……マジですの!?」

　ルリの異能のランクに、隆良と、そしてなぜか沙凪も驚おどろく。

「Ｃランクのわたくしを差し置いてっ……こ、これはかつてない窮きゆう地ちですのっ！　わたくしの立場が危あやういですのーっ!?」

「いや、お前の立場は元々そんな大したモンじゃねーよ」

「んなっ……隆良様、何を言ってますの!?　お嬢じよう様さま的に、聞き捨てなりませんのー！」

「そんなことより……なんでそんなＢランクのヤツが来るんだよ!?　魅神みたいな無む駄だにエラそーなヤツだったりしたら、やってらんねーぜ!?」

「わ、わたくしをスルーしただとですのぉ!?」

「ていうか無駄にエラそうとか、バカ隆良に言われたくないんだけど」

　スルーされた沙凪はともかく、魅神が文句を言ったそのままの口で、アリアへと己おのれの推測を投げかける。

「まあ、Ｂランクで、だけどチームを組むことが必要なストレンジャーなら……応用力に欠けるのか、もしくは戦せん闘とうには向かない能力なんでしょ。アリア、違ちがうかしら？」

「ん……まあ、その通りだ」

「？　何よ、アリア……さっきから歯切れが悪いわね。何か気になることでもあるの？」

「！　そ、そんなことはないさ。ああ、それと……彼女が我々のチームへ来ることになったのは、上層部からの紹介というだけでなく、本人の強い希望もあってのことらしいぞ」

「ふーん……こんなチームに、ねぇ。やっぱりその子も、かなり変な子みたいね」

　やや棘とげのある言い方をした魅神はさておき、隆良がその新メンバーの情報について、さらに引き出そうとアリアへなおも問いただす。

「そ、それで……そいつ、どんな異能を使うんだ？　まさか、風を操あやつったり……」

「ん？　ああ、それはな──」

　アリアが答えようとした瞬間──タッ、タッ、と軽快な足音を響ひびかせる少女が一人。恐おそらく、件くだんの新メンバーだろう。

「……能力については、本人から聞くのが早いだろう。おーい、葛代瑠璃花ちゃん？　政府の者だが……こっちだぞーっ」

「あっ……はーい、今いきますーっ♪」

　遠くからでもしっかりと届く、明るく透すき通った声──スキップするような足取りで駆かけてきた彼女が、とんっ、と隆良達の前に着地し──ぺこり、軽くお辞じ儀ぎをした。

「えへへっ……皆みなさん、こんばんはーっ♪」

　その少女は眩まばゆく──本当に輝かがやいているようにさえ見えるほど、可愛かわいらしい少女だった。

　バーミリオンで艶つやの良い髪かみは、ポニーテールにしていてなお腰こしにまで届きそうなほど長く、彼女が身動ぎするたび、ゆらゆらと踊おどる。

　瑠る璃り色いろの瞳ひとみは、先刻のアウトロー『タマちゃん』の立場が無くなるほど、クリクリと大きく丸っこい。見るからに人ひと懐なつっこい印象の彼女が、外見の雰ふん囲い気きそのままの明るい語調で自己紹介をしてくる。

「葛代瑠璃花っていいます……遠えん慮りよなく、ルリって呼んでくださいねっ♪」

　顔の前で逆ピースをしながら、ウインクしてくる少女──ルリ。なぜか逆ピースしている右手にだけ手て袋ぶくろを着けている彼女に、まずはアリアが話しかける。

「ええと、葛代瑠璃花ちゃん……」

「えーっ、ヤダヤダ、ルリって呼んでくださいってばー。堅かた苦くるしいですよー」

「……る、ルリちゃん？」

「そうそうっ、その調子でー♪」

「う、うむ？　そ、そんな感じでいいのか？」

　やたらとテンションの高いルリに、さしものアリアも戸と惑まどってしまう。それを見ていた隆良も、思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

「すげぇ……あのアリアが押されまくってる……」

　そんな妙みような呟つぶやきはともかく、アリアが改めてルリへと話を続けた。

「申し訳ない。連れん絡らくが遅れて、随ずい分ぶんと待たせてしまって……」

「えー、平気ですよー。お仕事だったんですよね？　ルリ、気にしてませんからっ♪」

「そ、そうか……いや、本当にすまなかったな」

「イイですってば、気にしないでくださいよー」

「ん、うむ……じゃあ、気にしないことにするか……」

「はーいっ♪」

　ニコリと笑いかけてくるルリに、アリアもいつものキレがない。それにしても、随分と待たされたはずなのにまるで怒おこっていない彼女を見て、隆良が沙凪に語りかける。

「なんつーかまあ、懐ふところが広いっつーか……似たような状じよう況きようでも、ぷんすか怒ってた誰だれかさんと比べると、エラい違いだな？」

「全くその通りですの。……それで、その誰かさんって誰のことですの？」

「……Ｏｈ……イヤミのつもりだったのに、まさか覚えてないとは……」

「？　??」

　出会った頃ころの沙凪のことを言っていた隆良だったが、しかし本当に忘れてしまっているらしく、彼女は首を捻ひねるばかりだ。

　と、そんな二人は差し置いて、ルリがアリアへと更さらに付け加えた。

「それに、ルリもせっかくだからって、アンコールに応こたえまくっちゃってましたしぃ……ずっと待ちっ放しだったワケじゃないから、ホント気にしないでくださいねっ♪」

「む、そうか……それなら、良かった……のかな？」

　首を捻るアリアより少し離はなれて、夜侘も同様に首を捻りながらルリを眺ながめる。

「？　アンコール？　応える？　……あ、あれっ……あの人……どこかで……？」

「？　おい、どうした夜侘。トイレにでも行きたいのか？」

「ち、違うよっ！　そうじゃなくて……あの、ルリさん？　どこかで見たような……」

「ん？　んー……言われてみりゃ……」

　これが初対面のはずなのに、隆良もなぜだかルリに既き視し感を覚えている──と、夜侘が何か思い出したように目を見開く。

「！　えっ……う、うそっ……まさか、まさかあの人!?」

「！　知っているのか、月げつ光こう……いや、夜侘！」

「知ってるも何も、超ちよう有名人っ……現役アイドルの『キュアキュア☆ルリ～ナ』だよっ!?」

「なんだその恥はずかしい芸名……って、あああホントだぁぁぁ!?」

　そういえば隆良も何度か、チラッとテレビで見たことがあった。アイドルにはさほど興味の無い隆良だが、それでも印象に残るほどテレビで見かける少女だ。それこそ、歌番からバラエティまで、引っ張りダコの人気である。

　恐らく、今しがたコンサートを終えてきたということだろう──アンコールに応えていたという割に、まだ『アンコール』の声が会場内から微かすかに聞こえてきていた。

　そんなルリを見て、魅神も口元に手を当てながら呟く。

「そういえば、私も聞いたことがあるわ……」

「どういうことだ、雷らい電でん……いや、魅神！」

「（……さっきから何なの……？）あ、えーと……政府管理下の高ランクストレンジャーで、アイドル活動をしてる子がいるって……能力までは知らないけど」

「マジかよ……Ｂランクストレンジャーで、しかも大人気アイドルだと……くっ！」

　なぜか──本当になぜか、悔くやしそうに歯は噛がみする隆良。その心情たるや、つまり。

（なんだその恵めぐまれシチュエーション!?　チクショォォォ……妬ねたましいィィィ！）

　……まあ、過去に魅神の『異能』を妬んでいたのと、同じような心境だ。

　が、しかし、勘かん違ちがい変態ゲル妖よう怪かい・隆良にしてみれば、高ランクでしかも人気アイドルというカリスマの持ち主の登場に、危機感を隠かくしきれない。

（んなろー……ここは早いうちに、上下関係ってヤツを分からせてやんねーとなぁ!?）

　一昔前のチンピラのような発想だが、隆良は大マジだ。何やら斜しやに構えつつ、ルリに向かって足を進める。

「おうおう、新入りさんよぉ。俺様への挨あい拶さつがまだなんじゃねーのかぁ？　オメーさん、俺への礼れい儀ぎを忘れて、この界かい隈わいで生きてけると思ったら困りますよアーハーン？」

「！　あっ……もしかしてっ！」

「？　おーう、なんだよ、何が『もしかして』だぁ？」

　妙な凄すごみ方を崩くずさない隆良に、しかしルリはキラキラとした眼まな差ざしを向ける。

「あなたが……下しも野の根ね、隆良さん……？　このチームのリーダーの」

「あん？　おう、その通りよ。ここで一番偉えらいんで、俺の言うことはちゃんと──」

「あは、やっぱりっ！　えへへっ……よろしくお願いしまーっす♪」

「へ？　……はっ!?」

　何やら嬉うれしそうに、隆良の右みぎ腕うでに抱だきついていくルリ。隆良の驚きも当然だが、しかしそれ以上に──

「────!?」
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　室内の女性陣じんの衝しよう撃げきも、なかなかのモノだった。しかしそんな彼女達に気付くはずもなく、ルリは隆良へまとわりついていく。

「すっごーい……本物だぁ！　あの隆良さんだぁ……カッコイー！」

「カッコイーのは純然たる事実として……な、なんだよ、俺のこと知ってるのか？」

「そりゃそうですよーっ♪　有名人だもん……政府初のストレンジャーチームのリーダーって、政府のストレンジャーの間では、実は有名なんだよっ？」

「お、おおっ……マジで!?　そ、そうなんかぁ……うへへ」

「うんっ！　ルリ、尊敬しちゃいますーっ♪」

　高ランクストレンジャーで、なおかつ大人気アイドルというルリに、まっすぐな敬意を示され──隆良の頬ほおもついつい緩ゆるむ。

　しかしそんな状況に、魅神が不満顔で割って入った。

「ちょ、ちょっとっ……バカ隆良から離れなさいよっ！」

「？　えー、なんでですかぁ？　って、アナタはもしかして……『雷らい神じん』さん？　あ、そういえば、『雷神』さんも隆良さんのチームにいるって……」

「そんなこと、どうでもいいでしょっ……そんなことより、バカ隆良から離れなさいってば！　そのバカが調子に乗っちゃったら、どうするのよ!?」

「……ふーん？」

　いまいち整合性に欠ける魅神の言い分に、ルリが意味深な視線を向けた後──ぎゅっ、と隆良の腕により強く抱きついていく。

「！　なっ……ちょ、ちょっと、人の話を聞いてるの!?」

「えー、でもでも、何でダメなのか教えてもらわないと……納なつ得とくできませんよー。ねえねえ『雷神』さん、何でダメなんですかー？　ねえねえー？」

「そ、それはっ……な、何でもよ！　いいから、さっさと離れなさいっ！」

「えー、理由も言わずになんて、横暴だよー。隆良さん、あの人、怖こわーい」

「ぐ、ぐぬぬっ……バカ隆良も、何とか言いなさいよっ！」

　いきなり話を振ふられた隆良だが、しかし──

「ん……ま、まあイイんじゃねーか？　ちょっとくらい……」

「なっ……何を鼻の下伸のばしてんのよ！　この破は廉れん恥ちスケベ！」

「は、はぁ!?　別に鼻の下なんて伸ばしてねーよ！　人聞きの悪いこと……ん？」

　ふと、左腕に誰かがまとわりついてきたことに気付く隆良──確かく認にんしてみると、それは夜侘だった。

「お、おい、夜侘……お前まで、どうしたんだよ」

「う、う～っ……だって、だって、アタシっ……」

　なぜか涙なみだ目めになった夜侘が、涙目で隆良を見上げ──一言。

「アタシ……アタシは隆良の……『宿命の妹ソウル・シスター』なんだからぁ！」

「まだそれ続いてんのかぃぃぃ！　ていうか、意味分かんねーよいきなり！」

「ううっ……隆良はアタシのだもん。前世からの宿命で結ばれてるんだもんっ……」

　相変わらず意味の分からないことを呟く夜侘に、しかしルリは笑え顔がおを見せた。

「この子……隆良さんの、妹さんなんですか？」

「いや、全然そんなんじゃないけど……コイツが変なコト言ってるだけで」

「小さくて、カワイ～ッ！　ねえねえ、いくつなの？　お名前はー？」

「ひうっ!?　う、うう～っ……！　子こ供ども扱あつかいしないでよぉ……！」

「嫌きらわないでよぉ、傷ついちゃう～。ルリのこと、お姉ちゃんって呼んでいいよ？」

「よ、呼ばないもんっ！　アタシには、隆良とアリアお姉さまがいるんだからっ！」

　いまいち懐なつかない夜侘に、それでもグイグイいくルリ──そんなやり取りの最中も隆良から離れないルリを見て、アリアも少しばかり表情が苦くなる。

「ふ、ふふっ……なんだな、私がやるならともかく、別の子がああして隆良くんにちょっかい出すというのは……思った以上にこう、イラっとくるな。なあ、沙凪ちゃん？」

「むーん……あのルリとかいうアイドル庶しよ民みん、隆良様の良さに気付くとは、なかなか見る目がありますの……そこんトコ、少しは認めてやらんでもないですのっ」

「くっ……だ、ダメだ、沙凪ちゃんではアテにならん……！」

「それはそうと、隆良様、わたくしも構うですのーっ！」

「沙凪ちゃん!?　話の流れをぶった切って……くっ、なんという自然体！　恐るべし！」

　てんやわんやの隆良のもとへ、駆かけて行く沙凪──自然体というより空気を読んでいないだけの気もするが、それはそれ、出で遅おくれたアリアが流れを変えようと声を上げる。

「そ、そうだっ……ルリちゃん！」

「？　はーい、アリアさん、なんですかっ？」

「ええと、キミの『異能』なのだが……ここの皆みんなは、まだＢランクであるということしか知らなくてな、だから皆に紹しよう介かいしてあげて欲しいのだが」

「あ、はーい、わっかりましたっ♪」

「……た、隆良くんからは離れたほうが、やりやすいんじゃないか？」

「えーっ……ちぇっ」

　渋しぶ々しぶながら、隆良から離れるルリ──と、彼女はそのままポケットに手を突つっ込こみ、折り畳たたみ式の携けい帯たい電話を開いた。

「それじゃ、パパッ、と説明しちゃいますから……見ててくださいねっ♪　せーのっ」

　軽い口調で述べながら、両手で携帯電話を掴つかみ──バキリ、携帯電話を思い切り真っ二つに折ってしまった。

「!?　お、おい……何を？」

「まあまあ、見ててくださいって♪　これをですねぇ……」

　言いながら右手の手て袋ぶくろを外したルリが、壊こわれた携帯電話をその右手の平で包み、直後に開放すると──

「……!?　携帯が……直ってんぞ!?」

「はいっ♪　これがルリの『異能』です。簡単に言っちゃうと、右手で触さわったら、どんなモノでも『五分前の状態に巻き戻もどす』ことが出来るんですよーっ♪」

「す、スゲーな……って、どんなモノでもってことは、怪け我がとか病気でも？」

「ふむ……それに関しては、そこまで単純ではなくてな」

　そこでアリアが割り込み、補足説明をし始める。

「物質であれば、今しがたルリちゃんが直した携帯電話のように、そこそこ複雑な構造でも割と問題なく直せる。しかし多た細さい胞ぼう生物となると別でな……細胞の一つ一つを『それぞれ一つの物質』と認識するらしく、本当に右手に密着した部分しか元に戻せないのだ。それに『治すのではなく元に戻す』という性質上、病気にも効果を示しにくい。がん細胞を例に挙げると、アレは悪性でも実は元々生体のそういう細胞・組織なワケだし、それに五分くらい元に戻した程度では根本的な解決にはならないしな……」

「……そうなんですよねー、そこのトコ融ゆう通ずうが利きかないし、ルリ的にはイヤなんですー。しかもこの『異能』を使った部分には、五分以上の時間を置かないとまた使うことは出来ないみたいですしぃ……はぁ～あ」

　つまり、連続使用は出来ないということらしい。右手に手袋を着けなおしたルリが本当にイヤそうな溜ため息を吐つくと、その横でアリアが更さらに説明を続けた。

「まあ、それでも触っただけでそうなるなど、常識外れな能力だからな……Ｂランクは妥だ当とうな評価だよ。とはいえ怪我などに関しても作用が難しいのは、少しばかり扱あつかい辛づらい。その部位に直接的に触ふれなければならないというのが、ちょっとな」

「へ？　でも怪我とかなら、普ふ通つうに触るだけでいいんじゃ？」

「ああ……火傷やけどとか切り傷のような、表面上の傷ならな……が、しかし」

「……えーっとですねっ」

　そこでルリが口を挟はさみ、両手で演じるようにシチュエーションを説明する。

「例えば、骨折を治す時なんかはですねー……まず五分以内に、こう、お肉を急いで切り開いてー……骨に直接……ペタッ、と♡」

「ふ、ふぐおおぅ!?　や、やめてくれぇ！　想像したら鳥とり肌はだ立ったわっ！」

「ルリだってイヤですよー。だからー……」

　瞬まばたきほどの一いつ瞬しゆん、沈しずんだ顔をしたルリだが、すぐさま明るい表情に戻って言う。

「大きい怪我なんて……あんまりしないでくださいねっ？」

「あ、ああ……？　なんかお前、今ちょっと変な顔しなかったか？」

「えー、何ですか、それ？　変な顔なんて、ヒドいですよぉ～」

「いや、そういう意味じゃ……まあ、気のせいならいいんだけども」

「……えへへ、そうですそうです。気のせいですよーっ♪」

「う、うおっ!?　お、おいおい……」

「…………」

　また隆良へと抱きついていったルリに、憮ぶ然ぜんとしてしまうアリア。しかし棒立ちするアリアの横を、スッと沙凪が横切った。

「……ルリ、と言いましたの？　アナタ、隆良様の良さが分かるなんて……なかなか見る目がありますのっ！」

「えっ……そうー？　えへへ、なんか照れるー♪　えーっと……？」

「わたくし、水すい仙せん花か沙凪と申しますの。超ちようお嬢じよう様さまとして記き憶おくするがいいですの」

「そうなんだ……よろしくね、沙凪ちゃんっ♪　それじゃ沙凪ちゃんも、一いつ緒しよに隆良さんに抱だきついちゃう？」

「おいおい、お前な……人の身体からだのことで、何を勝手に」

「むむっ、お言葉に甘えますの……どっこいしょ、ですの」

「お前もか。いや分かってたけどね？　どーせお前ら、俺の話なんて聞く気ねーって」

　諦あきらめ半分の隆良は案の定スルーされ、沙凪とルリは好き勝手にまとわりついていく。

「……はあ、お前らな、ほどほどにしろよ？（おお……存外ヤベェこのボリューム感）」

「むふぅ、こいつぁなかなかにハッスルですの！　にゅっふっふ」

「でしょ、でしょー？　ほらほら、こう……ぎゅーっ、と♪」

「今日はアレだな、ナイスオッパイ記念日だな（ったく……仕方ないヤツらだぜ）」

　本音と建前が逆になっているアホはともかく、奔ほん放ぽうに振る舞まう二人──そんなやり取りを見て、魅神は苛いら立だちつつも、しかし落ち着こうと努めていた。

（ふんっ……この私が、あんなバカ隆良のコトなんかで、何でイラつく必要があるのよ。そうよ、落ち着きなさい、魅神……感情を制せい御ぎよするの。そうすることで、私はまたワンランク上の人間に成長できるっていう──）

　何やら必死の魅神だが──そこで沙凪が更に、隆良の首へと腕を絡からめた。

「むふーっ、それじゃ、今度はこっちのほうにいってみますの！」

「へ？　お、おい、ちょっ……沙凪、首はちょっと苦し──」

「どっこい──っしょ！　ですの！」

「──おぐりっ!?」

　グキリ、隆良の首から軽く嫌いやな音が上がり──しかしルリは何やら笑っていた。

「あはは、なんか面おも白しろい音したー♪　ルリも、ルリもー、えーいっ♪」

「おまっ、ちょっ……おぐりっ、おぐりっ!?」

　度たび重かさなる追つい撃げき──天国から一転、地じ獄ごくに叩たたき落とされる勢いの隆良だが、夜侘はなぜかそれを『イチャついている』と見なしたようだ。

「う、ううっ、隆良ったらぁ……沙凪ちゃんまで、あんな……って、ひゃんっ!?」

　と、そこで急に夜侘の近くで電気が弾はじけ、思わず驚おどろいてしまう。どうやら魅神が──無言で、無表情で近づいてきていたらしく、異様な雰ふん囲い気きに夜侘が慄おののく。

「……あ、あの、魅神？　な、なんで近づいてきてるの……？」

「……夜侘ちゃん、私ね……帯電体質なのよ」

「いや知ってるよ!?　だから近づいたら、ピリピリって……あの、だから、ね!?」

「帯電体質なのよ～。うふふ……あはは～」

「ちょっと待ってー！　寄らないでー！　なんでアタシに八つ当たりするの!?　アタシ、魅神のストレス解消の道具じゃ……あ、やっ、壁かべっ……にあっ、にあーっ!?」

　壁かべ際ぎわに追いつめられ、ピリピリじわじわと燻くすぶられる夜侘。そこから少し離はなれて、沙凪とルリの絞しめ技わざに地獄を見ている隆良──そんな二組を眺ながめていたアリアは、

「あれ、私、何か独りぼっち……お、おーい、私も混ぜてくれないかー……？」

　完全に出遅れてしまい、ちょっぴり寂さびしそうに呼ばわるのだった。








　02　誰だって一度くらい、アイドルとかにチヤホヤされたいって思うじゃんね……







　朝の陽ひ射ざしが徐じよ々じよに街並みを照らし出す頃ころ、活動を始めようとする大衆とは正反対に、闇やみの住人達は一仕事を終えたという風ふ情ぜいで人目につかない裏路地を歩いていた。

「フイー……今日もなかなかの稼かせぎだったな、オーン？」

「全くゲスな！　これだからアウトローは止やめられんゲス！」

　ニヤニヤと下げ衆すな笑えみを浮うかべるのは、悪性ストレンジャー『アウトロー』──どうやらコンビを組んで悪事を働いていたようで、その『稼ぎ』とやらにご満まん悦えつの様子だ。

　が、しかし、満悦顔から浮かない表情に変わるアウトロー。

「それにしても──最近、政府公認のストレンジャーがデカいツラしてるらしいな、オーン？　何でも、政府初でチームを組んでやがるとか……」

「ああ……そういえば、あの『弾倉リボルバー』も、ヤツらに捕つかまったらしいゲスね」

「チィ……俺達アウトローも、ナメられたもんだぜ。コイツは一つ、ヤキを入れてやる必要があるか、オーン？」

「それはいいゲスね！　報復ゲス……調子に乗ったこと、後こう悔かいさせてやるゲス！」

　下衆だ──何とも下衆だ。特にコンビの片割れは、どうしてだか非常に下衆な気がしてならない。その理由は──……なぜなのだろう、ちょっと分からないゲスね。

　と、そんな彼らへと──投げつけられる声が一つ。

「──やあ、最近この辺りで悪事を働いているというアウトローは、キミ達かい？」

「「!?」」

　唐とう突とつに声を掛かけられ、目を丸くするアウトローのコンビ。その声こわ色いろから、恐おそらく少年であろうと推測される彼は──フードを深くかぶり、顔までは見えなかった。外観で判別できるのは、せいぜい髪かみ色がアッシュグレイであるということくらいだ。

　突とつ然ぜん現れた彼が、しかし一人であることからか、アウトローは余よ裕ゆうの表情で対応する。

「……だったら何だ？　何か文句でもあんのか、オーン？」

「ふっ……文句、という程ほどでもないさ。悪はただ単純に、滅ほろびればいい」

「……ぷ、ひゃははは！　何カッコつけてんだ？　おい、お前……政府のストレンジャーか？　知らないんだろう、俺達のコトを──俺達は、そう、あの大組織『再世リ・バースデイ』の一員だぜ……？　聞いたコトくらいは──」

　バカ笑いしたアウトローが、何やら聞きなれない『組織』の名を発したのとほぼ同時に──朝陽とはまた違ちがった、青白い輝かがやきを放つダーツのような形の発光体が、すう、と弧こを描えがき──アウトローの身体に着ちやく弾だんした。

「はっ……──!?」

　瞬間──どう、と爆ばく発はつが起こり、声も無く突つっ伏ぷしてしまうアウトロー。唐突で、そして一瞬の出来事に目を白黒させるコンビの片割れへと、少年は視線を向けながら呟つぶやいた。

「……興味ないな。僕はただ、『正義』を執しつ行こうするだけさ」

「ひっ!?　ちょっ……ま、待つゲス！　お、俺は降参するゲス！　だから……」

「……？　そう、降参だね。分かったよ」

「！　へ、へへっ……ゲス」

　少年に降参を受け入れられ、助かった、と安あん堵どするアウトロー──しかし少年は、先ほどと同じ青白く輝くダーツのような『何か』を、無造作に投げつけた。

「え──ゲ、スッ!?」

　着弾した瞬間、爆発──倒たおれるアウトローに、少年は冷れい徹てつな視線と声を向けた。

「……で、降参だから、何？　僕はキミ達『悪』を、ただ踏ふみ躙にじりたいだけなんだけど」

　言いながら、今しがた無む慈じ悲ひに倒したアウトローに、少年はもはや目もくれず──

「さて──向こうは今頃、上う手まくやってくれているのかな──？」

　誰へともなく、不ふ明めい瞭りような呟きを漏もらすのだった。
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　ルリをチームに迎むかえ入れてから翌日、早朝の街中パトロールに勤いそしむ隆たか良ら達──これもまた、彼らにとっては定期的に行われる仕事の一つだ。アウトローの起こす犯罪や些さ細さいな情報を収集するため、という目的も兼かねている。とはいえ、朝日も完全に昇のぼり切っていない時間帯──隆良が大あくびを隠かくせないのも無理はない。

「ふぁぁ……さすがにこんな朝っぱらからだと、眠ねむくて仕方ないよな……なぁ？」

　同意を求める隆良──だが、一人一人がパトロールを終え、沙さ凪なぎを除いて集合した面々は、とある光景を目まの当たりにして一様に苦い表情をしていた。

「ルリも、疲つかれちゃいましたー……ねえねえ、隆良さーんっ♪」

「お、おいおい、お前な……あんまり引っ付くなっての。恥はずかしいだろが」

「あーっ、またお前なんて……ルリって呼んでくださいってば～」

「わ、わーかったよ……る、ルリ？」

「えへへ～……そうそう、そんな感じですっ♪」

　イチャついている、といっても過言でない隆良とルリ──そんな二人を眺めている魅み神かんなどは、特に苛立ってしまっている。

「………………」

　本人も気付かないうちに、魅神の身体からはバチバチと電撃が迸ほとばしっている。と、そんな折、アリアが不ふ機き嫌げんそうな表情で声を上げた。

「……で、隆良くん達のほうでは、アウトローに関する情報で何か収しゆう穫かくはあったか？」

「お？　いや、別に何もねーよ。平和そのものって感じだな」

「そんなことあるか。もっとよく調査しろ。ばか」

「なんでそんな不機嫌!?　いくらなんでも理り不ふ尽じんすぎじゃねぇ!?」

「ふん、うるさい。せいぜいアウトローの目撃情報の一つでも得てこい。それまで帰ってこなくていいからな、この色ボケ」

「し、辛しん辣らつすぎる！　それにアウトローに関する情報っつっても……そんな簡単に見つかるモンじゃないだろ？　そもそも別に、そんな躍やつ起きになって探さなくても……」

「……全く、何を呑のん気きなことを言っている。先日のアウトロー……タマちゃんのことがあったばかりではないか。事態にそれほどの猶ゆう予よはないぞ」

　そんなことを言ったアリアが、携けい帯たい電話を取り出しつつ説明を始める。

「そのタマちゃんを尋じん問もんした結果が今朝方に出たそうだ。私達がパトロールしている間に情報をまとめたレポートが送られてきたから、今からそれを説明する……が、その前に」

　コホン、と咳せき払ばらいしたアリアが、隆良とルリが腕うでを組んでいる辺りを指差す。

「おや？　隆良くんの腕のトコ、変な虫がついていないか？」

「……んあ？　虫ィ？」

「えっ!?　ウ、ウソー!?」

　ルリが悲鳴を上げながら、慌あわてて隆良から離れた──その瞬間！

「すまん──気のせいだった隙すきありィィィ！」

「へっ──おねーっぷ!?」

　目にも止まらぬスピードで隆良を後ろから羽は交がい締じめにし、確保するアリア──！

「ほげえええ!?　なんだ……何が起こってんだ一体!?」

「あーっ……隆良さん、持ってかれちゃったー」

　ぶー、と頬ほおを膨ふくらませるルリに、アリアは弾ける笑顔で応こたえた。

「ふーっ……いやいや、私としたことが、とんだ早とちりだったな。はっはっは☆」

「はっはっは☆　じゃねーよ！　離っ……はなれりょぉ!?（噛かんだ）」

「ふはははは。良いではないか、良いではないか」

　急な拉ら致ちっぷりに戸と惑まどう隆良と、ご機き嫌げんメーターがどんどん上向きになっていく悪代官もといアリア。しかし傍はたから見ていた夜よ侘わびは、何やら文句ありげな様子だった。

「ううっ、アリアお姉さま、ズルイ──にゃうっ!?」

　しかし、夜侘の文句は途と中ちゆうで電撃に遮さえぎられる──電撃を放てる者など、この場には一人しかいないだろう。夜侘の矛ほこ先さきは彼女のほうに向いた──

「ちょっと、魅神っ……！　昨日といい、いい加減にしてっ！　またバチバチって……」

「……アァ？　ナニカシラ？」

「……なんでも……ないでぇす……」

　──が、その矛ほこはあっさりと下ろされる。尋じん常じようでなく不機嫌で、バチバチと電撃を暴走させている魅神から、夜侘は危機感を覚えてそそくさと離れた。

　さて、そんな不機嫌な魅神には気付かず、今やかなり上じよう機き嫌げんとなったアリアが、隆良を羽交い締めにした体勢のまま改めて説明を開始する。

「さて……タマちゃんから得た情報に関してだが、これが結構、重大なことでな……心して聞くのだぞ、皆みんな」

「じゃ、じゃあさ……首筋に危険物が当たって集中できねーから、解放して……」

「とはいえ、それほど難しい話ではない。実は──」

「す、スルー！　いやそんなこったろうと思ったけど、それでも辛つらい！」

　当然のようにスルーされた隆良は置いておき、アリアが重大だという情報を明かす。

「アウトロー達が──どうやら、組織的な行動を始めているらしい」

「──！　アリア、それは……確かなの？　あの子が嘘うそを吐ついてるだけなんじゃ？」

「いや……残念だが、どうやら間違いないようだ。その組織の名は『再世リ・バースデイ』──今の段階でさえ、既すでに結構な規模に達しているのだという」

「けど……だって、そんな」

「……？　おいおい、なんだよ。アウトローが『組織』を作ったとか、それってそんな大層な話なのか？」

　ほとんどアリアを背負っているような状態の隆良が尋たずねると、魅神が呆あきれ声で答えた。

「何言ってるのよ……バカなんだから。あのね、私達がチームを組んでることだって、周りからどういう風に思われてるのかは知ってるでしょ？」

「は？　どうって……あ、ああ！」

　そう言われて、なるほど、と隆良が理解する。ストレンジャー同士というのは、基本的には反発しあうモノ──よほど相あい性しようの良い人間ならコンビなどを組むことくらいはあるが、チームを組み多人数で行動する例など、隆良達を除いて今まで無かった。

　だからこそ、隆良達は色々な意味で一目置かれている──が、しかし今、アウトローまで組織立って行動しているというではないか。これにはアリアも、冗じよう談だん抜ぬきで真しん剣けんな表情を崩くずさない（隆良に背負われたような状態のままだが）。

「しかも、基本的には自分勝手なアウトローが、というのがポイントだ。タマちゃんは組織の末まつ端たんだったようで、『再世』のリーダーはどんな能力の持ち主か、どんな姿形かまでは分からないが、とにかく非常に強力な『異能』の持ち主なのは確からしい。恐らく、その強大な力でアウトロー達を従えているのだろう。そしてこれからも、勢力は徐々に拡大していくはずだ。ゆえに、事態は思ったより切せつ迫ぱくしているのだよ」

「……ふーん、それにしてもアリア、事態が切迫してるって割には、随ずい分ぶんと落ち着いてんだな？　なんか、完全に想定の範はん囲い内だった、って感じだぜ」

「むっ……ふむ、ゲルが神経に詰つまっているせいで鈍どん感かんな割に、やはり時々鋭するどいところがあるのだな、隆良くんは」

「おぉ～っとぉ～、さりげなく傷つけてくるねェ～。やっるぅ～」

　思わず涙なみだもちょちょ切れそうな隆良に、まだまだ抱だきついているアリアが軽く笑う。

「はっはっは、まあ、私が落ち着いているように見えるとしたら、それは隆良くん達を信用しているからではないかな。チームとしてはまだまだ未熟だが、キミ達はきっと、これから大成する──私は、そう信じているよ。なあ、皆──」

　と、隆良達に振ふろうとした言葉が不意に止まり──アリアの口から疑問が漏れる。

「……皆、というか……沙凪ちゃんは、随分と遅おそいな？」

　この場にいない一人の名を挙げて、不安そうな表情をするアリア。

「むう……何度もメールを送ってはいるが、返信はないし……どうしたというのだ？」

「……アウトロー、組織……タマちゃん……まさか、沙凪……いや、そんな……」

「？　どうした、隆良くん。何をブツブツ言っているのだ？」

「あ、いや……まさか、そんなはずは無いと思うんだけどよ……あのな？」

　隆良が口元に手を当てながら、己おのれの憶おく測そくを打ち明ける。

「俺達が件くだんの『タマちゃん』を捕つかまえたことが、今言ってたアウトローの『組織』にも知られてるとして……だとしたら、『再世』は俺らに報復を考えるんじゃねーか、って……」

「……!?　まさか……沙凪ちゃんが、ヤツらに!?」

　その推測に行き着いたアリアがようやく隆良を解放しつつ、にわかに慌て始める。

「いや……その可能性は決して低くない！　くそっ、なぜ私はこんなことに気付かなかった！　甘すぎた……最低でも、二人一組で行動するべきだったではないかっ！」

「お、落ち着いて、アリアお姉さまっ……まだ、そうと決まったわけじゃっ！」

「沙凪ちゃんが危険に晒さらされているかもしれないのだ、これが落ち着いて──むっ!?」

　夜侘に宥なだめられたアリアが、不意に自身の携けい帯たいへ目を向ける──取り出した携帯の液えき晶しようには、沙凪からのメールであることが示されていた。

　ごくり、生なま唾つばを飲み込んだ隆良が、アリアに注意を促うながす。

「沙凪を連れ去ったヤツらが送ってきたのかもしれねー……どんな内容だとしても、冷静でいろよ、アリア……！」

「わ、分かっているっ……開くぞっ」

　もはや連れ去られている前提で考えているアリアが、緊きん張ちようしながらメールを開く──と、その表情は瞬しゆん時じに驚きよう愕がくで彩いろどられた。

「────!?　ま、まさか、そんなっ……!?」

「!?　アリア、どうしたっ……なんだ!?　ヤツらは何て送ってきたんだ!?」

「…………」

　携帯の液晶を見ていたアリアが、沈ちん痛つうな面おも持もちで目を伏ふせた後──ぼそりと呟つぶやく。

「……『迷ってましたの』……だ、そうだ」

「…………」

「あ……黒服からも『警察に補導されそうになってたところを保護しました』と、続けてメールが……なるほど、それでメールを返せなかったのかー……ははは……」

「……………………」

　……まあそもそも、アウトローの組織に狙ねらわれたとかいう話は、隆良の憶測（というか妄もう想そう）が発ほつ端たんだ。しかし、そうは言っても──アリアでさえ微び妙みような表情は隠かくせなかった。

「……あー、沙凪ちゃんは、そのまま学校へ黒服に送らせるから……キミ達も早く登校してきなさい。あ、夜侘ちゃんはここからだと、学校までちょっと遠いし、今や一人になるのも心配だから……念のため黒服に送ってもらうといい」

「は、はい……うう、隆良もアリアお姉さまも沙凪ちゃんも、人ひと騒さわがせだよぅ……」

　一気に疲つかれた様子で夜侘が去っていくと、隆良も魅神に声を掛かける。

「……そんじゃ、行くか。学校はここから近いし、俺らは歩いて行こうぜ」

「え？　あ、そ、そうねっ……まあ、そうしてあげるわよっ」

「いや、そうしてあげるって何だっつーの。恩に着せられるような話じゃねーぞコレ」

「こ、細かいことツッコんでんじゃないわよっ！　もうっ、置いてくわよ!?」

「あ、おいおい……はぁ～、ったく、何なんだホント……」

　魅神が先を歩き始めると、先ほどの一件で完全に肩かた透すかしを食らった隆良が、トボトボとついていった──その時、去り行く隆良の背に、飛んでくるルリの声。

「隆良さーんっ、また後でーっ♪」

「ん？　お、おー……おっ!?」

　返事しようとした隆良の手を──魅神がいきなり、強ごう引いんに引っ張った。

「お、おい……何なんだよ、急に？」

「う、うるさいわねっ……遅ち刻こくしないようによっ！　か、勘かん違ちがいしないでよね!?」

「いや、勘違いってナニ……あばばば!?　いや、ちょ、待て魅神！　お前、電でん撃げき漏もれてる！　ビリビリきちゃってるよぉぉぉ!?」

「う、うるさいって言ってるでしょっ……浮うかれてないで、黙だまって歩きなさいよねっ！」

「聞いてぇぇぇ!?　頼たのむから聞いて!?　漏れ出てる電撃を止めてェェェ!?」

　悲痛な叫さけび声を上げる隆良──には気付かず、魅神が振り返ってルリを見み据すえる。

「……ふんっ！」

「！　むむぅっ……」

　思い切りそっぽを向く魅神に、ルリも珍めずらしく表情をしかめた。そんなルリに、アリアが横から語りかける。

「ルリちゃん、キミも一人だと心配だし、良かったら私が車で送っていくぞ？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶですー。ルリの学校、ここから近いですし、歩いていけますっ♪」

「む、そうか……少し残念だな」

　言葉通り残念そうに口を尖とがらせるアリア。さりげなく『あの世を覗ける運転オーバードライブ』を回かい避ひしたルリは、自身の運に気付くことなく小さく呟いた。

「むーん……あ、そーだ、放課後……」

「ん？　ルリちゃん、何か言ったか？」

「にひひっ……なんでもないですよーっ♪」

　何やら企たくらんでいるようだが、ルリの不ふ穏おんな笑えみはアリアからだと見えなかったようだ。







「ふっ……『ささやかなる戦士の休息ブレイク・タイム』」

　教室の自席に格好つけながら座っていた隆良が、何やら意味不明なことを呟くと、隣となりの席の魅神が呆れ顔で横よこ槍やりを入れてくる。

「何を意味の分かんないこと言ってるのよ……アンタ、白い眼めで見られてるわよ」

「ふっ……おちおち息いき抜ぬきも出来ないって？　ヒーローは注目を集めすぎて辛いぜ……」

「……はあ、相変わらずバカなんだから。ていうか、そんなに休きゆう憩けいが必要なほど、何に疲れてるっていうのよ。バカ隆良のくせに」

「……疲れる一因が言うなって感じだけど……まあ、そりゃあ……はぁ～～～」

　深いため息を吐ついた隆良が、素す直なおな心情を吐と露ろし始める。

「いやー……まあ、ルリのヤツのことだよ」

「！　え、な、なによ……あの子が、どうかしたっていうの？」

「いやな、さすがにベタベタして来すぎで、疲れるっつーの。やめろっつっても、お構いなしにグイグイ来るし……」

「……そ、そんなこと言って、鼻の下伸のばしまくってるくせにっ」

「は、はぁ!?　べ、別に伸ばしてねーし！　かっ……勘違いしないでよねぇぇぇ!?」

「……ふ、ふーん、そうなんだ……」

　隆良の否定の言葉は、誰だれかさんのごとく微妙に素直でない気もするが──しかし魅神はそれには気付かず、両手で頬ほお杖づえをついて足をパタパタとさせていた。

「ふーん、ふーん……ふーん」

「？　何だよ……なんかお前、微妙に機き嫌げん良くなってね？」

「！　な、何言ってんのよっ……自うぬ惚ぼれてんじゃないわよ、バカ隆良っ！」

「は？　自惚れるって、またワケの分から……理り不ふ尽じんすぎるあばばば!?」

　確かに理不尽すぎる電撃を浴びた隆良が、さすがに怒いかりながら立ち上がる。

「こ、この電動ミカンっ……いい加減にしろよ！　ところ構わず、しかも意味不明に電撃喰くらわせてくんじゃねーよ！　お前、俺を殺してーのか!?」

「ふ、ふんっ、変なことばっかり言って……別に機嫌良くなんてなってないからっ！」

「うわああ最近めっきり話通じねぇ！　その話題、大分前に終わってると思うッスよ!?　なんなんだよモウ、怖こわいわ、この感じ！」

　身み悶もだえして喚わめく隆良。と、そんな彼の頬ほおを、ヒュンッ、と横切る影かげが一つ──直後に、ズガッ、と隆良の背後で何かが突き刺ささるような音。

「……へっ？」

　振り向いた隆良が確かく認にんすると──教室の後ろにある掲けい示じ板ばんには、突き刺さったチョークが。それを放った主は、教きよう卓たくの前にいる隆良達の担任──切きれ安やす理り香かだった。

「うふふ、下しも野の根ねくん、雷轟さん、騒さわいじゃダメですよー？　あなた達、どうも忘れてるっぽいから言いますけどぉ──今、授業中なんだよ……削そぎ落とすぞボケがっ……！」

　キレる二十代女教師の尋じん常じようでない威い圧あつに、隆良が兵隊のごとく敬礼しつつ応こたえる。

「ウィッス、すんませんっした、理香ちゃん先生！」

「……あの人、実は二重人格のストレンジャーとかなんじゃないかしら……」

　魅神の有り得そうなツッコミは、幸いキレる女教師には聞こえていなかったようだ。







　放課後を迎むかえ、下校しようとする隆良──その日の授業を終えた解放感を満まん喫きつするように、深呼吸しつつ大きく伸びをする。

「はぁ～～～っ……つっても、これからまた仕事……いや、任務か。やれやれ、ヒーローは多た忙ぼうで仕方ないぜ」

「はあ……バカ言ってないで、さっさと行くわよ」

「おお、分かってるっつーの」

　靴くつを履はき、校門へと歩いていく隆良と魅神──そんな二人を眺ながめる、怪あやしい影が一つ。

「ようやく見つけたわ……くふ、くふふっ……」

　やや特とく徴ちよう的な笑い方をする少女──彼女はＣランクストレンジャーで、この高校の二年生で隆良達の先せん輩ぱいにあたる（がそうは見えない）久く遠どう郁ふみだ。何やら隆良を見て笑みを浮かべる彼女に、取り巻きと思おぼしき二人の男子、明あき久ひさと悠ゆうが語りかける。

「ふ、郁ちゃんよぉ……どうしたんだよ、一体？」

「この前から、なんだかずっとおかしいよ……ねえ、郁ちゃん？」

　普ふ段だんの活発さが窺うかがえないほど心配している明久と、割と普段通り弱気に尋たずねる悠。そんな二人に、郁は呆あきれながら首を横に振ふって答える。

「はーっ……あなた達ねぇ、まさかあの方のこと、忘れたわけじゃないでしょ？」

「あの方って……ああ、この前、なんかエグいゲルを出しながら俺らを助けてくれた……」

「そうよ、明久！　あの時、暴漢からあたしを救ってくれた、ゲルの王子様よっ！」

　郁の言う『あの時』というのは、隆良達が『ゴリラさんとカエルさん』という二人のアウトローと交戦した時のことだ。ちなみに実のところ隆良は、郁のことを結構忘れてしまっているのだが、当然ながら郁がそれに気付くはずもない。

　そんな郁は、何やら熱に浮かされたかのように恍こう惚こつとして、隆良を眺め続けている。

「あたし、運命を感じたわ……ああっ、この熱い想おもい、もう抑おさえきれないっ……！　ゲルの王子様、この眠ねむり姫ひめに今すぐキスしてぇぇぇ！　くふふっ……」

「「…………」」

　ちなみにその時に絡からまれていたのは明久と悠だった気もするが、本人達としても改変できるならしたい過去だったので、そこはあえて言げん及きゆうしなかったようだ。

　そんなことよりも──郁は一体、そのゲルの王子様とやらに何をしようとしているのか、悠がおずおずと尋ねた。

「あ、あの、郁ちゃん……それで、あの人にお礼でも言いに行こうと……？」

「ふぅ……バカねぇ。イマドキそんなインパクトに欠けるコトしたって、ラブコメじゃモブキャラ程度にしかなれないのよ！　いいかしら──これを見なさいっ！」

「えっ……そ、それは──!?」

　郁がどこからともなく取り出したのは、一枚のトースト───！　彼女はそれを……

「……はむっ！」

　その小さな口でくわえ、堂々たる仁に王おう立だちを決めてみせた──！

　運命の出会いに興ずる気満々のそのスタイルは、もはや王道にして鉄板。しかも塗ぬってあるジャムはオレンジでもブルーベリーでもなく、甘酸っぱいイチゴジャムというところがミソ──その真っ赤な彩いろどりが、どことなく情熱的な恋こいの予感を運んできそうな仕上がりとなっております（シェフ風）。

　もはやバトルスタイルと呼んで過言でないその姿に、悠も思わず戦せん慄りつする。

「──今、放課後だよ!?　それ登校時にのみ許されたスタイルっていうか……こんな時間にやったら、お昼ご飯を食べそびれた子がなんか急いでるわ、ってなっちゃうよ!?」

「つか……あんなゲル野や郎ろうのどこがいいんだよ!?　郁ちゃーん!?」

　そんな明久の問いかけに、しかし郁は、もはや振り返りもしなかった。

「……ふっ、あなた達には、分からないでしょうね」

「えっ……ま、まあ、全くこれっぽっちも分からねーけど……」

「でしょうね……かく言うあたしも、よく分からないわ」

「郁ちゃんも分かってねーの!?　もう止やめようぜ、なんか間違ってんよ、それ!?」

「でもね、昔からこう言うのよ──恋は理り屈くつじゃないってね！　いざ……出しゆつ陣じん！」

「「ちょ……ふ、郁ちゃーん!?」」

　パンをくわえたままでなかなか器用に喋しやべっていた郁が走り出すと、明久と悠も彼女の名を呼びながら遅おくれて駆かけ出す。

「くっ……さ、させねぇ！　俺が先に郁ちゃんとぶつかれば、俺と郁ちゃんとの間で運命の出会い成立だぜぇ！　うおおお！」

「！　そ、それなら僕だって……負けないよっ！」

　とっくの昔に出会いを終えているはずの明久と悠が、何やら自分ルールをおっ立てて郁に追いすがる。とっくの昔に出会いを終えているのは、厳密に言えば隆良と郁も同じだが。

　さて、パンをくわえて遠くから迫せまってくる郁に──まず気付いたのは魅神だった。

「？　あの人、前にどこかで──」

「────！」

「へ──？　ちょ、ちょっとバカ隆良、どこ行くのよ!?」

　隆良は郁を視認したその瞬しゆん間かん──彼女に向けて、既すでに駆け出していた。

「「!?　は──早い!?」」

　もはや脊せき髄ずい反射でしか成し得ないその反応速度に、驚おどろきを隠かくせない明久と悠。

　なぜ、隆良にそのような反応が可能だったのか──そもそもなぜ、隆良が郁に向かって走っていっているのか──その動機は、というと──

　──隆良は実のところ、郁のことを見ているわけではなく……いや、ヒドい話ではあるが、彼女のことを覚えてさえいない。とにかく正確に言うと、パンをくわえて走っている女の子というシチュエーションだけを見ているのだ。

　リアルと切り離はなされたような、奇き跡せきのシチュエーション。それを目まの当たりにし、恒こう常じよう的妄もう想そう男・下野根隆良の取る行動は、現状でこれしかなかったとも言える。

（非日常。出会う。運命。俺。走る）

　なぜか片言の思考で、ただただそのシチュエーションを手にするために、郁へとぶつかりに行く隆良──明久と悠にしてみれば、焦あせりを隠せないのは当然。

（くっ……誤算ッ！　圧あつ倒とう的な誤算ッ……！）

　二人が思い描えがいていた計算──郁がいくらストレンジャーとはいえ、その身体能力はあくまで普ふ通つうの女の子。であれば、男の足にはそうそう敵かなうべくもない。

　だからこそ郁が隆良とぶつかるまでに、追いすがっている状じよう況きようといっても、自分達のほうが先に衝しよう突とつできる自信はあった。しかし今、なぜか隆良のほうからも、郁に向かってきているではないか──しかしこの計けい算さん違ちがいに直面して、二人はまだ諦あきらめていない。

「「届けっ……届けぇぇぇっ！」」

　郁に追いすがる、明久と悠──！

「ゲルの王子様っ……受け止めてぇぇぇ!?」

　パンをくわえてタックルをかましに行こうとする郁──！

「シチュ……エェェ……ショオォォォン……！　ウゴォォォォ！」

　もはやヒトという概がい念ねんをかなぐり捨て、シチュエーションの鬼おにと化している隆良──！

「え、何これ、何がどうなってるの？」

　意味が分からず、全くついていけない魅神──！

　四すくみ（分かっていない魅神を巻き込みつつ）の戦せん況きよう、一体、どの勢力に軍配が上がるというのか──その答えは、すぐに出た。

「「ううっ……届か、ないっ……！」」

　明久と悠、一歩──いや、数歩足りず──伸ばした手は、むなしく空を切るばかり。

「え、バカ隆良、ぶつかっちゃったら危ないわよ？」

　魅神が述べる普通の意見は、今の隆良と郁を止める力を持たない。

「オオオッ……その首、取ったァァァ！」

「くふふっ……勝ったわ……あたしの勝ちよぉぉぉ！」

　ついに、運命の出会い（ねつ造）を果たす二人──！

　──と、思われたその瞬間。

「たーかーらさんっ♪」

「「────!?」」

　二人の間に第五勢力が割り込む──その介かい入にゆうに、隆良と郁も思わずブレーキをかけた。

　介入者は──葛くず代しろ瑠る璃り花か、そう、ルリだ──！

「お、おお……ど、どうしたよお前、学校違うのに？」

　ルリの唐とう突とつな出現で、失った理性を取り戻もどした隆良──途と中ちゆうで立ち止まってしまった郁は、パンをくわえたままで何か喋ろうとする。

「あ、えう……げ、ゲルの王子様……」

「あーっ、隆良さん、またお前なんてぇ～……ルリって呼んでくださいってばぁ♪」

「え、いや、おお……ル、ルリ？」

「…………」

　気付かれないまま、郁が徐じよ々じよにフェードアウトしているような気がする。

　もはや出会い系パンくわえ少女にはお構いなしで、隆良はルリと話し込んでいた。

「ていうか、学校違うのにどうしたんだって。ウチの学校に用事でもあんの？」

「違いますよー。ルリ、隆良さんに会いたかっただけですっ♪」

「……へ!?　お、俺にって……なら別にこんなトコまで来なくても、いつもの、ほれ……組織の研究室に行ったら、イヤでも会うことになるじゃねーか？」

「もぉ……言わせないでくださいよー。一秒でも早く会いたかった、ってことですっ♪」

「は、はぁ……そりゃまた、なんで」

　神経にゲルでも詰つまっているかのごとく、いつもの鈍どん感かん発言を繰くり出そうとした、その時──隆良とルリの間に、急に機き嫌げんの悪くなった魅神が割って入る。

「……ちょっと、いい加減にしなさいよね。バカ隆良だって、迷めい惑わくしてるでしょ」

「ええっ、『雷らい神じん』さん、ヒドーい……何でそんなコト言うんですかー？」

「ふんっ、事実だからよ。バカ隆良だってアンタのこと、疲つかれるって言ってたわよ」

「……ふぇっ!?　そ、そうなんですか……？　隆良さんっ!?」

「ほら、ちゃんと言ってあげなさいよ。バカ隆……ちょっと？」

「…………」

　魅神が呼びかけるも、隆良は二人のほうは見ておらず──現れたルリにざわめき立っている、周囲の生徒達を眺めていた。

「お、おい……あれって人気アイドルの、『キュアキュア☆ルリ～ナ』じゃねーの!?」

「ま、マジでっ……!?　この辺の学校に通ってるって噂うわさだったけど、本物!?」

「やっべー……実物マジ可愛かわいいじゃん！　こ、声とか掛かけていいのかな……？」

　有名人であるルリは、やはり注目の的になるようだった。しかしざわめく周囲には気にも留めない魅神が、どこか上の空な隆良の服を引っ張り、何度も呼ばわる。

「ねえ、ちょっとっ……聞いてるの!?　ねぇってば！」

「……ふうっ」

「あっ、隆良──」

　隆良がようやく反応を見せたことで、一瞬安心した表情を浮うかべる魅神──が、隆良はそのままルリのほうへ、何やら斜しやに構えたポーズを取りながら話しかけた。

「ふっ……この世紀のストレンジャーたる俺様に、一秒でも早く会いたかったって……？　気持ちは分かるが、全く、困った子こ猫ねこちゃんだぜ……」

「!?　ちょっ……バカ隆良!?」

　妙みようなことを言い出した隆良に、魅神も戸と惑まどいを隠せない。しかし隆良の妙な発言を受けたルリは、首を傾かしげながらも対応していた。

「？　子猫ちゃん？　ルリ、子猫ちゃんなんですかー？」

「そうさっ……とんだ子猫ちゃんだぜ、ルリ……いや、『キュアキュア☆ルリ～ナ』は」

「はー……えっとー……にゃー♪　みたいなっ♪」

　手で猫耳の形を作ってカワイコぶるルリ──大人気アイドルとそんなやり取りを繰り広げている隆良に、周囲で遠巻きに眺ながめている生徒達が妬ねたみの声を上げる。

「な、なんなんだあのヤロー、チクショォォォ……！　俺のルリ～ナにぃぃぃ……！」

「……あ、アイツ、変人って有名の、一年の下野根じゃねぇ……？　なんであんなヤツが、あのルリ～ナと……」

「そういや、アイツって政府のストレンジャーとかって噂が……も、もしかしてアイツ、スゲーヤツなのか……？　全然まったくこれっぽっちも、そうは見えねーけど……」

　周囲から囁ささやかれ、ある者には指差され──この一帯の注目を完全に集めていた隆良は、ニヤけ顔を必死に隠しつつ呟つぶやいた。

「ふっ……ヒーローたる者、一いつ般ぱんピーポーから注目を集めてしまうのも必定……少しばかり煩わずらわしいが、これも仕事みたいなモンだと割り切るさ……」

「あはは、隆良さん、何言ってるのか分かんなーい。おもしろーい♪」

「はっはっは……そうさ、俺は何を言ってるのか分からないことに定評があるからな……そりゃあ面おも白しろいこと請うけ合いだろうさ。はっはっは」

　自分でもそろそろ意味が分からなくなっているのでは、と思えてしまうが、しかし格好つけ続けている隆良は何やら幸せそうだ。

　が、しかし──そうして仲なか睦むつまじげにする二人に、魅神の怒いかりが文字通り迸ほとばしる。

「……何が『疲れる』よ……結局、鼻の下伸のばしまくってんじゃないっ……！」

「！　うひゃぁっ、に、逃にっげろーっ」

　ピューッ、と早足で隆良から離れていくルリ──いまだ恍こう惚こつに浸ひたっているアホの子は、魅神の怒りになど気付かず笑い続けている。

「はっはっは……ん？　ルリ、どこ行った？　あれ……は、はおっ!?　な、なんでいきなり電でん撃げきがっ……おい、魅神!?」

「バカ隆良なんてっ……この際、幾いく度どとなく死んじゃえばいいんだぁぁぁっ！」

「え、ちょ、なっ……あーばばばばば!?」

　大出力の電撃を喰くらい、あばばと叫さけんで倒たおれる隆良──その瞬間、遠巻きに眺めていた生徒達が蜘く蛛もの子を散らすように逃げ始めた。

「ひぃぃぃ!?　か、雷かみなりが落ちたぞぉぉぉ!?」

「こんなイイ天気なのにっ……!?　マジこえぇぇぇ！」

「にっ……逃げろぉぉぉい!?」

　一気に閑かん散さんとする校門前──隆良に電撃を叩たたきつけた魅神が、少しばかり荒あらい息を吐はきながら、倒れる彼の首根っこを引ひっ掴つかんで歩き出す。

「はぁ、はぁっ……いい加減、自重しなさいよね、このバカッ……さっさと行くわよ！」

「────」

　もはや返事も出来ず、引きずられていくしかない隆良──そんな彼らの後を、ルリがこっそりとついていく。

「ひゃー……こわこわ。『雷神』さんは、あんまり怒おこらせないほうがいいのカナー……」

　軽く身み震ぶるいして呟くも、その表情はどこか遊んでいるように楽しげだった。

　とにかくそうして、その場には誰だれもいなくなった──と、思いきや。

「くふぅ……けほっ」

　実は、ずっと……そう、本当にずっと、郁はその場で立ち尽つくしていた。完全に放置され、しかし電撃だけはしっかり巻き添ぞえになっていた郁を──悠が取り乱して心配する。

「ふ、郁ちゃん……大だい丈じよう夫ぶ!?　け、怪け我がはっ……」

「……もぐもぐ」

「ふ、郁ちゃん!?　パン食べちゃってるよ、郁ちゃん!?」

「パン、おいしいです……ううっ、もぐもぐ……ふみぃ……」

「し、しかもこんがり焼けちゃってて香こうばしいっ……！　もう見てられないよっ！　帰ろう!?　今日はもう帰って、ゆっくり休もう!?」

　哀あい愁しゆう漂ただよう郁と悠に、明久が涙なみだ目めで背を向けて──

「チックショォ……神様がいるのなら、残ざん酷こくすぎるぜ……！　郁ちゃんがあのゲル野や郎ろうなんかとくっつかなかったのは良しとして、それにしてもあんまりな仕打ちだぜ……！」

　沈しずみゆく夕陽と向き合い、赤く染まる地平線に男泣きを浮かべたのだった。







　それから数時間後──研究室の一室にて。

「──バカ隆良っ……もう、知らないんだからっ！」

　魅神が怒りの声を上げながら、部屋を飛び出して行く。バカ隆良となじられた彼は、ぶっ倒れた体勢でそれを見送っていた。

「な、なんなんだマジでっ……一体っ……」

　訳が分からないというように呻うめいた隆良の顔を、ルリが心配そうに覗のぞき込む。

「た、隆良さんー……大丈夫ですかっ？」

「お、おお……まあ、いつものコトっちゃ、いつものコトだし……」

「はぁー……良かったぁ♪」

「ふおおっ!?　お、おい、事あるごとに、いちいち引っ付くなっての！」

　その言葉通り、ルリは研究所にいる間中、何かあるたびに隆良へと引っ付いていこうとした。魅神の苛いら立だちの原因は明白なのだが……鈍感ゲル男、ここでその真価を発揮する。

「にしても魅神のヤツ、何をあんなイライラしてんだ？　なあ……夜侘、分かるか？」

「『沈黙せよ愚鈍はなしかけんにやー』」

「いやナニ言って熱ぅぅぅ!?　おまっ、いきなり人の鼻を炙あぶるのはやめろぉぉぉ！」

「知らないもんっ……隆良が悪いんだもんっ……隆良の、ばかぁっ！」

「え、ちょっ……よ、夜侘ー!?」

　どうやら、機嫌を損そこねているのは魅神だけではないらしい。涙目になった夜侘が魅神の時のように、そのままの勢いで部屋を飛び出して行く。

「よ、夜侘まで……なんなんだ、本当に……」

「……わたくしも、失礼いたしますの」

「!?　さ、沙凪、お前もかよっ……!?」

「……隆良様、わたくし、悲しいですの……」
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　そう言って物もの憂うげに眉まゆ根ねをひそめた沙凪が、扉とびらの前で隆良を責めるように声を上げる。

「隆良様……最近わたくしに、ゲルをぶっかけてくれませんの！　わたくしっ……寂さびしくて仕方ないですのっ！」

「お前だけなんか趣おもむきが違ーう!?　なんでお前、そんなに俺のゲルが好きなの!?」

「ううっ……隆良様の、ばかーっ！　でーすのぉー！」

「うおお、納なつ得とくできねぇぇぇ！　お前にバカとか言われたくねぇよぉぉぉ!?」

　出て行く沙凪にツッコむ隆良だが、聞いていたルリは何やら頬ほおを赤らめていた。

「げ、ゲルをぶっかけてって……さ、沙凪ちゃん、だいたーん……」

　まだ隆良の『異能』を直じかに見たことが無いルリは、少しばかり誤解──いや、誤解とばかり言えない気もしてきた。まあそれはともかくルリは何とか気を取り直し、二人きりになった隆良へと語りかける。

「ま、まあまあ、隆良さんー……皆みんなにだって、たまには機嫌の悪い時もありますよ。女の子の心って、色々と複雑なんですからっ♪」

「くっ……つーか、なんかお前が原因のような気もしてきたんだけど……」

「えーっ、それ気のせいですよー。隆良さん、ひどーいっ」

　身み振ぶりを交えて喋しやべるルリの表情が──次の瞬しゆん間かん、不意に曇くもった。

「でも……もしかしたら本当に、ルリのせいかもしれないですねー……ルリ、今まであんまりお友達とかいたことなかったから、空気とか読めてないのかも、っていうかー……」

「へ？　そうなのか？　超ちよう積極的だし、そうでなくともアイドルなら、友達とか向こうから寄って来そうなのに」

「うー、それよく言われますけど、そんなことないですよー。ルリ、なんだかんだストレンジャーですし、アイドルなんて仕事もしてましたしー……」

「ああ、なるほ……ん？　アイドルの仕事『してた』って……なんで過去形？」

「あれ？　アリアさんから聞いてませんか？」

「へ？　いや……何を？」

　首を捻ひねって尋たずねる隆良に、ルリはあっけらかんと答えた。

「ルリ、隆良さんのチームに入りたかったから、アイドルは引退してきたんですよー」

「ああ、そうなのかー。……って、えええ!?　マジに!?」

「マジですマジですー。だからこの前、隆良さん達がルリを迎むかえに来てくれた日が、ルリのラストコンサートだったんですよー？」

「そ、そうだったのか……？　いやでも、それって……」

　結構、大変なことなのでは──と言いかけた隆良に、ルリは笑って答えた。

「どっちのお仕事も大変で、両立は無理だったから……こっちのお仕事に集中するために、パパーッと決めちゃったんですよっ♪」

「パパーッと、って……お前、未練とか無かったのかよ？」

「んー、そうですねー……アイドルのお仕事も嫌きらいってワケじゃなかったんですけど、ルリ、どうしても隆良さんのチームに入りたかったからぁ……ていうか、隆良さんのこと、噂うわさで聞いてからずっと気になっててぇ……きゃっ、恥はずかしーっ♪」

「……チームに入りたかったのって、もしかして……寂しかったから、とかか？」

「──へっ!?　あ、えと……あれ？　ルリ、結構分かりやすくアプローチかけたつもりなんだけど……ナー？」

「へ？　俺、なんか見けん当とう違ちがいのこと言った？　寂しかったとかじゃねーの？　……ウチのヤツらとか、基本的にそんなんばっかだし、そうかと思ったんだけども……」

「あ、いやー、えっとー…………あ、あれ？」

　思惑おもわくが外れた風ふ情ぜいのルリが──続けて何やら、戸惑うような素そ振ぶりを見せる。

「あ……え、えっと、ルリ……さ、寂しかったの、カナ？」

「いや、俺に言われても知らないっての。だから聞いてんじゃん」

「うー……隆良さん、鈍どん感かんな癖くせに、変なトコで核かく心しん突ついてくるぅー……ルリ、自分が寂しかったのかもとか、初めて思っちゃいましたよっ!?」

「は!?　い、いや、意味分からんつーの！　じゃあ何でうちのチームに来たんだよ！」

「う、うーっ……ヤダ、なんかコレ……なんかコレ、あぁ、もぉ……は、恥ずかしい～！　か、顔が熱いよぅ、見ないで隆良さんー！」

「うおお、聞いてねー！　コイツも魅神達と同じ人種だったァー!?」

　赤らんだ顔を机に伏ふせて隠かくそうとするルリに、隆良も妙みような煩はん悶もんを見せる。と、その時、隆良の携けい帯たいにメールが入った。

「お、おお？　アリアからだ……んあ？　今日はもう遅おそいから、解散するように？」

　メールの着信日時を確かく認にんしてみると、夜もかなり更ふけていたことに初めて気付く。

「うおっ、いつの間に……なんかずっと研究室にいると、時間が経たってても気付かねーな。つか、解散っていっても、既すでにほとんどいねーんだけど……まあ、俺らも帰るか？」

「！　は、はーいっ……る、ルリ、もうちょっとこうしてますからっ……」

「お、おお……何でいまだに突つっ伏ぷしてんのか知らんけど、ほどほどにな……？」

　ずっと突っ伏しているルリに怪け訝げんな表情をしつつ、隆良が出て行こうとする──その前に、もう一度だけ声を掛かける。

「あのよー、ルリ。まあその……なんつーかな？」

「……？　は、はい、なんですかー？」

「……ウチのチームにいりゃ、寂しいなんて思う暇ひま、無くなると思うぜ。安心しろよ」

「！　あ、あうあう……」

「へへっ、なんつっても、変なヤツばっかだからな！　俺もほとほと手を焼いてんよ」

　変なヤツの代表がそんなことを言うと──ルリが顔を伏せたまま、何やら叫ぶ。

「べっ……別にルリ、寂しくなんてないんだからねっ！　勘かん違ちがいしないでよねーっ!?」

「つ、突っ伏した体勢でツンデレってきたぁぁぁ!?　机を介かいして声が変な感じに反はん響きようしとる！　何この状じよう況きよう!?」

「……え、えへへ、隆良さん、ありがとー……ま、また明日あしたですー」

「お、おお……そ、そんじゃあな」

　どうも先さき程ほどの場当たり的なツンデレは、ルリの照れ隠しだったらしい。そんな珍ちん妙みような照れ隠しに軽く失しつ笑しようしながら、隆良は部屋を出て行ったのだった。







　隆良が出て行き──広い部屋で一人になったルリは、いまだに赤らんでいる顔を少しだけ上げ、口元を緩ゆるめながら呟つぶやく。

「……隆良さんって、変だけど面おも白しろいなー。それにちょっと、不思議な人……チームの皆が隆良さんのこと気にしちゃうのも、何だか分かるなー……えへへー♪」

「ふふっ……そうだろう、ルリちゃん」

「!?　び、ビックリしたー……アリアさん、いつの間に？」

　驚おどろくルリに、いつの間にやら後ろにいたアリアが、微笑ほほえみながら語りかける。

「なに、ちょっと前からさ。それにしても、ルリちゃんも隆良くんの妙ちきりんな魅み力りよくにやられてしまったか……さすがだな、彼は」

「え、な、何言ってるんですかー。ルリは最初から、隆良さんはカッコイーなー、って」

「ははは、今さら取り繕つくろう必要はない。腹を割って話そうではないか」

「……あー、ルリのこと、もうバレちゃってます？」

　あちゃー、と身振りしたルリが、そのままアリアと向き合う。

「そうです。ルリは政府上層部の……『眺イめデるイ者ン』さんのスパイですよー。こんなに早くバレちゃうなんて……アリアさんって、スゴいんですねっ」

　あっけらかんと打ち明けたルリに──しかしアリアは、首を横に振ふった。

「おいおい、腹を割って話そう、と言っただろう？　プライバシーの侵しん害がいだと怒おこるかもしれんが、悪いがキミのコトは色々と調べさせてもらったよ。『眺める者』──お父様方に任務を受けるより以前、キミは何者かから連れん絡らくを受けていたらしい、ということもな」

「……アリアさん、ホントにスゴいんですねー。まさかそこまで知られてるなんて、ルリ、思ってもなかったですー」

「ふふっ、褒ほめても何も出ないぞ。さあ……一体、何者から連絡を受けていたのか、教えてもらおうか。その相手によっては、逆にキミの立場が危あやうくなるぞ？　仮にアウトローだとしたら……キミは今すぐ、拘こう束そく対象だ」

「……んー、そうですねー……」

　口元に人差し指を当てたルリが、考え込んだ後、ゆっくりと口を開いた。

「わかりましたっ。ルリ、アウトローなんかの二重スパイだと思われるのはヤですから、先に誤解を解いちゃいますねっ。ルリが接せつ触しよくしていた人は、『眺める者』さんと、一つのパイプを持ってる人で……すっごくカッコイイ『正義の味方』さんなんです！　だからつまり、彼はむしろ政府側なので……アウトローなんかと一いつ緒しよにしないでくださいねー？」

「……ほう、そうか」

　わずかな不ふ審しんを滲にじませたアリアに、ルリがおどけるようにして続ける。

「あ、ルリ、嘘うそなんて吐ついてないですよ？　実は『再世』とかいう名前からして勘違いしてるアウトロー集団のリーダーだったのだー！　とか、そんなオチや裏はないですし」

「……ふむ、それも可能性の一つに入れていたが……キミの言う通りなら安心だな」

　疑ぎ惑わくが完全に晴れた訳ではないが、どうもルリはアウトローを本当に嫌きらっているようだし、アリアはひとまず納なつ得とくすることにした。

「しかし、なるほどな……道理で、と思ったよ。お父様方が私にスパイを送ってくるなど、信じられなかったからな（そんな柔じゆう軟なんなマネが出来るワケがないし）。裏で手を引いている者がいるというなら、頷うなずける」

「あはは、そうですねー。『イデイン』さん達はスパイとかより、むしろ『政府所属・美少女ストレンジャー・アイドル化計画』とかいうのを重視してるらしくて、それに託かこつけてルリをチームに紹しよう介かいした、って感じなんですよー。まあ、そのおかげでルリは、こうしてあっさりとチームに潜もぐり込めたって寸法でしてー……って、ちょっと喋りすぎかなー」

「ふむ、ついでに『正義の味方』さんの正体とやらも、喋りすぎてみる気は？」

「あはは、ごめんなさいー。それはちょっと、ルリ的にも困るのでー」

「……口くち封ふうじされてる、ということか？」

　表情を若じやつ干かんしかめたアリアに、ルリも少しだけ考えながら答える。

「うーん……どうカナー？　もしかしたら、その可能性もあるかもですねー。まあ容よう赦しやの無い人ですし、裏切ったりなんてしたら、許してくれないと思うのでー」

「ふん……とんだ『正義の味方』だな、それは。キミの事情はよく分からんが……しかしそんなヤツにつくより、我々のほうへついたらどうだ？　大だい歓かん迎げいだぞ。もちろん、私達が嫌いでなかったら、だが」

「……えへへ、ありがとうございますー。優やさしいんですね、アリアさんって。でもその前に……今度は、アリアさんが疑惑を解く番ですよー？」

「……ああ、キミの言う『正義の味方』とやらが、キミをこのチームへ送りつけてきた理由、というヤツか。……聞かせてもらおう」

「はーい……それじゃ、コホンッ」

　ルリが一つ咳せき払ばらいをした後、いつもの人ひと懐なつっこい笑顔を消し、真しん剣けんな表情を作った。

「アリアさんは約半年前──政府公認ストレンジャー対策課研究室室長に就任してから、政府所属のストレンジャーはチームを組んで行動すべきだと、常々提言してましたよね？　けれど、それは面めん倒どくさがり屋な上層部さんによって、ことごとく却きやつ下かされちゃった」

「はは、面倒くさがり屋などと……お父様達は、慎しん重ちようなだけさ」

「そこでアリアさんは、彼ら上層部の趣しゆ向こうに沿って『政府所属・美少女ストレンジャー・アイドル化計画』なんていうおバカな計画を打だ診しんし、当初の目的である『政府公認ストレンジャーチームの結成』を、半ば強ごう引いんに達成した」

「……偶ぐう然ぜんさ。たまたまその時は、互たがいの意向に沿う内容だっただけで」

　言い繕うアリアだが、しかしルリは納得などまるでしていない。ポニーテールにしている長髪の先を、人差し指でくるくると弄いじりながら、続けて疑問を口にする。

「それにしてはアリアさん、あまりに労力を注ぎ過ぎてるんですよねー……まあ『眺める者』さんは全く気付いてないワケですけど、ルリ達は違うんですー……さてここからが、『眺める者』に口出しして、ルリがこのチームに送り込まれることになった理由の……アリアさんに掛けられている疑惑になりまーっす♪」

　高らかに宣言したルリが、しかし真ま面じ目めな表情は崩くずさず、アリアと真まっ直すぐ向かい合う。

「政府公認ストレンジャー対策課研究室室長、並びに政府公認ストレンジャーチームの責任者、アリア・来くる武む・エリノア・ヴァルターは──」

「……なんだ？」

「政府上層部……『眺める者』にとって脅きよう威いになり得る計画を進めているのでは──と」

「…………」

　アリアが沈ちん黙もくしてしまったのを見て、ルリが勝ち誇ほこったような笑みを浮うかべる。

「もしかして正解、ですか？　えへへ、ダメですよー、疑惑の段階でそこまで黙だまったりしちゃ。あ、でもルリ達はね、別にアリアさんを邪じや魔ましようなんて思ってないんですよ？　『眺める者』さんにはもちろん報告なんてしませんし、ルリ達としては、むしろアリアさんに協力したいくらいで──」

「おい」

「えっ？　……────!?」

　瞬しゆん間かん──自身の、文字通り目の前に突つき付けられていた二本の指に、ルリが絶句する。双そう眸ぼうを的確に捉とらえていたそれが眼前に来るまで、反応さえ出来なかった。スピードがどうというレベルではない──意識の埒らち外がいから、完かん璧ぺきに、絶ぜつ妙みように、有り得ないようなタイミングで──機械のような正確性にて、目め潰つぶしを決められるところだったのだ。

「な、あっ……」

　思わず漏もれ出るルリの声を──アリアが低い声で遮さえぎり、眼光に異様な鋭するどさを湛たたえる。

「気を付けるのだな……あまり不用意に暗くら闇やみを覗のぞき込もうとすれば、よく凝こらしているその目が、二度と光を映せなくなるかもしれんぞ。何かの弾はずみで……な？」

「────!?」

　ただの一睨にらみが、背筋を凍こおりつかせるような殺気を孕はらんでいる──それを放った張本人であるアリアに、しかしルリは口の端はしが震ふるえるのを堪こらえ、不敵な笑みを浮かべて見せた。

「……アリアさん、ルリに危害を加えちゃっていいんですかー……？　ルリに何かあったら、それはアリアさんの陰いん謀ぼうを裏付ける証しよう拠こに──」
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「……ふっ……ははっ、はははっ！」

「！　ど、どうしたんですか、急にー……」

　いきなり笑い出したアリアが、戸と惑まどうルリに対し、そのまま言葉を投げかける。

「そう警けい戒かいするなよ、ルリちゃん……ただの冗じよう談だんさ」

「……じょ、冗談？　なんですか、それー……人が悪いですね、アリアさんってば」

「ははっ、お互い様さ……というかだな、そもそも『眺める者』にとって脅威になり得る計画など、私は考えてもいないのだよ。それは絶対だ。誓ちかおう」

「……んー、分かりました。『眺める者』には、そういう感じに報告しておきますねっ」

「話が早くて助かるよ。まあ実際、それは事実なのだし……ああ、それとな」

　一度言葉を区切ってから、アリアが更さらに付け加える。

「キミ達が私にどう協力しようというのか、そんなことは知らないが……私には必要ない。あまり出しゃばるなと──キミのバックにいる『正義の味方』さんにも、伝えておけ」

「……は、はーい、伝えておきまーすっ」

　先ほど睨まれた名残なごりからか、素す直なおに頷くルリに、アリアは語調を和やわらげて語りかけた。

「……それと、もう一つだけ。ルリちゃん、キミが完全に我々のほうへつくというのなら、さっきも言った通り大歓迎だぞ。私達はきっと、上う手まくやっていけるさ」

「……んー、そうですねっ。考えておきますー」

「隆良くんは、面おも白しろいだろう？　彼と付き合っていると、何だって楽しく思えてしまうぞ。冗じよう談だん抜ぬきで、本気で考えてみなさい」

「んぅっ……そ、それはまあ、確かに……」

『考えておく』と適当な返事をした時と違い、素直に頷くルリ。隆良の妙みような影えい響きよう力りよくを思ったアリアが緊きん迫ぱくした空気を忘れ、つい苦笑する──が、すぐに威い儀ぎを正して締しめ括くくった。

「それじゃ、互いに害をなす訳ではない現状は、このまま維い持じということで……とはいえ、もし不ふ穏おんな動きを見せたら、その時はそれなりの対処をさせてもらうからな」

「……はい、それはもうー。……あははー、アリアさん、怖こわいですよー？　ルリ、そんなことするつもり、全然ないですからねっ？」

「……ははは、そう願っているよ。では──」

「あっ……アリアさん、最後に一つだけ、いいですかー？」

「……なんだ？」

　呼び止められ、小さく振ふり向いたアリアへと──ルリが尋たずねる。

「アリアさんは……本当にストレンジャーじゃ、ないんですか？」

「ああ、残念ながら違うよ。それは断言しよう」

「……言い切りましたねー。あんな脅おどし方されたルリとしては、疑いたいところなんですけどー……そこまで言い切られちゃ、信じるしかないですねー」

「ああ、何せ、これもまた揺ゆるぎない事実なのだからな……もういいか？」

「はいっ。それじゃ、アリアさん、明日あしたからもまた、よろしくですー」

「ああ、ルリちゃん、また明日な──」

　別れ際ぎわに軽く手を振り、部屋を出たアリアは──研究室の廊ろう下かを歩きながら考える。

（……自身を『眺める者』からのスパイ、そして『正義の味方』に従う者と名乗った、葛代瑠璃花……が、しかし彼女は……まだ何か、隠かくしている）

　それは憶おく測そくというよりも、確証に近かった。

（私に疑いをかけ、スパイとして私を探さぐる──そう言う割に彼女は、私には積極的に介かい入にゆうしてこなかった。現に今回だって、私のほうからアクションを起こさなければ、スパイだ計画だ、という話にはならなかったはずだ。つまり私への疑惑など、チームに入るための理由作り──もしくは真の目的を隠すための嘘ブラフでしかない──）

　では、ルリの真の目的とは、一体何なのか。その疑問に関して、実のところアリアは、一つの確信を得ていた。

（決まっている──彼女の目的は、たった一人）

　そう、チームに来てからのルリの行動を鑑かんがみれば、一目瞭りよう然ぜん──必要以上に隆良に近づき、隆良にアプローチをかけ、隆良を追いかける──




　ルリの行動のベクトルは──あまりにも隆良のほうを、向き過ぎている──！




（彼女の目的は私ではなく、隆良くんと接せつ触しよくすること──それで間ま違ちがいないはずだ）

　──が、さすがのアリアでも、推測が行き届くのはそこまでだった。

（……ルリちゃんがなぜ隆良くんに近づくのか、その理由までは分からないな……彼女の言う『正義の味方』さんの指示か？　とはいえ、隆良くんとソイツに何の関係性があるというのか……考えたところで、これも分かるはずはないし）

　疑念ばかりで、イヤになる──と、アリアが大いに溜ため息を吐ついた。

「これもまた、調べておくか……全く、やるべきことは、積み重なっていくばかりだな」

　ぼそりと呟つぶやいたアリアは、そのまま自身の研究室へと足を向けたのだった。








　03　主人公いないトコでガンガン話進んでんぞ……どうなってんだコレ……







　隆たか良ら達は今、彼らが暮らす都市内部で最も大きな図書館にやって来ていた。それ自体は別段不思議なことでもないが、いつもと少しばかり様子の違う光景が一つ。

　隆良に対するルリの態度が、おかしい──いや、おかしいのは前からだが、それに輪をかけて、という意味だ。普ふ通つうにその場でたむろしているだけでも──

「あっ……隆良さーんっ♪」

「ん？　おお、ルリ、どうかし……フォウッ!?」

「えっへへー……何でもないでーすっ♪」

　何でもないと言いながら、隆良に腕うでを絡からめていくルリ。そんな彼女の表情は、どこか熱っぽく赤らんでいた。

「……お、おい、ルリ……なんか急に、いつもと違ちがうくなってね？」

「えっ？　そんなことないですよー。前からこんな感じだったじゃないですかー」

「い、いや……そうじゃなく、雰ふん囲い気きが、っていうか」

「えー、そうですかー？　いっつもこう……ギュー、ってしてたと思うけどナー♪」

「ファアーオッ!?　い、いや、いつもより押し付けてきてるっていうか……!?」

「えっ、何をですか？　ねえねえ隆良さん、何を何をー？」

　この辺りはいつもの確信犯的行こう為いと変わらないが、しかし赤らんだ頬ほおはそのまま──これには隆良も、戸惑うしかない。

「い、意味が分からねー……ていうか、あんまベタベタすんなってーの！」

「ええっ、いいじゃないですかー……寂さびしいこと言わないでくださいよー！」

「……ルリちゃん、ほどほどにしておきなさい」

「！」

　おもむろにアリアに注意されたルリが、ゆっくりとだが素直に隆良から離はなれていく。

「むうー……しょうがないなー。分かりましたよー」

「ふふっ……分かればいい。素直になるのは良いことだ」

　僅わずかに文句ありげなルリに、対するアリアは余よ裕ゆうが窺うかがえる──変化があるといえば、この二人もだ。アリアは少し前まで、ルリに対してここまで余裕を持っていなかった気がする。それどころか、初対面の時は苦手そうにさえ見えたというのに。

「……一体、何があったんだ？　急に……」

　疑問を湛え、アリアとルリを交こう互ごに見る隆良。ルリはともかく、アリアが彼女を見る時の視線は、やはりいつもと違う。

「…………」

　さりげないようでいて、注意深く観察するようなアリアの視線。それこそルリの一挙手一動を、見落とさないようにしているかに見えた。

　よく見なければ気付かない、アリアがルリに注意を払はらう仕草──しかしそれに気付いてしまった隆良は、その理由が気になって仕方なくなる。

（……まさか、あの二人……俺の知らないところで、何か──はっ!?）

　思考を巡めぐらせていた隆良が──早々に思い当たってしまう。

（ま、まさか……そういうことなのか？　アリア!?）

　そう──隆良は二人に何があったのか、謎なぞの超ちよう推理力で察してしまった──！

（百ゆ合りの花、咲さいちゃった──!?）

　察した改め、盛せい大だいな勘かん違ちがいである。しかし勘違いそのままで凝ぎよう視ししてくる隆良の視線に、アリアがふと気が付いた。

「……ん？　隆良くん、どうかしたのか？　そんな熱ねつ烈れつな視線を送ってきて……隆良くんが望むなら、私はいつでもウェルカムだぞ？」

「お、おう、アリア……アレだな、なんだな。まあその、人の趣しゆ味みや嗜し好こうって色々だからさ……俺、別に差別とかしねーし！　あ、安心しろよなっ！」

「!?　隆良くん、何の話をしているのか知らんが……それ絶対に間違えているぞ!?」

　アリアが珍めずらしく慌あわてる──と、『咲き乱れる百合の花疑ぎ惑わく』は置いておき、隆良が周囲を見回しながらアリアへと尋ねた。

「そんで……今日はまた、こんなトコに何の用があるんだよ？　えーと……図書館？　つっても、異常にデカいトコだけどよ……」

　そう、隆良達が今いる図書館は、一いつ般ぱん的なモノと比べれば数倍にも達する大図書館である。出来てからまだ一か月と経たっていないが、蔵書率は他の図書館を既すでに凌りよう駕がしきっていた。本の大森林とでも言うべきか──そんな図書館の一室を借り切ったアリアが、何やらウキウキと弾はずんだ様子で声を上げる。

「んっ……ふふっ、すごかろう？　我らが都市に新設された大型図書館『らぶ・らいぶ・らいぶらりぃ』は！　その名の通り、例え住んだとしても飽あきることは無い規模だぞっ」

「『新都市・総合図書館』って入口に書いてたけど？　何でお前、公共の場にまで勝手にニックネーム付けんの？　その名の通りじゃねーし、そんで聞いた感じ、なぜ平ひら仮が名なだよ」

「しかも、まだまだ完成ではないのだぞ。いずれは世界有数の蔵書率を誇ほこる図書館になるだろう。ここに無い本は、無い、という程ほどにな──まさに知識の宝庫というヤツさっ」

「しかも聞いてねーし……いや、夢中でウキウキしてるトコ悪いんだけどよ、だから、ここに何の用があるんだっつーの。まさか、お勉強でもしにきたってのか？」

「おお、鋭するどいな、隆良くん。ふふっ、それでは用意してくるから、待っていてくれ」

「へ？　用意って……おい、アリア、アリアー!?　……行っちまったよ」

　置いてけぼりにされた隆良が、軽く頭を搔かいたその時──アリアがいなくなったのを見計らうかのように、ルリが飛んでくる。

「たーかーらさんっ♪　何の話してたんですかー？」

「ウェヒィ!?　ちょおっ……ま、またかよ！　せっかく離れたと思ったのに！」

「あーっ、離れたいみたいに言わないでくださいよーっ！　ルリ、傷ついちゃうじゃないですかー！　もぉこうなったら、隆良さんが干ひからびるまで放さないからーっ！」

「怖いこと言わんといてぇぇぇ!?　俺の身がもたないッスよぉぉぉ!?（色んな意味で）」

「だったらルリのこと邪じや険けんになんて──あっ、危なっ」

　再び抱だきついてきたと思ったらすぐ離れていったルリに、隆良が少しホッとする。

「お……？　なんだよ、意外とすんなり離れ──あばばばばばば!?」

　しかしホッとしたのも束つかの間、電でん撃げきでホットになってしまった隆良である。しかしそこは変にタフガイな隆良のこと、すぐさま電撃を放った主へと文句を言いに行く。

「なっ……何しやがんだ、この電動ミッ……カーン……？」

　が、その口はすぐに止まる。いきなり不条理に電撃を放ってきた魅み神かんは──隆良のほうを向かず腕うで組ぐみポーズの横顔で……しかし身体からだの周囲で電撃のビットを操あやつっていた。

「……これ、前に見た……『電撃の結界』？　お、おい、魅神、なんで……」

「……うっさい、話しかけないで、助すけ平べえバカ鼻の下伸のばし怪かい人じん」

「誰だれが助平バ──あばばばば!?　ちょっ……これ、なんかパワーアップしてね!?」

　以前は威い嚇かく程度の威力だったのに──と隆良が言う間もなく、再び「あばばば」させられる。そんなちょっとした拷ごう問もんがようやく落ち着くと、ルリが心配そうに寄ってきた。

「た、隆良さーん……大だい丈じよう夫ぶですか？　『雷らい神じん』さん、ヒドいですねー」

「お、おお……全くその通り……って、引っ付くなっつーの！」

「えー、いいじゃないですかー♪　って、危なっ」

「え、何──あばばばばば!?」

　先ほど見たような光景がリプレイされる。と、魅神の放つ電撃が落ち着いた頃ころ、離れたルリがまた隆良に急接近──

「隆良さーん、大丈夫ですかー!?」

「や、ちょっ……待って？　一回マジで待って？」

「あ、危なっ」

「だから──あばばばば!?」

「あははっ。隆良さーん、大丈夫で────」

　──以後、この一連のやり取りを三度ほど繰くり返した後──

「いっ──いい加減にしろぉぉぉぉぉ！」

　隆良の憤ふん慨がい、爆ばく発はつ──そうしてようやく、この無む間けん電撃地じ獄ごくは終わりを迎むかえた。

「お前らな、ホンット大たい概がいにしろよ!?　なんなの？　俺を殺してーの!?　魅神も当然アレだけど、ルリ、お前も途と中ちゆうから笑ってただろ！　確信犯だろ!?」

「隆良さん、やっぱりおもしろーい。あははっ♪」

「面おも白しろいで殺されちゃ、こっちは堪たまんねーんだよぉぉぉ！」

「うー、ごめんなさーい」

　軽い調子で謝るルリに、隆良も納なつ得とくは出来ないが、とにかく次は魅神のほうを向く。

「おい、この電動ミカンッ……お前もな、いい加減にしろっていう──」

「は？　なによ、鼻の下伸ばしバカ隆良……もう一回、喰くらっとく……？」

「ごっつ遠えん慮りよしまーす！」

　ドスの聞いた声で凄すごんでくる魅神に、隆良は即そく座ざに退いた。情けないと思われるかもしれないが、これには彼なりの事情がある。

（……もう一発でも喰らったら、さすがにちょっとヤバイかもしんねぇ……）

　変にタフガイな隆良も、さすがに限界らしい──その割に元気な気がするのはご愛あい嬌きよう。兎とにも角にも、今は魅神の神経を逆さか撫なでるのは得策でない。

「くっ……とにかく今は、身体を休めて……」

　近くの椅い子すに腰こしかけようと、隆良が身を屈かがめたその瞬しゆん間かん──

「隆良ぁぁぁ……ルリや魅神ばっかじゃなく、アタシも構ってよぉ～……！」

「隆良様、最近わたくしのこと、忘れてるんじゃないですのーっ!?」

　夜よ侘わびが前方から腹部へ、沙さ凪なぎが背後から背中へ──ぶちかましてきた。

「おげぇぇぇぇぇっぷ!?」

　完全に不意を突つかれた隆良、トドメの攻こう撃げきに、もんどり打って倒たおれ伏ふす。

（前後、からのっ……挟きよう撃げき、だ、とっ……）

　バタリ、音を立てて倒れた隆良に、トドメを刺さした張本人達が駆かけ寄った。

「ねえ、隆良……あれ？　隆良……隆良ぁ～……？」

「隆良様、どうしましたの？　ペロッ……これはっ……死んでる!?　気がしますの！」

　薄うすれゆく意識の中──夜侘と沙凪、二人の声が遠くに響ひびいた。




　隆良は今、とても心地ここちの好よい空間にいた──肉体という檻おりから解き放たれ、奔ほん放ぽうなる魂たましいは世界と融とけ合うことで万ばん物ぶつの行き着く先を知りっていうこの件くだり、無む駄だに長くなりそうなので省くとして、要するに三さん途ずの川一歩手前ということだ。

　ぶっちゃけると臨死状態の下しも野の根ね隆良氏──語る。

『……女の子に囲まれて、いいご身分だって？　違うね、お前らね、勘違いしてる。もうね、俺コレね、命の危機かもって思うもん。ていうか、現状で昇しよう天てんしかけてるしね。あ、この腹から出てるの、ヘソの尾おかって？　ううん、これはね、ミキプルーンの苗なえ木ぎ』

　そのまま天に召めされれば良いのにと思われそうだが、すちゃらかコメンテーター・下野根隆良、息を吹ふき返す。

「────ぷっはぁ!?　い、今、なんかマジで天国が見えた……死にかけた……」

「た、隆良ぁ……大丈夫？　息してなかったよ!?」

「ああ、夜侘……いや、お前と沙凪にトドメさされたせいなんだけどな？」

「えっ……と、トドメ？　あう……よく分かんないけど、ごめん……？」

「ったく……そんで、沙凪。お前もなんか言うこと無いのかよ？」

　沙凪にも遠まわしに謝罪を要求する隆良──そんな彼に、沙凪は胸を張って答えた。

「──特に感想はありませんの！」

「こ、この自己中かつなんちゃってお嬢じよう様さまー！」

「ふんだっ、ですの。隆良様が、わたくしのコト忘れてるのが悪いんですのっ」

「別に忘れてねーよ!?　勝手に決めつけんじゃねーっての！」

　憤慨する隆良──と、そこで更さらに、ルリも軽い調子で口を挟はさんでくる。

「隆良さん、大丈夫ですかー？　ルリ、心配しちゃいましたよー」

「……ひいっ!?　お、おお……だだ、大丈夫デスケドー？　ベッツニー？」

「……？　隆良さん、何で後ずさってるんですかー？」

「あ、いや……その、引っ付くなよ？　絶対引っ付くんじゃねーぞ？」

「えっ……それもしかして、引っ付けっていうフリですかっ？」

「ちっがぁぁぁう!?　マジだよ！　命の危機なんだよっ！　そもそも、お前と魅神のアホのせいで、いらんダメージ喰らっちまってたんだかんね!?」

「誰がアホよっ……！　バカ隆良のくせにっ！」

「サーセーン！（すいませんの意）もう何も言わないから、今は勘かん弁べんしてくれぃっ！」

「……ふんっ！」

　不ふ機き嫌げん顔でそっぽを向く魅神──それにしても『今は勘弁』ということは、今でなければまた喰らわされることも満まん更ざらではない、ということだろうか。無意識ドＭなのだろうか。全自動ゲル出し変態無神経妖よう怪かいの上に、ドＭまで積み重ねて良いのだろうか。

「……なんか、意識しないうちに汚お名めいが上うわ塗ぬりされてるような……ま、まあとにかく」

　よく分からない感覚は置いといて、と隆良が全員に語りかける。

「アリアが来るまで、座って待ってよーぜ？　息を殺して、身動みじろぎ一つしないほどに大人しく。なあ、それでいいだろ？」

「あ、はーいっ。了りよう解かいですーっ♪」

「おお……ルリはホント、返事『だけ』はいいよな……とにかくお前らも、それでいいだろ？　……へ、返事がまるでねーけど、いいよな？　いいって解かい釈しやくするぜ？」

「…………」

　ルリ以外はなぜか返事しないが、一刻も早く休みたい隆良は、そそくさと机に向かう。

「はあ、これでようやく落ち着けるぜ……気の休まる暇ひまが無いっつーか……」

　貸し切りの図書館の一室にて、アリアに宛あてがわれていた机のほぼ中心の席に座る隆良──と、その右横にルリがすかさず着席する。

「失礼しまーっす♪　えへへ……」

「ひいっ!?」

「!?　な、なんですかー？　なんで怖こわがってるんですかっ？」

「な、何言ってんだ！　この世紀のストレンジャー様がビビるかっつーの！　てか、息を殺して身動ぎ一つせず死んだように眠ねむろうっつったろ？　どうかしたのか？」

「え、そんなに言ってましたっけ……ていうかルリは、別にどうもしてないですよーっ？　ただ、隆良さんの隣となりがイイなー、ってだけでっ♪」

「は、はあ……それはまあ、別にいいけども……」

　なぜか嬉うれしそうなルリに、怪け訝げんな表情をする隆良、と──そんな彼の左ひだり隣どなりに、今度は魅神が憮ぶ然ぜんとした表情で座る。

「あひゃぁん!?　な、なんだよ、お前まで……」

「……何よ、気持ち悪い声出して……私がここに座ったら、何か文句でもあるワケ!?」

「い、いや、別にそういうワケじゃ……つか、さっきから何をそんなに怒おこってんの!?」

「誰が怒ってるってのよ、バカッ！」

　明らかに怒った様子でそっぽを向く魅神。訳の分からない隆良は、首を捻ひねるばかりだ。

「ホントになんなんだ……？　まあ、何事もなければ、別に──」

「隆良様、前を失礼しますのっ」

「た、隆良……アタシも後ろにいるよっ」

　なぜか更に、沙凪が前の席に、夜侘が後ろの席に座る。

　──結果、隆良は前後左右を、チームメイト達に囲まれてしまった形になる。

「…………なんで？」

　尤もつともな疑問を呟つぶやいた隆良に、四方から視線が集中する。少し、いやかなり居い心地ごこちが悪そうにしていた隆良が、チームメイト達へと包み隠かくさず文句を述べた。

「席、他にも空いてんじゃん？　一室丸ごと借り切ってんのに、なんでこうド真ん中に密集すんの？　もっと空間を有効に使えよ。なんかもうここら一帯、やたら狭せまく感じるわ」

「「「…………」」」

　隆良の言うことは割と正しいのだが、魅神、夜侘、沙凪の三名は、沈ちん黙もくして答えようとしない。唯ゆい一いつ反応のあったルリでさえ──

「いいじゃないですかー、賑にぎやかな感じがしてっ♪」

　特に隆良の主張を受け入れる気は無いようだった。

「解げせぬ……解せぬ……」

　不可思議な事態に隆良が頭を抱かかえると、資料を抱えたアリアが久方ぶりに姿を見せる。

「やあやあ、待たせてしまってすまな……む？　なんだキミ達、楽しそうだな……私だけ除のけ者みたいで、なんかちょっと寂さびしいぞ」

「いや、全然楽しそうじゃねーよ。今からクーデターかってくらい殺さつ伐ばつとしてるわ」

「やはり楽しそうではないか。私も混ざっていいか？」

「何に？　クーデターに？　つか、なんか講こう釈しやくがあるんじゃなかったのかよ」

「む、そうだった……残念だ」

　本当に残念そうな顔をしたアリアが、そのまま抱えていた資料から数枚のプリントを抜ぬき出し、隆良達に配り始める。

「それじゃ、この資料に目を通しながら、私の駄だ弁べんに耳を傾かたむけてくれるか」

「駄弁て……ん？　『異能疾しつ患かん論』に『人類進化論』？」

「ああ、それが今回の話の肝きもさ。少しばかり、堅かた苦くるしい話ではあるかな」

「ふーん……なんか面白そうな響きだけどな」

　どことなく興味ありげな隆良に、横からルリが急接近しつつ尋たずねてくる。

「ねえねえ、隆良さぁん♪」

「うおっ!?　あ、相変わらず近い！　なんだよ急に!?」

「いいじゃないですかぁ♪　それよりも、『異能疾患論』とか『人類進化論』って、なんなんですか？」

「い、いや、俺もあんま聞いたことは──ナス!?」

　答えようとした隆良の眼前を──不意に電でん撃げきが横切る。

「……だから、それを今からアリアが説明しようとしてるんでしょ。いいから黙だまってお座りしてなさいよ」

「きゃっ、魅神さん、こわーい。どうしてそんなに、いっつも怒ってるんですかー？」

「……!?　べっ、別に怒ってなんてっ……！　ていうか、アンタねぇ!?」

「きゃーっ、怒ど鳴なられちゃった。隆良さん、魅神さんが相変わらず怖いよー。助けてー」

「っ、こ、このっ……！」

　懲こりずに隆良にまとわりつくルリに、怒いかりを露あらわにして電撃を奔はしらせてしまう魅神。隆良が哀あわれ巻き添ぞえに──なりかけた瞬間、後ろから夜侘に襟えり首くびを引っ張られる。

「ぐえっ」

「た、隆良ぁ……アタシのコト、忘れないでぇ……アタシも構ってよぉ……！」

「…………」

　正直、目の前スレスレを電撃が通った気がしてヒヤヒヤしている隆良は、それどころでないのだが──更に前から沙凪が手を伸のばし、隆良の胸むな倉ぐらを掴つかんで尋ねてくる。

「おぐっ」

「隆良様、この漢字、何て読むんですの？　教えて欲しいですの！」

「…………」

　漢字の読みが分からないのは本当らしいが、何も胸倉を掴まなくてもよいのではないか。と、そんなことを考えていた隆良の左右では、相変わらず険悪な魅神とルリが。

「魅神さん、怖いし意味分かんないよー？　怒るくらいなら、ルリみたいに素す直なおにスキンシップすればいいのにー」

「だから、別に怒ってないって言ってるでしょっ……!?　素直にとか、そっちこそ意味分かんないわよ！　変なこと言ってないで、いい加減バカ隆良から離はなれなさいよっ！」

「えー、明らかに怒ってるしー……ねー、隆良さーん？」

「こ、こんのぉっ……！　言ってるそばからっ！」

　顔を近づけて尋ねてくるルリと、電撃を迸ほとばしらせながら寄ってくる魅神。結果的に魅神も隆良に急接近してしまっているが、本人はそれどころでないらしく気付いていない。

　更に、隆良の前後からは、怒り顔の沙凪と涙なみだ目めの夜侘が──

「ちょっと隆良様、聞いてますの!?　お嬢様には、ちゃんと返事するモノですの！」

「うう、隆良ぁ～……む、無視しないでよぉ、ふぇぇん……」

　隆良の襟首と胸倉が同時に引っ張られ、ガクガクと揺ゆさぶられる。

「………………………………」

　前後左右からの攻こう撃げきに、無表情で沈黙し、ただただ享きよう受じゆしていた隆良が──

「ンッ、オラァァァイッ！」

　いきなり奇き声せいを上げ、仲間達を振ふり払はらいながら立ち上がった。

「ナニこの死のインペリアルクロスゥゥゥ!?　守られるべき中心のＬＰが、前後左右からガンガン削けずられてくんスけど！　ヤバいよ!?　このままだと速攻で最終皇こう帝ていまで達しちゃうよ!?　助けてくれアリアァァァ！」

「いいか隆良くん。両りよう脇わきを高ランクの魅神とルリちゃんが固め、構って欲しい沙凪ちゃんと夜侘ちゃんが前後に配置されている。キミのポジションが一番危険だ。覚かく悟ごして戦え」

「何と戦えって!?　つか、分かってんなら何とかしてくれよ！　バッドエンド一直線じゃねぇかコレ！　もう天国は垣かい間ま見みたくねーんだよ、俺は！」

「ところで、やっぱり私も混ぜてもらいたいのだが？」

「そういやお前も危険人物だったァァァ！　チクショウ、ソウルスティールの見切り付け忘れた気分じゃい！」

　その瞬しゆん間かんの『やっちまった感』たるや──まあ、それは今どうでもいいとして、兎とにも角にも、早く本題に入らせようと隆良が促うながす。

「それより、ほれ、講釈なり駄弁なり早く始めてくれよ！　俺のＬＰが尽つきないうちに！」

「おお、そうだったな。それでは……」

　コホン、と軽く咳せき払ばらいしたアリアが、メガネをクイッと持ち上げながら、どこからともなく指示棒を取り出した。女教師のようなそのスタイルに、隆良が思わず呆あきれてしまう。

「……アリアって、なんつーか……意外と形から入るタイプだよな？」

「ふふっ、まあな……どうだ隆良くん、お姉さん、似合うかな？」

　前まえ屈かがみになり、胸を強調しながらそんなことを尋ねてくるアリアに──隆良も思わず生なま唾つばを飲み込む。

「んぐっ……べ、べっつにぃー……普ふ通つうじゃないッスかー？　ええ、普通ッスわー」

「おいおい、強がるなよ……ほれほれ、キミの理性がプリズンブレイクしそうだろう？」

「しねぇよぉぉぉ！　俺のプリズンはたとえセガールでも脱だつ獄ごく不可能じゃい！」

「むっ……あの不死身の男まで引き合いに出すとは……ふん、そんなに私には魅み力りよくが無いか。ああ、そうか、それは悪かったな、ふんっ」

「あ、い、いや……別にそこまでは言ってねーけど……」

「ふん、ふんっ……それじゃ、さっさと始めるぞ」

「お、おお……わ、分かったよ」

　ぶすっ、とむくれたアリアが、そのままの表情で隆良達と向き合う。

「さて全員に聞くが──キミ達は、『異能』とは、どういうモノだと考える？」

「はい！　ヒーローたる俺様に与あたえられた、運命という名の果てなき恩おん恵けい！」

「では、夜侘ちゃんから聞いてみようか」

「よーし、まあいつも通りな感じだよな。オーライオーライ」

　スルーにもちょっと慣れてきた──と見せかけて涙目の隆良は置いておいて、問われた夜侘が真しん剣けんに……しかし隆良のほうをチラチラと見ながら考える。

「え、えっと、うーん……アタシも隆良と同じで……う、運命的なモノかなー……って」

「ふふ、夜侘ちゃんはロマンチストだな」

「俺もぉぉぉ！　俺もロマンスの神様に愛された男デスヨー!?」

「じゃあ、沙凪ちゃんはどうだ？」

「むふー、わたくしとしては、選ばれしお嬢じよう様さまが得るに相応ふさわしいモノ、って感じですの」

「なるほどな……夜侘ちゃんと沙凪ちゃんと、あと隆良くんはポジティブな解かい釈しやくだな」

「！　あ、アリア、お前……！」

　自分もカウントされていたことに感動する隆良──はキリがないのでスルーして、アリアは続けて魅神とルリにも尋ねる。

「魅神、ルリちゃん……キミ達は、どうだ？」

「……そうね、基本的には鬱うつ陶とうしいと思うわ。バカ隆良は勘かん違ちがいするし、アウトローなんて存在まで生まれちゃうし……手て袋ぶくろとニーソックスも、外せないし」

「ルリ的にもー……あんまり、好きじゃないかなー。ルリの能力、扱あつかい辛づらいですし」

「ふむ……高ランクどころの二人は、ネガティブな解釈だな」

「へっ、低ランクどころで悪ぅござんしたね」

「はっはっは、そう拗すねるな、隆良くん。さて……意見が出で揃そろったところで、本題だ」

　アリアが、ピン、と顔の横で人差し指を立てながら話す。

「簡潔に言うとだな……『異能』をネガティブに解釈するのが『異能疾患論』で、それとは逆に『異能』をポジティブに解釈するのが『人類進化論』、というわけさ」

「ふーん……結構そのまんまだな？　疾患、っつーと……病気ってことか」

「うむ、その通り……まずは異能を『病気』と見なす『異能疾患論』から説明しよう」

　響ひびきからして、あまり明るく無さそうな話だが──どうも、その通りらしい。

「『異能』というのは……常人離ばなれした能力だけ見れば、大変便利なモノにも思える。が、しかしその実──力を得る代わりに、多大なリスクを背負うことになる者も多いのだ。例えば、日常生活に支障をきたしたり、な」

「……ああ、昔の魅神が、そんな感じだったって言ってたよな……確か」

　以前、魅神は『四し肢しを電気に変質させる』というその能力のために『四肢を失う』可能性が危ぶまれていた。今はそれが杞き憂ゆうだったと判明しているが、それでも常人を遥はるかに凌しのぐ帯電体質はそのままだし、能力制せい御ぎよのため長手て袋ぶくろとニーソックスは常に欠かせない。

『異能疾患論』について説明しているアリアの表情も──どこか沈ちん痛つうだ。

「そう……身体からゲルを出すという能力のため、変態扱いされてしまう隆良くん。ゲルを出し過ぎて、掃そう除じ・洗せん濯たくが大変であろう隆良くん。とどのつまり、若さという猛たけりに身を任せ、我が慢まんできずたくさんゲルが出ちゃう困った隆良くん……」

「全部俺じゃねぇかぁぁぁ！　その憐あわれむような表情ヤメロ！」

「青少年にはありがちな問題なのかもしれんが……それがあまりにも常じよう軌きを逸いつしている、と言えば的確だろうか……」

「完全に的外れだよ！　人をとんでもない変態みたいに言うなァ！　つか……つか、俺の『異能』は誰だれが何と言おうと……高こう尚しようなモンなんだからなっ!?」

「はい、ダウトー。あんなエグいモノが、高尚なはずあるか。現実を見なさい」

「もうやめてー!?　俺のＬＰはお前のソウルスティールのせいで、もうゼロよー!?」

　悲しみに暮れる隆良……と、そんな彼の横で、ルリがおずおずとアリアに尋ねた。

「あのー……隆良さんの『異能』がＤランクとか、ゲルを出すっていうのは、アリアさんから聞いて知ってましたけどー……そ、そんなに、その……エグいんですかっ？」

「ああ、それはもう──」

「黙れシヤーラツ！　ルリ、アリアの言葉なんて聞くんじゃねぇ……俺の『異能』はそんな変なモンじゃねーよ！　俺を……俺を信じろっ！」

「え？　うーん……えっと、隆良さんが言うなら、じゃあ信じまーすっ♪」

「そうだ……それでいいんだ！　あんなヤツらの言うこと、真に受けんじゃねーぞ!?」

　ルリが信じてくれて、隆良も一安心──と、言いたいところだが。

（……ヤツ『ら』っていうことは、皆みんなに言われてるんだー……それって、相当……）

　隆良の墓ぼ穴けつ発言に、何やら察してしまったルリ──と、脱だつ線せんしてしまった話を元に戻もどさんと、アリアが次の話題に切り替かえた。

「そして次は『人類進化論』だな。これはつまり、ストレンジャーは『人類の進化形態』であり、それゆえ常人ならざる力を持つに至った──とする考え方だ。『異能疾しつ患かん論』に比べると、かなり前向きな捉とらえ方だな」

「なるほど……ふっ、俺のような世紀のストレンジャーには、おあつらえ向きだな……」

「ふむ……少子化対策的な意味で？」

「だから俺の『異能』はそういうアレじゃないでっしょぉぉぉ!?」

　もはや通り名が『悲ひ哀あいの絶ぜつ叫きよう』になりそうな隆良は置いておくとして、アリアはこの論に関して、少しばかり否定的な意見を出す。

「しかしこれは、はっきり言って微び妙みような論説だな。何しろ『異能』の良いところばかりに目を向けて、リスクは度外視しているようにも思える。まあ、リスク無しで揮ふるえるタイプの能力もあるのだが……たとえば、見ただけで虫を操あやつれる沙凪ちゃんみたいに」

「！　にゅふふ……その通りですの！　それこそ優ゆう雅がなお嬢様たる格調高き証あかし──」

「ただ、そういう能力は弱かったり微妙だったりするのが基本だな。強い能力ほど、それに比例するように危険度も増す傾けい向こうにあるし（一いち概がいには言えないが）」

「…………」

　すぐさま黙だまってしまった沙凪には構わず、アリアが続けた。

「また『人類進化論』に準ずる論説として、他にもストレンジャーを新たなる人類とする『新人類説』などもある。まあ、神の使いだとか、むしろ神そのものとする『神の御み使つかい説』『異能者神人論』などまでいくと、さすがに荒こう唐とう無む稽けいが過ぎるのだが──しかし、そういった論説を過か剰じように信しん奉ぽうする、危険なアウトローの組織があってな」

「……なるほどな。なんでアリアが急に、こんな学校の授業みたいなこと始めたのかと思ったら……『再世』のヤツらについての話をするつもりだったのか」

「うむ、さすが察しがいいな、隆良くん。まあ『異能』に対する世間の様々な考え方を、キミ達に改めて確かく認にんして欲しい、というのもあったのだが──本題は『再世』の件さ」

　隆良達が名を知ったのは最近なのに、既すでに結構な規模に達しているという『再世』と名乗るアウトローの組織──彼らがどうやって勢力を拡大したのか、アリアにはある程度の見当がついているようだった。

「ストレンジャーというだけで敬遠されたり、『疾患』だのと揶や揄ゆされたり、それを気持ちよく思う者など、まずいない。そんな中、自分達は『人類の進化形態』であるとする主張は、さぞかし耳みみ心ごこ地ちが好よかったことだろう。アウトローに身を堕おとす者ほど自尊心が強い傾向にあるし……『再世』の勢力の拡ひろげ方は、理に適かなっているよ」

「しかも主張だけでなく、リーダーとかいうのが強大な力でアウトロー共を屈くつ服ぷくさせる、っていうのも含ふくめてだろ？　そりゃあ……短期間で大規模な組織にもなるよな」

「そうだな、むしろ隆良くんの言う力ちから尽ずくというやり方のほうが、基本だろう。『無法者』というだけあって、アウトローは自分勝手な人間が多いし……しかし相手が『人類進化論』に同調する者なら、その力尽くという手間を省いて同志を増やせる……面めん倒どうなモノだ」

　ふう、と溜ため息を吐ついたアリアが、真剣な表情で隆良達に注意を促す。

「……『再世』には、本当に注意しよう。ヤツら、その全ぜん貌ぼうはいまだ窺うかがえないが、一ひと筋すじ縄なわでいかないことだけは確かだ。我々はいつの日か、必ずヤツらとぶつかることになる──『タマちゃん』のように末まつ端たんの構成員を一人一人相手どるのではなく、組織的に、だ」

「……う、ううっ……そんなの怖こわいですよぉ、アリアお姉さまぁ……」

　気弱な様子で震ふるえる夜侘だが、座ったまま振ふり返った隆良が、軽く笑えみを浮うかべる。

「ふっ、安心しな、夜侘……このチームには、世界のヒーロー（と呼ばれる予定）の俺がいる……どんなヤツが相手だろうと、決して負けはしねーさ！」

「……！　そ、そうだよね……隆良がいるもんねっ！」

「おお、その通りよ……なんだ、素す直なおだなオイ。なかなかカワイイとこあるじゃ──」

「いざっていう時は、隆良を盾たてにして逃にげればいいんだよねっ！」

「やめろぉぉぉ！　今から先行きが不安になるわ！　お前と任務に臨のぞみたくない！」

「大だい丈じよう夫ぶ、たとえ二人が別たれても、運命が再びアタシ達を導いてくれるからっ！」

「ナニ言ってんのか意味分からん！　つーか死にたくねーよ、俺！」

　嫌いやがる隆良に、アリアがここぞとばかりに茶々を入れる。

「さすが隆良くん、頼たのもしいなー。体を張るっていったら隆良くん、みたいな？」

「適当なコト言うなアリアァァァ！　盾になりたいなんて言ってねーから、俺！」

「しかしその後、隆良くんがまさか、あのようなことになろうとは……この時は、誰も想像していなかったのだった……」

「不ふ吉きつを匂におわせるのはヤメロォ！　俺、犠ぎ牲せい者しやになるっぽいじゃねーか！」

「まあまあ、気にするな。強く生きろ。しかしまあ……話を戻すが」

　犠牲者Ａ・下野根隆良は投げやりに扱われ──アリアが講こう釈しやくを続ける。

「『異能疾患論』と『人類進化論』、どちらも笑えるほど人間性ヒユーマニズムに溢あふれた考え方だよ。『異能疾患論』を推おす人間の多くは異能を持たず、逆にストレンジャーは『人類進化論』を推す者が多い。両者の立場的に見ればごく自然なことだろうが、しかし現金なモノで、ストレンジャーになる前は『異能疾患論』推しだったのに、ストレンジャーになった後は『人類進化論』を提唱するよう、簡単に手の平を返す者までいたりな」

「やれやれ……一いつ貫かん性せいの無いヤツは情けないぜ。俺なんてストレンジャーになる前から、一いち途ずにヒーローを目指してたってのによ！」

「ふふっ、そうだな……しかも目覚めた『異能』がエグくて下品で、普ふ通つうなら誰もが絶望しそうなモノでも、腐くさらず自分を貫つらぬくその姿勢……隆良くんは、本当に格かつ好こういいよ」

「うっ、くっ……ほ、褒ほめてるのか貶けなしてるのか、微妙なラインざんすねぇ……!?」

　新パターンである。ゲルを下品だなんだと言われて怒おこるべきだが、格好いいなどと開けっ広げに言われた隆良は、ついつい何も言えなくなってしまった。

　ニヤリ、ほくそ笑んだアリアが、パン、と一いち拍びよう子しする。

「さて、と──皆、長々とすまんな。話はこれで終わりだ」

　メガネをクイッと持ち上げたアリアが、そのまま更さらに付け加えた。

「というかホント、ずっと私のセリフばっかりで申し訳ない。ここは一つ、セクシーショットの一つでも見せるから、それで勘かん弁べんしてくれ」

「誰に？　おいアリア、誰に向けて言ってんの？　ちょっともう、そういうスレスレの発言、いい加減にしてくんねーとマジで怒られますよ？」

「うっふーん♡　っと……タイトルは『家庭教師のお姉さんが、キミのご自愛メソッドをサポートしちゃうぞ☆』……うむ、完かん璧ぺきだな」

　両手を頭の後ろへ回し、そのまま身体を後方に逸そらして胸を強調しつつウインクしたアリアが、何やら満足そうに呟つぶやくと──横で凝ぎよう視ししていた隆良が口調だけは冷静にツッコむ。

「何が完璧？　つか、そのタイトルセンスからして、俺に送りつけてきたエロ本、、お前一回は絶対に熟読してるだろ。むしろお前のがハマっちまってんじゃねーか」

「それはまあ、責任者として中身を確認しないわけにはいかんからな。というかタイトルセンスを解する辺り、やはり隆良くん、随ずい分ぶんとご愛読のようだな？」

「そそそ、そんなワケないんですけどぉ～!?　え、勘かん違ちがいしないでくれません？　ヤダ、勘違いしないでくれませーん!?　アタイ、意味分かんないんですけどぉ～!?」

　墓穴を掘ほって変なオネエ口調になった隆良に、説得力など微み塵じんも窺えなかった。そんな隆良はともかく、アリアは最後に締しめ括くくる。

「とにかく……『異能疾患論』にせよ『人類進化論』にせよ、世の中には様々な考え方があり、キミ達へ向けられる視線は多種多様だということだ。しかしそれに左右されず、キミ達はいつまでもキミ達らしくあってくれ──私はそれを、切に願うよ」

「……ふっ、当然さ。何しろ俺は──いつしか『ヒーロー』となる存在なんだからな！」

「ふふっ、信じているよ、隆良くん。もちろん皆も──ん？」

　その時アリアが、隆良達の中では一番前に座っている、彼女の異変に気が付いた。

「……沙凪ちゃん、聞いているのか？」

「ｚｚｚ……隆良様ぁ……そんな、ゲルをプールのごとく……にゅふふ」

「…………」

　いつから眠ねむっていたのだろう──背筋を伸のばしたまま器用に舟ふねを漕こぐ沙凪を、アリアがおもむろに片手で担かつぎ上げた。

「……それじゃ、沙凪ちゃんをゆっくり寝ねかせるため、医務室にでも連れて行くから……キミ達は、適当に解散してくれ」

「お、おお、図書館なのに医務室もあるって、スゲーな……で、目覚めたらお仕置き？」

「当然。お説教も込みだ」

「……ま、まあ、少しは手加減してやれよ……」

「ふふふ、大丈夫、私はと～っても優やさしいからな……ふふふふふ」

　無表情で笑い声を漏もらすアリアに、隆良はもはや何も言えなくなる。

「にゅふふ～……ゲ～ルゲル～……ですのぉ～……」

　熟じゆく睡すいする沙凪のみが、待ち受けるお仕置きなど知らず、夢の中で幸せそうだった。




　アリアが沙凪を担いで出て行き、そのまま解散となった後──しかし全員は何となくその場に留とどまり、駄だ弁べんに興じていた。

「ふーっ……あー、さすがに疲つかれたな。沙凪が眠っちまうのも頷うなずけるっつーか」

「……あ、うん、そうだね、隆良」

「お？　夜侘、どうした？　何か思うところありげじゃねーか」

「にゃうー……だってぇ……」

　隆良の後ろに座っていた夜侘が、何やら不満ありげに口を尖とがらせていた。

「『進化』とか『疾患』とか……どっちにしたって、どうせ『異能』に目覚めるなら……もっと強い能力のほうが良かったな～、って……」

「何だ、そんなことかよ。ったく……ランクが低いと苦労するな？」

「（え、他人ひと事ごと？）え、あ、えっと……隆良は、強い能力が良かったって思わないの？」

「ふっ、俺様はそんなちっぽけなこと、イチイチ考えないさ。何たって俺は、ヒーローだからな。……まあでもアレだ、なんかこう、な？　なんかの拍ひよう子しにこう、パワーアップしたりとかっていう展開はやぶさかでないっつーか……まあな？　ある日突とつ然ぜん、覚かく醒せいして強くなるとか、俺ならまあ、ちょっと可能性は高いんじゃないかなー、みたいなね？」

「な、なんかやたら回りくどい!?　で、でもまあ……気持ちは分かるケド」

「──だろ!?　コレ、あるよな!?　なんつーかもう、『主人公あるある』だよな!?」

　同意を受けたことが嬉うれしかったのか、隆良のテンションがいきなり上がるも、夜侘は夜侘で話題に食いついてきた。

「うんうんっ……ていうか『ヒロインあるある』でもあるよっ！（？）……実はアタシ、最近なんだか、炎ほのおの力が上がってるような気がするんだぁっ……（気のせい）」

「なに、お前もかっ……!?　ふっ……実は俺も、新たな力に目覚めるような、確かな予感を覚えていてな……なんかこう近々、新たな力に目覚めるような……（目覚めない）」

「感じるよねっ、『目覚めの胎たい動どう』！　ふふふっ……能力は強いほうがいいもんねっ」

「おお、その通りだぜっ……ヒーローとしちゃ、やっぱ強い能力のほうが目立てる……いや、任務とかでも、色々と役立つこともあるだろうしなっ！」

　妄もう想そうがちで夢見がちな二人が共感し、盛り上がっていたところ──そこまで珍めずらしく沈ちん黙もくしていたルリが、否定的な声を上げた。

「んー……そうカナー？」

「？　なんだよ……ルリは違う意見なのか？」

　そりゃそうだ、と誰だれもにツッコまれそうだが、ルリは別の視点から意見を述べる。

「……だってー、『異能』って、そんな万ばん能のうなモノじゃないと思いますよー？　むしろ出来ないこととか、不便なことばっかりですしー。それって、強い能力を持つほど、厄やつ介かいになると思いますよー？　パワーアップなんてしても、苦労するだけだと思うなー……」

「むっ……る、ルリさんは、Ｂランクだからそんなこと言えるんですよっ……アタシ達みたいな、低ランクの『異能』じゃないからっ」

「まあ俺の『異能』は、ランクは低くてもヒーローとしての、なんつーか新しん鮮せんなポテンシャルに満ち溢れた貴いモノなんですけどね？」

　ゲル男が何か世よ迷まい言をほざいているが、特に誰もツッコまず、ルリは夜侘へ答えた。

「ルリ、Ｂランクでも、この『異能』があって良かったって思うこと、あんまりないなー。だって右手の手て袋ぶくろを外すと、変なところで『巻き戻もどる』ようになっちゃうんだもん……アリアさんの言う通り、日常生活に支障をきたす『疾しつ患かん』って感じですよー？」

「へ……そ、そんなになのか？」

「そうですよ、隆良さんー。たとえば、うーんとね……お風ふ呂ろに入るじゃないですかー。その時、シャンプーを泡あわ立だてようとしても泡立ちにくいですしー……ようやく泡立てて髪かみを洗ってても、うっかり五分経たった後また右手で触さわってたら、いきなり頭の上で泡がゲル状に戻ったりして……もう面めん倒どくさくって、逆に笑えちゃいますよー」

「（ゲル……）そ、そりゃあ、想像するとギャグっぽいけど……不便っちゃ不便だな」

「ホントですよー。しかもルリ、普通に右利ききだから堪たまりませんよー……手袋を着けたままお風呂っていうのも、なんかヤですしー……ね？　こんな変なトコで、気を遣つかわないといけないんですよー？　『疾患』って言われるのも頷けますよー」

　はあ、と苦労の溜ため息を吐ついたルリ──そんな彼女に、何を喋しやべるでもなく仏ぶつ頂ちよう面づらを保って佇たたずんでいた魅神が、不意に口を開いた。

「……アナタも案外、私と似たような苦労──」

「なのでっ♪　隆良さんはこーんなに苦労してて可哀かわいそうなルリのために、今度ルリのお風呂を手伝ってくださーい♪」

「……!?」

　言いかけた魅神の口は、ルリが口にした突とつ飛ぴな要よう請せいによって止まってしまう。そんな無茶ぶりを喰くらった隆良とて、面食らって戸と惑まどうしかなかった。

「……は、はあ!?　おい、何でそーなるんだよ!?」

「いいじゃないですかー。ルリだって、たまには気き兼がねなくお風呂に入りたいですよー。こう、ゴシゴシーって、髪の毛、洗ってくださいっ♪　あ、優しくですよー？」

「い、いや……ていうか、風呂とか……風呂とか……」

「あ、隆良さん、顔赤くなってるー。あははっ、カワイーッ♪」

「ボフォイッ!?　お、おい、今抱だきつくな……必要以上に意識しちまうだろォーン!?」

　右みぎ腕うでに押し付けられる膨ふくらみは、『いっしょにおふろ☆アイドル編』をつい妄想してしまっていた隆良にしてみれば、毒でしかない。

「……！　た、隆良ぁ！」

「オォーン……ん？　夜侘……？」

　と──今度は夜侘まで、隆良の左腕に抱きついていく。ルリのごとく、その身体を必要以上に密着させるのは、精せい一いつ杯ぱいに隆良の気を引こうとしているのだろうか。

「う、うう～っ……た、隆良、あのね、『異能』の話なんだけど、そういえばねっ……」

「……夜侘」

「……えっ？」

　真まっ直すぐ見つめられ、軽くときめく夜侘──隆良はそんな彼女の頭を、軽く撫なでた。

「ありがとよ……お前のバストの慎つつましさのおかげで、何とか冷静になれたぜ！」

「……………………」

　複雑──乙女おとめにとって、これはあまりに複雑すぎる。しかし夜侘は、挫くじけなかった。ちょっぴり涙なみだ目めになりながらも、頑がん張ばって話題を広げようとする。

「……あ、アリアお姉さまは、どっち派なんだろうね!?　『疾患』と『進化』だと……」

「んあ？　あー、考え方か……話し振ぶりを聞く限り、どっちでもないんじゃね？　両方を平等に見て、メリットとデメリットを冷静に分ぶん析せきしてた感じだし」

「そ、そっかぁ……あっ、もしかしてアリアお姉さま、自分なりの論とか、持ってたりするのかなぁ……？」

「ああ、研究室の室長なんてしてるくらいだし、その可能性もあるかもな。なあ魅神、お前、アリアと付き合い長いんだろ？　なんか知らない──か!?」

　魅神に話を振った隆良が、驚おどろく──というか、怯おびえる。頬ほお杖づえをついていた魅神は、何やら苛いら立だたしそうにし、バチバチと身体の周囲に電気を奔はしらせていたのだ。

「お、おい……み、魅神さァーん？　は、話、聞いてるか？」

「……うっさいわね、アリアが自分の論を持ってるかなんて、尋たずねてみたこともないわよ……ていうか、話しかけないでくれるかしら……!?」

「「……ひゃあっ!?」」

　バチ、バチッ──魅神から放たれる電でん撃げきが飛び火してきて、夜侘とルリが同時に隆良から離はなれる。孤こ立りつしてしまった隆良は、少し焦あせりつつも魅神に問いかけた。

「い、いやその……な、なんなんだよ!?　最近ずっとだけど、お前、なんか不ふ機き嫌げんが続いてるっつーか……何をそんなに怒おこってんの!?」

「っ……！　そんなの……そんなのねぇっ！」

　バンッ、と机を叩たたいた魅神が、奔らせていた電撃の勢いをさらに強め──吼ほえる。

「私にだって分からないわよ、バカァ────ッ！」

「何スかそれ───!?　あばばばばぁ───!?」

　電撃を喰らい、よろめく隆良に、夜侘が心配して駆かけ寄る。

「た、隆良、大だい丈じよう夫ぶっ……!?　アタシ達は、再び別たれてしまう運命なのーっ!?」

「い、意味分からん、っつー、の……ガクッ」

「！　隆良っ……ガクッって……リアルに口でガクッてぇぇぇ！」

　悲しき慟どう哭こくを響ひびき渡わたらせながら、もんどり打って倒たおれそうになる隆良を、支えようとする夜侘──と、しかしルリが横から割って入り、隆良を受け止めてしまった。

「えいっ、隆良さん取っぴー♪」

「──むぼっ」

　ルリの胸に埋うずまってしまい、軽く呻うめき声を漏らす隆良。今しがた電撃を喰らわせた魅神に再び怒いかりが宿るも──ここではそれよりも、夜侘のほうに火がついてしまった。

「ず、ずるいよルリさんっ……今の、アタシが隆良を受け止める場面だったのにぃ……！　横からそうやって、持ってかないでよぅ……！」

「えー？　そんなコト言われてもぉ……早い者勝ちだと思うんだけどナー？　それにホラ、隆良さんも、幸せそうだしー♪」

「……ああっ!?　べ、別にそんなコト無いんですけどぉー!?　オイオイ、変なコト言わないでくれませーんっ!?」

　隆良は何やら否定しているが、その表情はルリの言う通り大いに弛ゆるみきっていた。これには夜侘も、憤いきどおりを抑おさえられない。

「う、ううっ……も、もう怒ったんだからっ……怒ったんだからねっ……!?」

「えー、夜侘ちゃん、怒らないでよー。ルリ、怖こわーい♪」

「！　ば、バカにしないでっ……あ、アタシの『異能』……見せてあげるっ！」

　勇んだ夜侘が手で銃じゆうの形を作るも、彼女の『異能』を思い出した隆良は、やれやれ、と溜め息を吐くしかなかった。

（……最高でチャッカマン程度の火ぃ見せたところで、何になるんだっつーの……）

「く、喰らえぇっ……『罪深き祈り火クリミナル・プレイ』！」

　名前だけは仰ぎよう々ぎようしいが、しかし灯ともされた炎は、やはりチャッカマン程度──『目覚めの胎動、乙おつ』と言われてしまいそうなレベルで、これには隆良も苦笑い。

「ったく……あのな、そんなんじゃ、いくらルリだってビビらねーっつーの」

「──ひっ!?」

「そうそう、ひっ──へ？　お、おべーっふ!?」

　いきなりルリに飛びのかれ、支えを失った隆良が頭から床ゆかに落ちる。しん、と動かなくなってしまった隆良に、しかし夜侘もそれどころではないようだ。

「えっ……えっ、えっ？」

　ルリの反応は、夜侘にとっても予想外だったらしい。この小さな炎で明らかに取り乱したルリに、夜侘も異能を揮ふるっておきながらさすがに心配する。

「あ、あの……ルリさん、大丈夫で──」

「……！　る、ルリっ……ちょっとビックリしちゃったナッ。あは、あははっ……」

　慌あわてて取り繕つくろおうとするルリだが、顔面蒼そう白はくで、発する声は明らかな震ふるえを隠かくせていない──と、その時、ルリの携けい帯たい電話が不意に鳴り響いた。

「！　あ、で、電話がっ……ちょ、ちょっとごめんねっ」

　着信はメールだったようで、差出人を確認したらしいルリが、未いまだ蒼白な面おも持もちで無理に笑え顔がおを浮うかべた。

「……る、ルリ、ちょっと大事な用事が出来たからー……お先に失礼しますねっ！」

「え、あ、はい……あ、あの、大丈夫なんですか……？」

「う、うん、もちろんだよー！　……そ、それじゃ、またねっ……！」

　慌ただしく部屋を出たルリに、夜侘は心配そうな表情のままで首を捻ひねるしかなかった。




　沙凪を医務室のベッドに送り、その目覚めを待っていたアリアだが──沙凪の熟じゆく睡すいっぷりは凄すさまじく、まるで目覚める様子を見せない。アリアも一応は待っているが、そろそろ諦あきらめるべきかと思い始めていた。

「沙凪ちゃんへのお仕置きは、また今度かな……ふう、やれやれ」

　そんなことを呟つぶやいたアリアが、鞄かばんから取り出したノートパソコンをおもむろに開く。起動し、いつもの習慣でメールを確かく認にん──と、その瞬しゆん間かんにアリアの表情が一気に曇くもった。『眺める者』から、何やらメールが届いている。

「……定期報告は、まだのはずだが……何か、緊きん急きゆうの案件か？」

　あまり芳かんばしくない表情で、大容量の添てん付ぷファイルのついたメールを開いたアリアが、文面を確認していくと──ストレンジャーの可能性がある者を保護した、という一文が。

「……なんだ？　それだけのことで連れん絡らくしてきたのか？　……!?」

　怪け訝げんに思っていたアリアだが──次の文から、徐じよ々じよに表情が険しくなっていく。

『Ａランク級ストレンジャー誕生の可能性』──そこだけでも驚くべき内容ではあるが、

「なっ……!?」

　立て続けに連ねられていた文面に、アリアが絶句する。

『当人の意思とは関係なく、半ば強制的に連行することになってしまったため、精神状態が安定しているとはいえない。以後、対象は《保護対象》として様子見──ひとまずストレンジャー専門の教育施し設せつにて、観察することとする』

　当人の意思とは関係なく──これは本来、政府最上層部であろうと許されないこと。仮に当とう該がいストレンジャーから任意同行の了りよう承しようが得られなかった場合、いや、そうでなくとも『Ａランク級ストレンジャー誕生の可能性』というのなら──『政府公認ストレンジャー対策課研究室室長』であるアリアに、必ず連絡を入れる規則がある。

　しかしその規則を無視しての独断専行──恐おそらく強大な『異能』を恐れた『眺める者』が、焦しよう燥そうから慌てて拘こう束そくを命じたのだろう。あまりにも軽はずみな行こう為いであり、メールには続けて『早急の確保が必要だった』『止やむを得ない措そ置ちである』という、その端はし々ばしが回りくどく言い訳臭くさい、事後報告の文面が連ねられていた。

　そして、添付されていたファイルをアリアが開くと──保護された『対象』を映しているのであろう動画が流れ始めた。

「……こんな……少女が……」

　歳としの程ほどは、夜侘や沙凪と同程度か、それ以下といったところだろう。艶つややかな黒くろ髪かみは『髪長姫ラプンツエル』を思わず連想させるように長く、その面持ちは端たん整せい──しかし強制的に連行されたためか、それとも元からそういう性格なのか、それは定さだかではないが……表情は暗く沈しずんでおり、どことなく悲ひ愴そうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

　そして──これが最大の異常性。恐らく『異能』の発現によっての影えい響きようであろう──少女のいる部屋は凍こおり付いており、ただでさえ白い部屋に、白銀の輝かがやきを上うわ塗ぬっていた。これは恐らく、不安定な精神状態からなる『異能の暴走』──

　動画を見ていたアリアが、ミシリ、軋きしんだ音が立つほどに拳こぶしを強く握にぎる。

「……愚おろか者共がっ……！」

　誕生した瞬間から『Ａランク』というストレンジャーは、例えば魅神のように少しずつランクを上げていったタイプとは全く違ちがう。唐とう突とつに強力な『異能』が発現するため、それを制せい御ぎよすることは困難。そんな少女を強制連行になど踏ふみ切れば、『異能の暴走』も考えられたはず。そんな事も予測しなかった『眺める者』の無知蒙もう昧まい──

　実の所、アリアは『眺める者』への忠誠と引き換えに、『未成年者』の保護を全て任せてもらう約束をしていた。それが今回、規則と約束、その二面で裏切られたことになる。

　──が、しかし、アリアの怒りが最も注がれているのは、そこではなかった。

（大人が……こんな少女を、本来なら守るべき者を……疑問を持たなかったのか？　強制的に、無理やり、この子の意思も関係なく……まるで、犯罪者を扱あつかうかのように……今までの、これからの、彼女の人生に介かい入にゆうすることを……それが、どれだけ彼女に影響を及およぼすのかを……ほんの一瞬でも、考えはしなかったのか？　仮に同行を拒こばまれたとしても、なぜ私に委ゆだねようとしなかった……思考の干ひからびた老人共めっ……！）

　せめて最低限、アリアへの事前連絡を怠おこたるべきではなかった──強制連行などという愚ぐ行こうはアリアなら絶対に許さないし、『異能の暴走』は避さけられたかもしれない。

　抑えきれない憤ふん怒ぬに歯を噛かみ鳴らしたアリアが、片手でこめかみを抑える。
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（ダメだ……冷静になれ、アリア……私はまだ、何も成していない。まだ、始まったばかりではないか……落ち着け……落ち着けっ……！）

　それでも、湧わき上がる感情を抑えきれないでいる──と、その時。

「おい、アリア、何を見てんだ？　……女の子の動画？」

「!?　た、隆良くん……夜侘ちゃんも？　二人とも、どうした？」

「え、えっと、隆良が魅神の電でん撃げきで『あばば』っちゃって……頭も打ったから、念のため医務室にってアタシが……あの、アリアお姉さま、なんだか怖い顔してましたケド……」

　不安そうな夜侘と、特に何も考えていなそうな隆良に──立ち上がり、ゆっくりと振ふり返ったアリアが、おもむろに口を開く。

「……隆良くん、夜侘ちゃん……」

「んお？　なんだよ、アリ──ア!?」

「えっ、アリアお姉さ──まっ!?」

　突とつ然ぜんアリアに抱だきしめられて、隆良と夜侘も思わず戸と惑まどってしまう。

「うおぃっ!?　なんなんだいきなり……は、放はなせっつーのーん!?」

「あ、アリアお姉さま……や、柔やわらかい！　アタシにとって、完全なる未知の領域!?」

「…………ふう」

　微び妙みように悲しいことを口にする夜侘はともかく──ようやく二人を解放したアリアが、穏おだやかな微び笑しようを浮かべて見せた。

「二人とも……ありがとうな」

「あ、あぁ……？　な、なんのこっちゃ？」

「……いつかは、いつかはアタシも……！」

　訳が分からず首を捻る隆良と、更さらに訳の分からないことを呟く夜侘──と、その時、いまだ開きっぱなしであったノートパソコンの動画から、弱々しい声が漏もれ出てくる。

『……ぃ、ちゃ……』

「……ん？」

　その声に反応した隆良が、耳を澄すますと──

『……お兄、ちゃ……』

「……？　お兄……って、あっ」

　パタン、とアリアがノートパソコンを閉じながら、隆良に軽く頭を下げる。

「……すまん、機密事じ項こうなのだ。うっかり流しっぱなしにしていた」

「あ、ああ、いや、別にいいけども……うーん」

「？　隆良くん……どうかしたのか？」

「お？　おお……さっきの動画の女の子なんだけどよ」

「む……なんだ、キミ……もう目をつけたのか？　確かに可愛かわいかったが……ふん、悪いが機密事項なのでな、連れん絡らく先さきは死んでも教えんぞ。全く……相変わらず大したモノだよ。ぶっかけマニアの女ったらしは手が早くて困るな」

「チッゲェェェよ！　ぶっかけマニアでも女ったらしでもねーし！　そうじゃなく……さっきの女の子、なんかどっかで……って」

「ん？　なんだ、キミの知り合いか？」

「いや……初めて見る顔だったと思うんだけども、うーん……？」

　どうにも既き視し感の正体が掴つかめない隆良に──ピクリ、夜侘が何やら慌て始める。

「！　た、隆良……それってまさか『前世で一いつ緒しよだった系』のデジャヴ!?」

「いやそれナニ系ィィィ!?　意味分かんねーよいつものごとく！」

「だ、ダメっ、ダメだよっ……『前世で一緒だった系』は『宿命の妹ソウル・シスター』のモノなんだからぁっ……！　隆良の運命は既すでに品切れだよ!?」

「俺の運命を勝手に売り物にすんな！　このっ……運命泥どろ棒ぼう！」

　謎なぞの称しよう号ごうを夜侘に贈おくった隆良は──画像の少女のことは、既に忘れているようだった。




　隆良達が医務室に赴おもむいてから、幾許いくばくかの時間が過ぎた頃ころ──ルリは一人、とある廃はいビルを訪おとずれていた。近いうちに取り壊こわされることが決まっているビルで、人が訪れることは滅めつ多たにない。更さら地ちになった後は、新たなビルが建てられる予定とのことだ。

　そんな孤こ独どくの世界で、ルリはカタカタとノートパソコンを操作していた。

「ふんふん……『Ａランク級のストレンジャーの誕生』『半ば強制的に連行』……ひゃー、おじーさん達、無茶するなぁ……」

　ルリが見ているのは『眺める者』がアリアに送ったメールと同内容のもの──ルリは事前に『眺める者』の使用する暗号コードを入手しており、それを使えばいつでも彼らのコンピューターにアクセスする事が可能だった。『眺める者』が発信する情報に限り、重要機密であろうと、ルリには筒つつ抜ぬけだ。

「アリアさんと違って『眺める者』さんはガードが甘いからナー……さて、これを『あの人』に送信ー、っと。……でもこんな情報、何で必要なんだろ？　……まあいっか♪」

　軽い口調で呟いていたルリの表情が──動画の少女を見つめて、不意に沈む。そして先ほど、夜侘に突つき付けられた小さな『火』を思い出し、軽く身み震ぶるいした。

「……ホーント、『異能』なんて、そんなイイモノじゃないんですよー……ねえ？」

　動画の少女に問いかけるも、返ってくるのは、機械の無機質な駆く動どう音おんだけだったが。








　04　はぅぅ……エンターキー『ッターン』ってするの気持ちいいですぅ……







　隆たか良ら達が図書館でアリアの講義を受けた、その翌日の正午──街中にて『アウトロー』の出しゆつ没ぼつが確かく認にんされた。

『日の出ている時刻からとは、珍めずらしいな……全く、堂々たるものだ』

　通信から隆良達に向けて、アリアの呆あきれ気味な声が届いてくる。更に付け加えて、現在状じよう況きようを伝えてきた。

『アウトローの数は、今回なんと三名……彼らの個人情報は政府が既に得ているが、互たがいの間に血けつ縁えん・交友関係は見当たらなかったらしい。つまり、他人同士だというのに組織的行動を取っている、と見て間違いないということだ』

「……つまり、ヤツらは恐らく……」

『うむ、隆良くん……《再世リ・バースデイ》だろうな』

　ついに来た──これまでは『タマちゃん』のように相手が一人だったり、『ゴリラとカエル』のように複数人と戦うことはあっても組織的な相手ではなかった──しかし今回は、違う。互いに組織同士、多対多の、いわば本当のチーム戦といえる。

　とはいえ数的には、三人のアウトローに対し、隆良達は五人。数の上での優位性は、プレッシャーをある程度は緩かん和わしてくれているようだった。

「ううう、だ、大だい丈じよう夫ぶかな、アタシ達、上う手まくできるかなぁっ……!?」

　──プレッシャーを全く受け流せていない夜よ侘わびには、少し不安は拭ぬぐえないが。

　この辺り、堂々としている沙さ凪なぎを見習ったほうが──

「にゅふふ、わたくしに任せれば万ばん事じオッケーですの！　安心しますの！」

　……こちらは、少しくらいプレッシャーを感じたほうが良いかもしれない。

　それはともかく、アリアは追加情報を伝えてきた。

『三人組のアウトローは現在、うちの組織の諜ちよう報ほう員いんに尾び行こうされていたことに気付き（正確にはワザと気付かせたのだが）人通りの少ない裏路地に逃にげている。彼らの確保は、政府公認ストレンジャーに任せられているから──ここからは、我々の仕事だ』

　そこで軽く言葉を区切り、アリアが改めて気を引き締しめるよう促うながす。

『油断はするなよ、皆みんな──今回は、いつもと勝手が違う。今までのようにチームがバラバラのままでは危険だぞ。全員、協力して敵に当たるのだ』

「ふっ……任せておきな、アリア。慎しん重ちように、だろ？　分かって──」

「大丈夫ですよーっ、なんてったって、隆良さんがいるんですしっ♪」

「う、うおっ!?」

　いきなりルリにまとわりつかれ、隆良が言葉を止めてしまう。ルリの楽観的な発言と行動に、魅み神かんが苛いら立だったような声を上げた。

「ちょっとっ……油断するなって言われたばかりでしょ！　遊んでんじゃないわよ！」

「えー、これはルリなりのモチベーションの上げ方ですよー。ほら、緊きん張ちようばっかりしてたら、力が発揮できないこともあるじゃないですかー。少しはリラックスしなきゃ♪」

「っ……ああ言えば、こう言う……！」

　苛立ちがどんどん上うわ塗ぬりされていく魅神──アリアもこれには溜ため息を吐つくしかないが、今は必要な情報を伝えることに努めた。

『……アウトローの中で能力が割れているのは、一人だけだ。非常に若く、歳としは十歳。通つう称しよう《風の子》──その名の通り、風を操あやつる能力でだな』

「────な、なにぃ!?」

『!?　隆良くん、どうした!?』

「あ、い、いや……何でもない、続けてくれ……」

　平静を装よそおう隆良だが、その心中には──『風を操る』能力者への嫉しつ妬とが渦うず巻まいていた。

（しかも、しかも『風の子』て……『風の申し子』みたいなぁぁぁ……!?）

　ギリリ、歯を噛かみ鳴らすアホ……もとい隆良は置いておき、アリアの説明が続く。

『ええと……しかしまあ、風を操るとはいえ、カマイタチのような小さな切り傷を与あたえる程度のことしかできない。風を操るというデタラメさからＣランクとされているが……危険度自体はＤランクといったところかな』

「おっしゃぁ！　ざまぁぁぁぁぁ！」

『隆良くーん!?　本当にどうした、何か変なキノコでも口にしたのか!?』

　訳の分からない喜び方をする隆良に、アリアは戸惑いながらも声を送ってくる。

『と、とにかくだな……後の二人は、大まかな個人情報はともかく能力は分からない。能力を検査する前に逃げられ、今に至るというタイプのようだ』

「なるほどな、能力が分からない以上、十二分に警けい戒かいしとくぜ。とりあえず『風の子（笑）』はそこまで脅きよう威いじゃないって分かれば……まあ、後の二人によく注意すればいい話だ」

『うむ……頼たのもしいな、隆良くん。しかし何度でも言うが、油断は禁物だぞ。また、危険だと思ったら逃げても構わない。咎とがは全すべて私が負う』

「おいおい、過保護だな……まあ、咎なんざ負わなくてもいいよう、完かん璧ぺきに仕事をこなしてやるよ。ふっ……大船に乗った気でいるんだな、アリアよ……」

　大たい言げんを吐く隆良に、しかしルリからは黄色い声せい援えんが上がってくる。

「きゃーっ、隆良さん、カッコいいー♪」

「ふっ……よせよせ、当たり前すぎることを言うのは……」

　ルリを片かた腕うでにまとわりつかせながら、格好つけてポーズを決める隆良──それを見ていた魅神は、苛立たしさに眉まゆ根ねをひそめ、

「実力も伴ともなわないくせにっ……怪け我がしたって知らないんだから！　ふんっ！」

　積もりに積もった鬱うつ憤ぷんを声に変えつつ、そっぽを向いた。







　アウトロー三人組を追つい跡せきし、彼らの隙すきを窺うかがう隆良達──時折《風の子》がカマイタチのような風の刃やいばを放ってくることはあったが、十分に距きよ離りを取っていることもあり、隆良達は誰だれ一人ひとりとして傷を負っていなかった。

「……楽勝かもな。おっと、油断は禁物か」

　一人の状況で、気を引き締める隆良──包ほう囲い網もうを作るようにして追跡する面々は、局地的に見れば単独で行動しているように見えるだろう。しかしアウトローが痺しびれを切らして反はん撃げきに転じてくれば、他に追跡している面々がその隙を、左右ないし出来れば背後から突く。隙を見せなかったとしても、いずれは包囲網の完成だ。

　通信によってアリアが隆良達に送ってくる指示は、完璧──一寸ちよつとの狂くるいもない。

　相手が反撃に転じるか、包囲網が完成するか──アウトロー達にすれば、既にほとんど詰つんでいるような状況で、彼らはとうとう行動に出た。

『隆良くん、止まれ──ヤツらが、足を止めた』

　アリアに言われた通り、足を止める隆良──結果、現時点で敵と最も接近しているのは隆良となり、相手の声を直接聞くことになる。

「……ここは俺が食い止めーる……お前らは逃げーろ」

　三人組の中で唯ゆい一いつの男性──大おお柄がらで、やや特とく徴ちよう的な喋しやべりをする彼が促すと、他の二人は言われた通りに逃げ出した。

『……ふむ、一を捨てることで、他の損失を避さけるか……存外、相手も冷静だな』

「ああ……思った以上に徹てつ底ていしてやがるな。組織ってだけはあるぜ……」

　隆良とアリアが感心していると、一人残ったアウトローは注意を引き付けるように身み振ぶりしながら挑ちよう発はつしてきた。

「さーあ、かかってきやがーれ、政府公認ストレンジャー……ここーは、俺が一歩たりとも通さないーぜ」

「へっ……上等だ、覚かく悟ごしやがれっ！」

『！　隆良くん……援えん護ごが来るまで時間を稼かせぐだけでいい。無理はするなよ!?』

「分かってるって、安心しろよ！」

　堂々と姿を見せた隆良に、ニヤリと笑えみを見せるアウトロー──

「男だーぜ、お前……その度胸を称しようして見せてやーる……これが俺のチカーラ！」

　スゥ──アウトローが大きく息を吸い込んだ次の瞬しゆん間かん──咆ほう哮こうが、轟とどろく。

「バオォォォォォ！」

「──!?　くっ……な、なんだ？　ヤツの身体が光って……何が起こるってんだ!?」

『！　こ、この発光は……』

　隆良達の装着しているアリア特製の小型通信機には、これまた超ちよう小こ型がたながら高性能のカメラが取り付けられている──現場の映像は、アリアにも届いていた。

『まさか、ヤツがあの……《金こん色じき獅し子し王おう》!?』

「!?　な、なんだその大物感バリバリの通称っ……アリア、ヤツは一体、何者なんだ!?」

『う、うむ、ヤツは……』

　アリアが通信で説明しようとするも、《金色獅子王》は構わず叫さけび続ける。

「ズッアァァアァァァ！　ウォォォォン！」

「くっ……あの野や郎ろう、更さらに光が強くっ……何なんだ？　一体、何が始まるって……!?」

『……アレだけだ、隆良くん』

「…………へっ？」

　アリアの一言に、隆良が調子の外れた声を漏もらすと──アリアは説明を加えてきた。

『《金色獅子王》……能力は《叫ぶと身体が光る》というモノ……ランクは、Ｅだ……』

「……あ、そうなんっ……ッスかぁ～……」

『……うむー……あ、それと、叫びに感情が乗れば乗るほど、強く光るらしいな……』

「あー……なるほどー…………んじゃまあ、適当に捕ほ獲かくってことでぇー……」

『おー……あ、油断はするなよー……』

　大いなる肩かた透すかしにテンションだだ下がりの隆良は、Ｅランクで超微び妙みような能力なのになぜ『金色獅子王』などと仰ぎよう々ぎようしい呼び名を付けた、とツッコむのも忘れ、叫び続ける彼へ向けてとりあえず『異能』を放とうと手の平を向けた。

　が、しかし──そこで隆良に向けて、あらぬ方向から幼い少女の声が飛んでくる。

「──させるかぁぁぁっ！」

「なっ──？　うおっ、危ねっ！」

　叫び声に続けて襲おそい来るのは風の刃──放ったのは『風の子』だ。少女の姿を視認して、『金色獅子王』が目を見開く。

「!?　バカヤロォーイ！　逃げろって言っただーろ!?」

「まぶしっ。……で、でも、だって……」

「黙だまりやがーれ！　いいからガキは、さっさと逃げろーや！」

「まぶしっ、まぶしっ。……うう、わ、分かったっ……」

『金色獅子王』に促されるまま逃げ出す『風の子』──そうは行かない、と隆良が追いすがろうとするも、

「待ちやがーれ！　お前らの相手は、こーの俺だぁぁぁ！」

「うお、まぶしっ。くっ……鬱うつ陶とうしいヤツだぜ！」

「へっ……俺の取って置きーだっ……最大級の閃せん光こう、喰くらいやがーれっ……！」

　すう、大きく息を吸い込んだ『金色獅子王』が──咆哮する──！

「少女サイコォォォ───ッ！」

「ぐぅっ……な、なんて叫びだっ……！（色んな意味で）」

　どれほどの気持ちが乗っているというのか、目も開けていられないほどの凄すさまじい閃光である。が、しかし──そこに割り込むのは、もう一つの閃光。

「何をトロトロやってんのよっ……どきなさい！」

　左手で目元を覆おおって影かげを作りながら割って入ったのは、魅神──足を電気に変えて超ちようスピードを発揮する『雷らい迅じん』で、あっという間に『金色獅子王』の懐ふところに潜もぐり込んだ。

「ふんっ、目を眩くらませるためだけなんて、下らない能力ね……私なら、そこへ更に攻こう撃げきを加えることが出来るわよ。ほら、見せてあげる──」

「……!?　魅神、待て、おいっ……！　んな全力で!?」

「────『雷らい塵じん』！」

「少女サイコォ……う、うぎゃぁぁぁぁっ!?」

　放たれたのは、片腕でとはいえ最大出力の『雷塵』──『金色獅子王』は、為なす術すべもなくその場に崩くずれ落ちるしか無かった。

　その無残な有様に、隆良も思わず同情の声を漏らす。

「お前なっ……何も全力でやるこたーねーだろ!?　もっと手加減してだなぁ……」

「ふんっ……何を甘いこと言ってるのよ、バカ隆良」

「俺がトドメを刺させるよう、ギリギリ気絶しない程度に抑おさえろよ！　じゃねーと俺が目立てねーだろがぁぁぁ！」

「そんなの知らないわよ！　心の底からバカなんじゃないの!?」

　隆良の発言に、尤もつともな答えを返す魅神──そんな二人に、女性の高い声が届く。

「はっ──やれやれ、随ずい分ぶんと仲がよろしいのねぇ？　感心しちゃーう」

「……何よ、アンタ……」

　イラッ──と明らかに表情をしかめた魅神に、二十代も半ばと思おぼしき大人びた女性が、馬ば鹿かにしたような笑みを浮うかべつつ語りかける。

「あなた、あの有名な『雷らい神じん』さんでしょぉ？　どんなヤツなのかと思ったら、自分の感情も制せい御ぎよできず、男の子の一人も手玉に取ることもできないような小こ娘むすめだったなんてねぇ……案外、大したことないのね、つまらないわぁ」

「……っ、ふ、ふふっ……大きく出たわね……いいわ、後こう悔かいさせてあげる」

　苛いら立だちのまま簡単な挑発に乗ってしまう魅神へ、そこで隆良が横から口を出す。

「！　おい、待て魅神！　お前の機動力なら『風の子』を追えるだろ!?　コイツは俺に任せて、お前は『風の子』を──」

「うるさいっ！　バカ隆良のくせにっ……私に命令するなぁっ！」

　感情のまま叫んだ魅神が、対たい峙じするアウトローの女性に向かっていき──電撃を繰くり出そうと腕うでを振ふり上げる。

「大したことがないかどうか、その身に教えてあげるわっ……！　喰らいなさっ──」

　が、魅神が腕を振り下ろそうとした瞬間──アウトローの姿は霧む散さんして消えてしまう。

（……ダミー!?　まさか……分身を作る能力!?）

　魅神が敵の能力を推測するのとほぼ同時に、物もの陰かげから女が飛び出してくる。

「もらったっ！　いくら『雷神』でも、生身を刺されりゃ一たまりもないでしょぉ!?」

「くっ……ナメるんじゃっ……ないわよっ！」

　ナイフを突つきだしてくるアウトローへ、咄とつ嗟さに電撃を繰り出し迎むかえ撃うつ魅神──それでも魅神のほうが速いか、と思われた瞬間、しかし三人目が割って入る。

「はーい、隙ありーっ♪」

　現れたのは、ルリ──何やら輪っか状の物体を四つに分解したようなものを、アウトローの四方にバラまき──手て袋ぶくろを外した右手で、そのうちの一つに触ふれる。

「チェックメイト──って感じカナ♪」

　声を発するとほぼ同時に、物体は『巻き戻もどる』かのごとく、人がくぐるには小さすぎる輪の形を作り──アウトローの身体からだを両腕ごと締しめ付けた。

「いっ……痛つうぅぅぅ!?」

「はい、捕獲完かん了りようですー。ルリの持ってる鍵かぎがないと、それ開かないので諦あきらめてねー？」

　締め付けられる痛みに膝ひざをつき、そのまま転げ込んだ彼女が──身をよじって何とか痛みを軽減し、声を張り上げる。

「このっ……外しなさいよ、外せ、この小娘ぇ！」

「……さーてとっ、残るターゲットは、あと一人ですねー♪」

「ぐぅっ……！」

　もはやルリは、アウトローを見ておらず──魅神に視線を移していた。

「『雷神』さん、危なかったですねー……大だい丈じよう夫ぶですかー？」

「なっ……よ、余計なことしないでよ……あれくらいなら、私は負けたりなんてっ！」

「まあまあ、確実を期しましょうよー？　それより今は、あと一人を捕つかまえましょー♪」

「くっ……わ、分かってるわよっ！」

　少しのわだかまりを残していた魅神だが、ルリの言うことは正しい──隆良もまた、ルリの『異能』の使い方に面食らいつつ、捕獲任務に集中しようとする。

「……ルリのヤツ、自分で言ってたよりずっと使い勝手の良さげな能力じゃねーか……ま、まあともかく……『風の子（笑）』を捕まえるか」

『待て、おかしいっ……どういうことだ!?』

「？　おい、アリア……どうした!?」

　通信機越ごしに隆良が尋たずねると、アリアが明らかに焦しよう燥そうした声で答えてくる。

『アウトローの反応を、ロストした──!?　どうなっているっ……!?』

「なっ──なんだって!?」

　周囲を探さぐるも、確かに『風の子』の姿は無い──と、そこで包ほう囲い網もうを狭せばめつつ接近していた夜侘が、隆良達と合流した瞬間に声を上げた。

「隆良──う、上だよっ！」

「……!?　上だと!?」

　夜侘の指差す上方──隆良の目に映ったのは、空を飛んで逃にげる『風の子』の姿。

「あのガキ……風を操あやつって空まで飛べるのかっ!?　くそっ……もうあんなトコまで！」

　障害物を飛び越こえ、最短距きよ離りで逃げていく『風の子』に、魅神も焦あせりを隠かくせない。

「わ、私が『雷迅』で追いかけてっ──」

『待てっ──危険だ、深追いするな、魅神！』

「あっ……う、くうっ……！」

　強い語調のアリアの制止に、魅神もその足を止めるしかない。

　そして夜侘と同様、包囲網を狭めつつ遅おくれてやって来た沙凪も声を上げた。

「わたくし、参上ですのーっ！　さあさあ、神しん妙みようにお縄なわを頂ちよう戴だいし──にゅふ？」

　上空を『風の子』が飛び去っていることに気づかない沙凪──きょろきょろと周囲を見回す彼女は放置し、『風の子』の姿が完全に見えなくなったことで、隆良が悔くやしそうに歯を噛かみ鳴らした。

「任務……失敗だ。……チクショウッ！」

「っ……！」

　任務失敗──その重い響ひびきを耳にして、魅神は悔しそうに俯うつむくことしか出来なかった。







　組織の一室にて、チーム全員の前でアリアが状じよう況きようを報告する。

「『風の子』の行方ゆくえを、完全に見失った……アウトロー三名のうち、二名を捕まえたとはいっても、今回の任務は失敗……ということになる」

「……くそっ！」

　不ふ甲が斐いなさに机を叩たたく隆良。アリアは軽く目を伏ふせ、何やら文書を書きながら続けた。

「……『風の子』が空を飛ぶことが出来るなど……いや、能力が成長して出来るようになったのかもしれんが、それを予測できなかったのは私のミスだ。責任は、全すべて私にある。今回の件に関してはあまり気にし過ぎず、キミ達は次の任務に備えてくれ」

「……アリア、怒おこらないのかよ？　どう言ったって、現場で対処できなかった俺達のミスだってのは、明らかだぜ？」

「いいや、キミ達はよくやってくれていたさ。問題があったとすれば、私が──」

　アリアが言いかける直前──魅神が、勢いよく立ち上がった。

「違ちがう！　一番悪かったのは、私でしょっ……!?　私が、あの時ちゃんと……！」

「……魅神、落ち着くのだ。あまり自分を責めるな」

「でもっ！　っ……！」

　アリアが宥なだめるも──魅神はそのまま部屋を出ようと駆かけていく。

「ごめんなさいっ……ちょっと、外の空気を吸ってくるから」

「……魅神、あまり、その……変に思いつめるなよ？」

「……分かってる、ありがと、アリア……ごめんなさい」

　礼を言ったそのままの口で謝り、部屋を飛び出して行く魅神。そんな彼女を思ってか、アリアは心配そうにしながらも、目の前にいる隆良達に語りかけた。

「魅神が言った通り、彼女も分かっているのだ……あの時、隆良くんの命令通りに『風の子』を追っていれば、恐おそらくアウトロー全員を捕まえることは出来ただろう。チームプレイを無視し、それが原因での失態……そして今回の件は、長く政府公認ストレンジャーとして様々な任務に携たずさわっていた魅神にとって、実のところ初の任務失敗なのだ」

「へっ……？　マジかよ。今まで一度も、失敗したことなかったのか？」

「ああ、危なかったことはあったがな……っと、よし、報告書の作成は完かん了りようだ」

　今まで書き綴つづっていた手を止めたアリアが、その報告書を控ひかえていた黒服に手て渡わたす。

「黒服Ａ……上層部には、この内容で送っておいてくれ」

（……あ、アルファベットで呼こ称しようされてるー!?）

　なかなかヒドいアリアに、隆良も思わず戦せん慄りつするが、しかし黒服は従順に頷うなずいた。

「了りよう解かいです。……あと、自分はＢのほうです」

（しかもそれでいて間違えてるー!?）

「あ、そうなのかー……すまんね」

（おいアリアァァァ！　もっと真しん摯しに謝れ！　軽すぎんだろぉぉぉ！）

「……いえ……いつものことなので……」

（ううっ……ヤベェ、なんか涙なみだ出そう……）

　もはや従順さが見ていて悲しい。しかしアリアはそんなことを気にする様子もなく、隆良達に魅神の件での話を改めて続けた。

「魅神は初めての任務失敗で、多大なショックを受けているはずだ。人一倍、責任感が強く繊せん細さいな子だからな……皆みんなもあまり、彼女の今回のミスは、責めないでやってくれ」

「あー、まあ、変に神経質なトコあるからな、アイツ。その割に人の話は聞かねーけど」

「ふふっ……それにはまあ、彼女なりに思うところが色々あるのさ。特に、隆良くんに対してはな。……さて、それはともかく……今回の『風の子』に関しては、こちらで何とか追つい跡せきしよう。『風の子』の居場所が判明したら、すぐにでも捕まえに行くぞ」

「おお、分かってら。……ていうかよ……『風の子』って、なんだかなぁ」

「？　どうした、隆良くん」

「……いや、今回の『風の子』って通つう称しよう、なんか呼びにくい感じがしてコレ……しかも微び妙みように和なごむっつーか、緊きん迫ぱく感でねーんスけど。今度はどういう由来なんだよ、アリア？」

「……む、分からないか？　やれやれ……彼女は十歳の少女、というのがヒントだ。簡単なことだぞ。いいか？」

　人差し指を立てたアリアが、隆良に問う。

「子供は？」

「『風の子』──ってやかましいわっ！　もうアリアには任せらんねぇ！　あの『風使い』のことは『扇せん風ぷう機き』から取って『ファン』って呼ぶことにすっからな！」

「むむっ、何だその場当たり的かつ適当で、何の可愛かわいげも無い呼び名は。そんなのでは、皆だって納なつ得とくしない──あ、あれ、皆？」

「…………」

　どうやらアリア以外、文句は無いようだった。一人納得のいかないアリアはスルーされ、今回逃がしてしまった『風使い』のアウトローは『ファン』と呼ばれることになる。

（……まあ、俺を差し置いて風を使いやがるようなヤツは『扇風機』で十分だろ……）

　隆良の微妙な私情も、かなり混じってはいたのだが。

　さて、そんな微妙な私情はさておき──アリアが隆良に尋ねた。

「……隆良くんが『タマちゃん』の時に、彼女と魅神の間に割って入ったのは、魅神がやり過ぎてしまわないようにという気き遣づかいか？　先ほどの任務、魅神が『金色獅子王』に『雷らい塵じん』を放った時の様子を思うに──そう見えたのだが」

「……何のことッスかねぇー？　そん時にも言ったじゃん。俺が目立てないから、それが気に食わないんだっつーの」

「なるほど、照てれ隠しなのだな、うん……ではやはり、そういうことだったか」

「……やっぱ、人の話聞かねーな……まあ、そんなヤツだよ、お前はさ……」

　ガックリと肩かたを落とす隆良──ちなみに気遣いがどうこうという真実は、アリアの言う通りが半分、隆良の言う『目立ちたい思い』半分──といったところだ。しかしアリアはほぼ一〇〇％魅神のためだと思っているらしく、隆良に極上の微笑ほほえみを投げかけた。

「生き真ま面じ目めすぎて必要以上にやり過ぎてしまうことの多い魅神を、上う手まく抑よく制せいできるよう導き──ついでにアウトローの身も心配してやったのだろう。ふふっ、さすが『ヒーロー』を目指す男……並では出来んぞ。やはりキミは、実に好ましいな」

「…………」

　アリアに開けっ広げに称たたえられ──『目立ちたい思い五〇％』をひた隠し、隆良がニヒルな笑みを浮うかべる。

「ふっ……まあな、チームのリーダー兼けんヒーローとしちゃ、あの暴走電動人間兵器の手た綱づなを取ってやるのは当然さっ……大したコトじゃねーよ」

「ふふっ、さすがだな……とはいえ、まあ……『タマちゃん』ごと魅神にゲルをぶっかけた変態プレイは、言い逃のがれできないけどな……アレは本当に、エグかったな。若さゆえの過ちといっても、なかなかあんなプレイには及およべんぞ」

「…………」

　バッチリ、いつものように上げてから落とされる隆良──そんな彼が肩を落としていると、珍めずらしく静かに座っていたルリが何やら呟つぶやく。

「隆良さん、そうなんだー……うん、なるほどっ♪」

　そしてルリがおもむろに立ち上がり──そのまま、部屋を出ようとした。

「んーっ……ルリもちょっと、外の空気吸ってきますねー。ちょっと疲つかれちゃったっ」

「ん……そうか、分かった。それなら……今日のところは、解散にするか」

「はーいっ、了解ですー♪」

　元気よく返事してから、部屋を出て行くルリ──それを見送ってから、アリアも部屋を出ようとする。

「さて、私は研究室で待機し『風の子』の行方を探るが……キミ達はどうする？」

「ん、俺はもうちょっと、ココでグダグダしてるよ。割と居い心地ごこちいいからな、ココ」

　隆良に続いて、夜侘と沙凪も答える。

「あ、アタシも……もうちょっとグダグダしてますっ。グダグダしたいですっ……！」

「わたくしもですの！　お嬢じよう様さまの日課、グダグダタイムの始まりですのーっ！」

「そ、そうか……まあ、グダグダしすぎて溶とけんよう、ほどほどにな……？」

　グダグダ、大人気である。そろそろ言葉通りグダグダになってきた（特に沙凪）面々に変な心配をしつつ、アリアが改めて部屋を出た。







「……はあ、何やってんのよ、私……」

　ストレンジャー対策課研究室の屋上にて、幾いく度ど目かの溜ため息を吐つく魅神──隆良の言うことを聞かず、一人で突つっ走ぱしってしまったため、引き起こしてしまったミス──それを思うたびに、無意識のうちに溜め息が漏もれ出してしまう。

「はあ……バカじゃないの、バカ、バカ……バカ魅神……」

　バカを繰くり返し、自責する魅神──に、背後から声を掛かけてくる少女が一人。

「あれーっ、『雷らい神じん』さんも、ここで息いき抜ぬきですかー？　奇き遇ぐうー」

「！　る、ルリっ……」

「あっ、そんなイヤそうな顔しないでくださいよー、傷ついちゃうー」

　軽い調子で述べるルリに、魅神は何やら警けい戒かいした表情を作った。

「……何よ……無様な私を、笑いにきたの？」

「ええっ、ルリ、そんなヤな子じゃないですよーっ。ホントホントっ♪」

「……はあ、もう……別に、どうだっていいわよ……」

「……『雷神』さん、ヘコんでますねー……大だい丈じよう夫ぶですかー？」

「……アナタには、分からないでしょうよ」

「そりゃあ、教えてくれなきゃ分かりませんよー。話さないと、気持ちなんて伝わらないんですよー？　ほらほら、ちょっと話してみましょうよー。楽になりますよー？」

「……何よ、アイツみたいなこと言って……」

　ぶすっ、と拗すねたような表情で呟いた魅神が──しかしそのまま、語り始める。

「……私は子供の頃ころ、政府のストレンジャー教育施し設せつに入って、能力が強くなって……公認のストレンジャーとして、任務に当たるようになったわ。嬉うれしくなんてなかったけど、それでも任務を達成したら、皆が私を褒ほめてくれた……それも、本当は嬉しくなかったんだけど……でも、私は自分の『異能』に理由が欲ほしかった。私は自分の『異能』が嫌きらいだけど、そんな嫌いなモノでも、目覚めたのには理由があるんだって……思いたかったの」

　そこで言葉を区切り、魅神は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「けれど──失敗しちゃったら、意味ないのよね。私、自分の『異能』が嫌いなくせに、その嫌いな『異能』に依い存ぞんしていたんだわ。褒められて、嬉しくないなんて言っても……それでもそれが、私にとっては必要だったの……かしらね？」

「……褒められて嬉しくないっていうのは、アリアさんとかからでもですかー？」

「……そ、それは……アリアからなら、嬉しい、けど……」

「あははっ、それじゃそっちが『雷神』さんの、本当に必要としてるものなんじゃないですかー？　でも多分ね、隆良さん達に褒められても、きっと嬉しくなっちゃうと思いますよー？　そんなことにも気付いてないなんて……あははっ、おっかしー♪」

「む、むう……な、何よ、笑うコトないでしょっ！」

　口を尖とがらせた魅神が、しかし直後、自分の言動を省かえりみる。

「……どうかしてるわ、私……アナタにこんな話をするなんて」

「……んー……うんっ、決ーめたっ」

「？　な、なによ……何を決めたの？」

「えへへー……ルリだけ聞くんじゃフェアじゃないからー……ルリのことも、出血大サービスで、教えてあげちゃいますよー」

「は、はあ……？　私は別にそんな……聞きたいなんて言ってないんだけど」

「えーとですねー、ルリの、昔のコトなんですけどー……」

「…………」

　魅神の言葉は聞かず、ルリは勝手に喋しやべり始める。人の話を聞かない子だ──と自分のことは棚たなに上げながら、魅神はとりあえず黙だまっていることにした。

「ルリもね、結構子供の頃……五歳くらいかなー？　それくらいの頃から、ずっとストレンジャーだったんですよ。右手で色んなモノを五分だけ巻き戻もどせて、政府の研究者っていう人にも、珍しがられてたナー……その頃のルリ、ちょっと調子に乗ってたかも♪」

　ニコッ、と明るく笑いながら、しかし次の瞬しゆん間かん──ルリの表情が珍しく沈しずんだ。

「でもねー……今思えばね、バカだったなー、って思うんです。えへへー……ルリのパパとママね、ルリがストレンジャーになってから、実は離り婚こんしちゃっててー……パパがストレンジャー否定派だったみたいでね？　うん、まあ、ルリのせいですねー」

「！　そっ……それは、何て言ったらいいか……」

「あ、全然気にしなくていいですよー。ルリだって、気にしてませんしー。ええと、話の肝かん心じんなトコは、そんなのじゃなくってですねー……ルリ、ママのこと、大好きだったんですよ。結果的に女親だけになって、大変だったはずなのに、ママはルリがストレンジャーでも、大切にしてくれてたから……でもルリは、そんな大好きなママのこと、助けてあげられなかったんですよー」

「……？　それは……えっと」

　どういうこと？　と聞いて良いのか魅神が躊躇ためらっていると、しかしルリは気にすることなく、あっさりと述べた。

「ルリのママ──ルリが十二歳くらいの頃、アウトローの起こした事件に巻き込まれて、大おお怪け我がして死んじゃったんですー」

「────なっ……」

「あははー……アウトローから直接的に攻こう撃げきされた、ってワケじゃないんですけどね」

　思わず絶句してしまった魅神に、ルリはどこか遠いところを見る目をして呟く。

「でも、ほら……ルリの『異能』って、巻き戻すっていう……言ってみれば治すみたいな能力じゃないですかー。だからね、ルリ、必死でママを助けようとしたよ？　身体中の怪け我がを治して治して、あるかないかも分からないような、魂たましいなんていうのを探したりして──生き返るワケ、ないですよねー……それでタイムリミットの五分が過ぎちゃったら……ルリ、もう、その時のコトが思い出せないくらい、取り乱してたらしいですよー」

　本当に思い出せないのだろう。他人ひと事ごとのように言うルリが、遠い目のままで続けた。

「立ち直るまで、大変だったナー……自じ暴ぼう自じ棄きになって、色々と無茶なコトしようとしたり……ホントあの時は、死んじゃってもイイ、って本気で思ってましたもんー」

「……それは……ええと、どうやって、立ち直れたの……？」

「んー……えへへ、それはー……秘密ですーっ♪」

　沈んでいた表情が一転、なぜか嬉しそうに言うルリ──その意味を魅神が掴つかみあぐねていると、ルリはそのままの笑顔で話を切り替かえた。

「とにかくルリねー、そんな感じだったから、自分の『異能』って嫌いでしたよー。何の役にも立たなーい！　って。仲間なんて、その時はいなかったですしー……だから立ち直るのにも、すっごく時間が掛かっちゃった。でもねー」

　そこでルリが、手て袋ぶくろをつけている右手で魅神を指差す。

「『雷神』さんには心配してくれる仲間がいるじゃないですかー。アリアさんだけじゃなく、夜侘ちゃんや沙凪ちゃんもですし……特に隆良さんは、絶対ですよー。知らないでしょ？　隆良さん、魅神さんが敵に対してやり過ぎるのを心配して、邪じや魔ましたり、ブレーキかけたりしてくれてるんですってー」

「えっ!?　そ……そんなはずがっ！」

　ない、と言おうとした魅神を遮さえぎるように、ルリは強ごう引いんに言い切る。

「大事にされてて、うらやましいなーって、ルリ、思いますー。だから、早く立ち直ってくださいね……ルリもちょっと、心配してるんですからー」

「えっ……えっ!?」

「その意外そうな声は酷ひどいナー……まだ日は浅いけど、ルリも仲間なんですからね？」

　言いながらルリは、魅神から背を向け──告げる。

「元気出してくださいねー、じゃないと張り合いないですからー……魅神さんっ♪」

「……！　ちょ、ちょっとっ……」

「はぁーあ……なんか、ちょっと疲れちゃったー。それじゃルリ、戻りますねー♪」

「あっ……え、ええ……」

　言葉通り、戻って行くルリ──そんな彼女を目で見送った魅神は、何やら呆ほうけていた。

「……な、何よ……あの子、私のこと、嫌いなんじゃなかったの……？」
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　いや──ルリは別に、そんなことは言っていなかったはずだ。良く魅神をからかうような言動を見せたり、挑ちよう発はつしたりはしていたが──しかし、嫌いとは言われたことは無い。強しいて言うなら、ルリの言動（主に隆良へのアプローチ）を、魅神のほうが嫌っていた。

　自分が嫌いだから、相手も嫌いなのでは──なんて、勝手な思い込みだったのだろうか。それは、まあ、本心など分かりはしないが──けれど。

「何よ……何なのよ、これ……」

　勝手に嫌っていた相手に、こうして励はげまされたりして──

「私っ……全然、ダメダメじゃないっ……！　う、くうっ……！」

　声を押し殺し、涙なみだを堪こらえようとする魅神だった──




　──と、そんな彼女の口の端はしから漏れ出た声を、隠かくれて聞いている影かげが三つ。隆良・夜侘・沙凪である。

「……隆良ぁ……どう思う？」

「……どうって、何がだよ、夜侘」

「えっと……ルリさんのことも、魅神のことも……」

「……どうもこうもないだろ。ルリの過去にしても、魅神がヘコんでることにしても、俺らに出来ることなんて何もないっつーの」

「そ、それはそうだけど……でもぉ……」

　それでも何か出来ないか、と言いたげな夜侘の横から、沙凪も口を出す。

「全く……もう過去から立ち直ってるっぽいルリはともかくとして、魅神は一度や二度の失敗くらいで、ヘコみすぎですのっ。下ばかり向いてても始まりませんのに……もうちょっと、前向きになるべきですのっ！」

「……へっ、それはまあ、沙凪の言う通りだな。魅神のヤツ、沙凪の無む駄だに前向きでアホなトコ、ちょっとは見習えばいいんだよ」

「にゅふふ、照れますのっ……にゅふ？　あれ、これ、褒められてるんですの？」

　疑問に首を捻ひねる沙凪は放置し、隆良は大きく息を吐はき出した。

「ふーっ……まあ、そんな気にすることもないだろ。今はヘコんでても、時間が経たてばいつも通りになるだろーよ。魅神も、いつまでも沈んでるよーなタマじゃないし」

　分かったようなことを言う隆良に、相変わらず不安そうな夜侘が尋たずねる。

「でも……じゃあもしも、その時間が足りなかったりしたら……どうなっちゃうの？」

「……そうだな、その場合は……」

　少しだけ考えた後──隆良が、ゆっくりと答えを出す。

「……諦あきらめるしかないんじゃね？」

「ちょっ……隆良、頼たよりない～っ……！」

「へっへっへ、ジョークだよ、ジョーク……まあ、何とかなるって」

「うう～……なんかもう、嘘うそくさい～……」

　夜侘の言うことは尤もつともだが──しかし隆良は、ただ笑っているばかりだった。







　政府公認ストレンジャー対策課、室長専用の研究室にて一人──アリアが、自身の前方と左右に設置されている三つのパソコンを、凄すさまじい指捌さばきで同時に操作していた。カタカタとキーボードを叩たたき続けていた指が『ッターン』と音を立ててエンターキーを叩いた後──忙せわしなく動いていたその手が、ようやく止まる。

「……よし、大分絞しぼれてきたか……」

　アリアが探さぐっているのは、逃にげられた『風の子』──改め『ファン』の所在である。この都市において、比ひ較かく的アウトローが出しゆつ没ぼつしやすいとされる所を中心に捜そう索さく網もうを広げており、少しずつ成果を上げ始めていた。見つけ出すのも、もはや時間の問題だ。

　とはいえ完全に捕ほ捉そくしたという訳でもないため、アリアはまるで満足していない。が、しかし、完全に逃げられてからまだ一日も経っていない状じよう況きようで、もう尻しつ尾ぽを掴む寸前に至るなど、常人離ばなれしているにも程ほどがあるのだが。

『ファン』の逃とう走そうルートを数パターンに分けて予測、目もく撃げき情報をつぶさに抽ちゆう出しゆつ、諜ちよう報ほう員いんを指揮して独自の追つい跡せき網──と、それらを駆く使ししていたアリアの顔色が不意に曇くもる。

「……厄やつ介かいなことになったな」

　アリアの表情を曇らせたのは、最後に入ってきた情報。アウトローの少女『ファン』は、何者かと……恐おそらく『再世』の仲間と接せつ触しよくした後、新市街へ消えたらしい。

　新市街とは──文字通り新しい市街地のことで、現行で開発が進められている地域だ。対してアリアがここまで捜索していたのは旧市街のほうであり、こちらは法整備さえ完全に行き届いているとは言えず、やや無法の蔓延はびこっている嫌きらいがあった。

　単純に分ければ、新市街には一いつ般ぱん市民（ストレンジャーを含ふくむ）が多く、旧市街にはアウトローを含めた無法者が多い──もちろん、言う程に単純でも簡単でも無いが、この傾けい向こうはそれなりに確かだった。いつぞやの『タマちゃん』や、今回の『ファン』達と交戦したのも、実のところ、この旧市街に分類される場所なのである。

（……が、しかし、新市街のほうへ逃げられたとなると、面めん倒どうだ……）

　これまでは旧市街に絞って捜索していたものを、新市街まで捜索の網あみを広げるとなると、途と端たんに発見の難度が上じよう昇しようする。単純に、新市街は人口密度が高いのだ。ストレンジャーといえど見た目は普ふ通つうの人間と変わりなく（基本的にはだが）、人の波に紛まぎれられるのは、木を森に隠すのと似たようなこと。

（しかも新市街と旧市街とを含めて、この都市にはストレンジャーが多いからな……ストレンジャーを見つければそいつがアウトロー、という程に簡単なモノでもない。これもまあ、この都市の特色ではあるのだが……）

　隆良達が暮らし、同時に拠きよ点てんとしているこの都市には、他の地方よりもストレンジャーが集まりやすい傾向にあった。それは政府に公認されている者も、アウトローもという意味なのだが、その理由としては、この都市の掲かかげている二つの方針が挙げられる。

　まず一つは『首都機能の移転にも耐たえ得うる都市作り』──言うだけあって、この都市は国内において最さい先せん端たんの設備を費やしている。アリアお気に入りの大図書館もその一つだ。近い未来、本当に首都が移転するのではないかと言われているほどであり、いまだ開発途と中ちゆうでありながら人口も大おお幅はば増加しているが──それに比例して、ストレンジャーも増えてきている。

　そして、もう一つの方針──『ストレンジャーとの共存』というスローガン。それはそのまま、一般人とストレンジャーとの垣かき根ねを取り払はらおうという意味なのだが──そうはいっても当然、無法を働くアウトロー〈の存在まで〉は認めていない。が、しかしアウトロー共は、どうもそれが気に食わないようで、腹いせにこの都市を荒あらそうと企たくらむ者さえいる──とはいえそのほとんどが、旧市街に引きこもっている臆おく病びよう者ものばかりのようだが。

（全く……白を認めて黒を認めないのが気に食わないというのなら、最初から無法など働くな、というのだ。己おのれの自業自得を棚たなに上げて……バカ者共めっ）

　大体、ストレンジャーでなくとも悪事を働く者など認められるはずが無いだろう──とアリアは怒いかりを湛たたえるが、彼女にしてみればアウトローが集まってくることは想定済み。現に『再世』というアウトロー組織の人間も、この都市で目立って活動を始めていた。

（……だからこそ、私には──私達には、『箱庭リトルガーデン』の完成が一刻も早く必要なのだ……）

　決意を秘ひめた瞳ひとみの中に、若じやつ干かんの焦あせりの揺ゆらぎが窺うかがえたが──今は自身の計画よりも、取り逃がしてしまった『ファン』の動向を探るのが先決だ。

「……とはいえ、続報を待つ以外に、今の段階で私に出来ることはないか……いくらなんでも、昨日の今日でヤツらが動くこともあるまいし」

　呟つぶやいたアリアが、疲つかれを和やわらげようとするように大きく伸のびをする。

「んんっ……ふぁっ、はぁ～……隆良くん達の顔でも、見に行くとするか……」

　椅い子すの背もたれに体重を預け、微び妙みように艶つやっぽい声を漏もらした直後──緊きん急きゆう回線によって室内電話が鳴り響ひびく。

「むっ、なんだ一体……おちおち癒いやしも得られないとは……」

　軽く口を尖とがらせたアリアが、手を伸ばして受話器を取る。

「はい、もしもし……どうかしたか？」

『アリア室長──大変です！　あ、アウトローがっ……』

「？　なんだ……落ち着いて、ゆっくりと話せ。えーと……Ｂのほう？」

『Ａです！　いやそれより……今回逃がした《風の子》改め《ファン》が、《再世》を名乗る組織の仲間を新たに引き連れっ……』

「！　こんなにも早く、動きがあったというのか!?　なんだ……何があった!?」

　椅子から飛び起き、問いただすアリア──電話越ごしに息を整えた黒服が、改めて本題を告げる。

『一般市民を人ひと質じちに──とある施し設せつを占せん拠きよし、立てこもったという連れん絡らくがっ……！』

「……なにっ……!?」

『そして、その解決はアリア室長管理下の、政府公認チームに委ゆだねると……上層部から』

「……くっ！」

　不測の事態、という訳ではない──来るべき時が、来てしまったという思い。

　だが、しかし──

（よりによって、今か……！）

　まだまだチームとして未熟で、しかも最大戦力である魅神が意気消しよう沈ちんしてしまっているという現状──こんな時に、これほど危険な任務を突つきつけられるとは。

「……当然か。アウトローも上層部も、こちらの都合などお構いなしだよな……」

『？　あ、あの、アリア室長……どうするので？』

「……行くしかないだろう。隆良くん達を……呼んでくれ」

『は、はい……了りよう解かいしまし──』

　ガチャリ、黒服が言い切るより先に受話器を置いたアリアが、

「──くそっ！」

　ズガッ──と、叩き割る勢いでデスクに拳こぶしを打ち付けた。








　05　サラマンダーのほうが速いルートも作るべきだっただろ……途中までの選択肢マジなんだったんだよチクショウ……







　夜も完全に深まり尽つくした頃ころ、しかしいまだ喧けん噪そうの絶えない場所が一つ。

　アウトロー組織『再世』が数名の構成員で占拠したのは、建設途中の大型デパート──元々は『ストレンジャーとの共存方針を打ち出した記念』として、以前に建設を決定したモノだが──ここを占拠したというのは、『再世』からの皮肉なのだろうか。

　さて、そんな建設中のデパートの一角にて、『再世』の構成員は十名前後の人質を拘こう束そくし、政府に向けて『要求』を突きつけてきていた。

『要求』の内容は──『現在、政府に捕つかまえられているアウトロー達を解放すること』

　当然、そんな要求を受け入れる訳にはいかない。かといって、人質を見捨てることは、政府の立場上できない。つまり、上層部から隆たか良ら達に委ねられた任務は──

「人質を全すべて助け、なおかつアホのアウトロー共を撃げき破はし捕とらえる──んで、作戦の内容なんかは、全て現場任せってことか」

　ややげんなりした様子で呟いた隆良が、夜を徹てつして包ほう囲い網もうを作る警察関係者に目を向けながら、そのままアリアに尋たずねる。

「……警察とかは、こうやって包囲してる程度で、アテにできないんだよな？」

「……旧来からの体制でな、『アウトロー』の名が定着し始めた頃から、ストレンジャーを捕えるのはストレンジャーと、暗あん黙もくの了解のように定まっているのだ……実際、相手の異能によっては近代兵器が無効化されてしまうこともあるし、不確定情報が一つでもある時は政府公認ストレンジャー以外、動かせなくなる……新たに『ファン』が連れてきた『再世』のアウトローは、いずれもその能力が知られていないのだ」

「ふーん……ま、仕方ないか」

　言いながら軽く頭を搔かいた隆良に、アリアは沈しずんだ声と表情で謝罪する。

「……すまない、危険なのはキミ達も同じなのに、キミ達にばかり苦労を掛かけて……」

「別にアリアのせいじゃないだろ、謝るなよ。お前はよくやってくれてると思うし……それに、俺らを信用しろよな。こんくらいの事件、スパッと解決してきてやるからよ」

「……ふふっ、泣かせるなよ、隆良くん……うむ、そうだな。いつまでも沈んでばかりはいられんか。バックアップは私に任せろ……存分にサポートしてみせるぞ！」

「おお、その意気だぜ！　……さて、そんじゃ肝かん心じんの作戦だけどな──」

　話し合いの時間──となった瞬しゆん間かん、沙さ凪なぎが不敵な笑えみを浮うかべつつ挙手した。

「ハイですの！　ここは一つ、華か麗れいなるわたくしの『異能』をもってして──」

「……えーと、作戦だけどな、俺に一つ、考えがある……いいか、よく聞けよ？」

「さ、最近わたくし、スルーされること多いですのー!?」

　ショックを受ける沙凪は絶賛中のスルーで流し、隆良が作戦を述べ始めた──




「──却きやつ下かだ。断固として却下！」

　隆良の述べた作戦は──アリアがバッサリと切り捨てた。彼が口にした作戦の内容について、夜よ侘わびの顔色も青ざめている。

「だ、ダメだよ、隆良……隆良がアウトロー達の前に姿を現して囮おとりになってる間に、アタシ達が裏から潜せん入にゆうして、奇き襲しゆう、人質を救出……そんなの、隆良が危険すぎるよっ!?」

「その通りだ。別の作戦を考えるぞ。そんな方法、認められるか！」

　断固として反対するアリアに、しかし隆良は面倒くさそうに答えた。

「つってもさ、他になんかイイ作戦でもあんのか？」

「だから、それを今から考えようと……」

「そんな悠ゆう長ちようなコト言ってる暇ひまないだろ？　その間に、状じよう況きようが変わりでもしたら──」

　と、隆良が言い終える寸前──デパートから、拡声器を通した声が響いてくる。

『おい、いつまで待たせる気だっ……！　要求を呑のむ気が無いのなら、これから一時間ごとに、人質を一人ずつ……アレしてアレしちまうぞ!?』

　微妙に曖あい昧まいな物言いだが、しかし猶ゆう予よがそれほど無いことは確かだ。

「……つーワケだ。この作戦以外は無いだろ？　上う手まく立ち回れば、成功率はそこそこだと思うし、他に良案は無いんだからな」

　結論付けた隆良に──アリアが、今度は別の視点から食い下がった。

「なら……囮は私がやる！　だから……」

「原則、政府公認ストレンジャー以外はダメなんだろ？　それは責任者でも、『異能』を扱あつかえない限り同じで……いや、つーか責任者の場合、基本的には現場に出ちゃいけないんだよな。全体を見通して、的確に指示を出すために。そうでないと連れん携けいが滞とどこおっちまうし」

「知るか、そんなこと！　責任を問いたければ、いくらでも問え！」

「おいおい……マジで責任でも問われてリストラなんてされたら、誰だれが俺らみたいな『変人の集まり』をまとめられるんだよ？　胸張って自分自身を変人なんて言える奇き特とくな上司なんて、お前以外には、そうそういないと思うぜ？」

「う、ぐっ……し、しかし……魅み神かん、魅神も隆良くんに、何か言ってやれ！」

　アリアが話を振ふると──魅神はどこか悲ひ壮そうな様子で声を上げる。

「私が──私が、囮をやるわ」

「なっ……魅神まで、何を言い出す！　私は、そんなつもりで言ったワケではないぞ！」

「いいの。だってこれは、私のミスが招いたトラブルなんだから……私に、やらせて。その結果、私がどうなろうと、悔くいなんて……」

「……おい、電動バカミカン」

「……え？　バカ隆良、何よ、いつもとアダ名が──ひゃんっ!?」

　振り返った魅神を襲おそったのは、隆良のデコピン──ヒリヒリと痛む額を両手で押さえながら、魅神が隆良へと弱々しく抗こう議ぎした。

「なっ……何するのよ、バカ隆良ぁ……」

「俺を無視して勝手に話を進めてるからだろーが！　ったく……つーか、お前が囮になってちゃ意味ねーんだっつの！　この作戦は、お前の奇襲も考こう慮りよに入れてんだからな!?」

「えっ……わ、私の奇襲を？」

　数度ほど瞬まばたきをした魅神に、隆良が軽く間を置いてから説明した。

「少しは考えろっての。夜侘と沙凪が裏から潜入するとして、どうやって敵を倒たおすんだ。アイツらじゃ、単純に攻こう撃げき力りよくに欠けるんだよ。その点……まあこの世紀のストレンジャー様も、お前の電撃の威い力りよくだけは認めてやってるんだからな。問答無用で速攻喰らわすなら、お前ほど奇襲に適してるヤツも、なかなかいねーよ」

「……攻撃力に欠けるっていうなら、アンタも相当だと思うけど……」

「放ほっとけ！　チッ、だーからお前に奇襲を任せるんだろーが……それに俺だってな、囮になるっつっても、何の保険も掛けないワケじゃないぜ？」

　保険──その一言を拾ったアリアが、隆良へと問い詰つめる。

「……どういうコトだ？　隆良くん」

「だからな……俺のほうでは、ルリを連れてくから大だい丈じよう夫ぶってコトだよ」

「あ、はーい。……え、ええーっ!?　ルリも、囮になるんですかー!?」

　思わず返事したルリが、直後に嫌いやそうな声を上げるも──隆良はすぐさま訂てい正せいした。

「いや、囮になって敵の目を引き付けるのは、俺だけだよ。お前は物もの陰かげにでも隠かくれてろって。お前を俺のほうにつかせるのは、俺が攻撃喰くらって怪け我がした時のためだからさ」

「あ、な、なるほどー……うーん、まあ、それくらいならー……」

「おお、怪我したら治してくれよ。頼たよりにしてるからな……チームの、仲間として」

「！　は……はいー、頑がん張ばりますー！」

　若じやつ干かんの喜色を滲にじませつつ、返事するルリ──そして隆良は、アリアのほうへ向き直る。

「と、まあ──そういうワケだよ。でもルリは表面上の怪我しか治せないっぽいし、ヤバい大おお怪け我がしそうだったら、そうなる前に逃にげるかなんかするからさ」

「……な、なるほど。なんか隆良くん、意外と考えているのだなー……？」

「いやどーした天才キャラ!?　お前があんまり考えてねーコトにビックリだよ！　俺らのリスク減らすことばっか考えすぎて、思考が遠回りしまくってんじゃねーの!?」

「うっ……否定は出来ん……」

「ったく……まあ、撤てつ退たい・作戦変へん更こうのタイミングとか、囮役と潜入役への連れん絡らく役は、お前に頼たよりっきりになるからな。そこはホント、頼たのむぜ？」

「……ああ、任せておけ。絶対にミスはせん……この命に代えてもな……！」

　ギラリ、赤いフレームのメガネの奥で輝かがやくアリアの瞳ひとみ──やや気持ちが入り過ぎている気もするが、それはそれ、隆良は続いて夜侘と沙凪に声を掛けた。

「お前らは、潜入した後は人質を誘ゆう導どうして、解放することに専念してくれよ。無理に戦おうとする必要は無いからな。お前らの『異能』……ぶっちゃけ微び妙みようなんだし」

「微妙って……隆良に言われたくないケド……う、うん、分かったよ……」

「微妙とは聞き捨てなりませんの……でもまあ、隆良様が後で存分にゲルで遊ばせてくれるという条件と引き換かえに、やってあげますの！」

「うん、まあ、ゲルのことは置いとくとしてね？　なんかもう、お前が怖こわい。ゲル中毒なんじゃねーのお前。いつか俺、この件でお前に刺さされる気がするわ」

「にゅふーっ……照れますの。それじゃ、終わった後はゲル遊び決定ですの！」

「聞いてねーし力押しすぎるだろぉぉぉ！　置いとけっつってんのにぃー!?」

　沙凪の爆ばく走そうっぷりに隆良が慄おののくも、まあ何だかんだいって、どんな結果であれ全すべてが終わった後、干ひからびるまでゲルを出させられるのだろう……いや性的な意味ではなく。

　まあ、そんな未来への不安はさておき──最後に隆良は、魅神と向き合った。

「じゃあ、そういうワケだから、お前は夜侘達と一いつ緒しよに潜入しろよ。奇襲はお前に全部任せるからな。ケケケ……リーダー様の命令だ。文句は言わせねぇぞ、ぉ～い？」

　変に神経を逆さか撫なでるような喋しやべり方の隆良に──しかし魅神はいつものように突つっかかるでもなく、自信なさそうな声を漏もらした。

「……でも、私、もし、また……」

「あん？　何だよ」

「……失敗、しちゃったら……」

　漏らした声は力なく、俯うつむいてしまった魅神へと──隆良は盛大に溜ため息を吐ついた。

「……はぁ～あ、ったく、らしくないっつーか、なんつーか……」

「……な、何よっ……私はアンタと違ちがって、繊せん細さいなんだからっ……！」

　何やら言い返そうとしてくる魅神に、しかし隆良はキッパリと言い渡わたす。

「あいにく、さっきのお前の弱音は、俺にゃ全く聞こえなかったな」

「……？　もっと大きい声で言えって意味……？」

「いや何でそーなる!?　俺のこと、どんだけヤな奴やつだと思ってんだお前は！　つかホントいい加減……らしくねーにも程ほどがあるぞ、マジで」

「そ、そんなコト言われたって……」

「……はぁ～、あーもー、くっそー……ったく。……オイ、いいか、魅神……一回しか言わないからな、よく聞いとけよ」

「……え、な、何を……？」

　もったいつけるというより、認めたくないけど認めるしかない──というような口調で、隆良がやや素す直なおでない口を叩たたき始める。

「俺らの中で──まあ、誰が一番『ヒーロー』に相応ふさわしいかっつったらそりゃ俺だけども、でもまあ……攻撃性能が一番高いのは……お前だよ」

「……それは分かってるけど……ていうか、私が一番な部分、別に攻撃性能だけじゃないと思うんだけど……」

「っ……知っとるわい！　つかお前も、そこまで分かってんなら、全部分かるだろうが！　だからっ……つまりなぁ！」

　人差し指を突きつけて──隆良が、思い切り言い放った。




「今この瞬しゆん間かん、お前の力が──俺達のチームには、絶対に必要なんだよ！」




「────！」




　その一言に、目を見開く魅神──隆良はすぐさま後ろを向き、片手でぼりぼりと頭を搔かきながら、その場にいる全員へと述べた。

「あー、くそーっ……そういうワケだからよっ……もう、時間に猶予も無いから……作戦を開始すんぞ、お前らぁ！」

「ば、バカ隆良っ……あの、私……！」

「一回しか言わない、っつったろ。アレ以上は言わせんな……ゲルぶっかけんぞ」

「……ば、バカ……」

　隆良の下品発言（異能的な意味で）のせいかもしれないが、魅神は顔を赤くして思わず俯いてしまう。そんな二人のやり取りを見て、アリアは何やら微び笑しようを浮うかべていた。

「隆良くん……ふふっ、そうだな……サポートは任せろ！」

「ちぇっ……嬉うれしそうに笑ってんじゃないっつの」

「なに……臨時とはいえ、キミをリーダーに据すえたのは、やはり間違いではなかった……と思ってな」

「おお、それはまあ確かに、完かん璧ぺきかつ究極の大正解ではあったワケだけども」

　世よ迷まい言もいつも通り──緊きん張ちようはあまり窺うかがえない様子で、隆良はアウトロー達の占せん拠きよする建物へと歩を進めた。

「じゃ、始めようぜ──お前ら、首しゆ尾びよく進めてくれよな」

「……待って、隆良っ」

　と、呼び止める声が一つ──心配顔を隠さない、夜侘だ。

「隆良っ……気を付けてね。無理なんてしないでねっ……」

「……ふっ、おいおい夜侘、心配すんなって……俺なら大丈夫さ」

　ニヤリ、ニヒルぶった笑えみを浮かべた隆良が、グッ、と夜侘に向けて親指を立てる。

「だから──ここは俺に任せて、お前らはその間に先へ行け──！」

「た、隆良それ死亡フラグー!?　今この瞬間、絶対やっちゃいけないことだよ!?」

「ん、ほんじゃまあ、つーわけで作戦通りによろしくなー。ほれ、ちゃんと後からついてこいよ、ルリー」
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「待って隆良さーん！　ルリ、死亡フラグ立てちゃった人についていきたくないよー!?」

　抗議するルリに構わず、隆良はドカドカと大おお股またで歩いていく。こんな局面でふざける隆良に、アリアと沙凪が声を張り上げた。

「ま、待つのだ、隆良くーん！　せめてこのお守りを左胸のポケットに入れていけー!?」

「隆良様ー！　絶対に生きて帰ってきますのー！　約束ですのよー!?」

「沙凪ちゃん、それも死亡フラグだぞー!?」

「えええマジですのぉー!?　やっちまったですのーっ！」

　不安なんだか盛り上がっているのか、良く分からない面々である。

「え、何この状じよう況きよう……よく分かってない私のほうが、むしろ空気読めてないの……？」

　呟つぶやく魅神だが、ある意味で彼女が最後の良心と言えるのではなかろうか──まあ、それはともかくとして、隆良が警察から拡声器を受け取り、アウトロー達の立てこもる未完成のデパートへ向けて声を放つ。

『あー、あー、テステス。こちらデリバリーでございまーす。今からそっちに《交渉人ネゴシエーター》お届けにあがりますんで、どーぞよろしくー。俺一人だから安心しろよ』

　言うだけ言って、ぽい、と拡声器を警察に投げ渡す隆良。やや軽い調子の彼に不安を覚えつつ、魅神達も慎しん重ちように行動を開始したのだった。







　デパートの内部に足を踏ふみ入れた隆良は、ここではまだ一人だった。さすがに二人一緒に建物へ入るところをアウトローに見られることは得策でない。警けい戒かいされるのを避さけるため、隆良がアウトローと接せつ触しよくし、目を引いている間にアリアがルリへ連絡──隠れながら隆良と合流、という流れだ。

　さて、エスカレーターもエレベーターも止まっているため、階段で上っていく隆良──薄うす暗ぐらい階段を一段ずつ上って行くその途と上じよう、アリアと通信にて情報のやり取りを行う。

「そんでアリア……人ひと質じちは、全員無事なのか？」

『うむ……外から確かく認にんできる限りでも、死傷者どころか軽傷を負っている者さえいない。大事な交渉材料だからか、向こうもかなり慎重に扱あつかっているようだな……』

「……ふーん、ほおー……なるほどねぇー？」

『？　隆良くん……どうかしたか？』

「いーや、別に何でも」

『むう……？　まあ、何でもないというなら、信じよう。それよりも、だ』

　コホン、と通信機越ごしに咳せき払ばらいが聞こえてきた後、改めてアリアの声が続く。

『隆良くん、絶対に無理はするなよ。魅神達が現場に到とう着ちやくするまで、時間を稼かせぐだけでいいのだ。もしそれまでにキミに危険が及およびそうだったら、すぐにでも撤退の命令を出す。命令違い反はんは無しだ……約束だぞ』

「おー、分かってるって。俺だって、命が惜おしくないワケじゃないしな」

『通信はこちらからしか切れないからな。もしも命令違反したら……エロＤＶＤの音だけを、延々と流し続けるからな』

「いや別に命令違反とかしねーよ！　俺を信じてそのＤＶＤを今すぐ叩き割れ！」

『たまに私の喘あえぎ声もお送りするとしよう。まあ、これは個人的なアレだからな……別に命令違反しなくても、随ずい時じお送りしたほうがいいかな？』

「集中できなくなるからヤメロっちゅーの！　失敗したらどーすんだ！」

『む、騒さわいでいる場合ではないぞ、隆良くん……もうすぐ最上階だ。アウトローは目の前だぞ。少しは緊きん張ちよう感を持ちなさい』

「……その注意、納なつ得とくいかねぇぇぇ……」

　悲しみの隆良──は、この際どうでも良いとして、ついにアウトロー達が占拠している一角──最上階へと辿たどり着く。

「はぁぁぁ……さすがに階段だと、しんどいぜ……って、おーおー、これまた分かりやすく荒あらされてんなぁ。何か社会に反感でも持ってんのかねぇ……ってそりゃそうか」

　建設途と中ちゆうというのもあるだろうが、それを差し引いても酷ひどい有様だった。天てん井じようの電灯は所々破は壊かいされて周囲は薄暗く、床ゆかには破は砕さいされたコンクリートがまばらに散らばっている。その光景を、隆良の通信機に備え付けられているカメラ越しで見ていたアリアは、やれやれ、と溜め息を吐いた。

『全く……無む駄だに暴れたモノだ。しかしまあ、今は好都合か……ルリちゃんが潜せん伏ぷくするのには、これくらい荒れていたほうが助かる。デパートの支配人さんには悪いがな』

「おう、そうだな……それで、アウトロー共と人質はどこだ？」

『うむ、もう少し奥へ行ったところ──止まれ、隆良くん！』

「ん？　──っ!?」

　アリアの声で足を止めた瞬間──隆良の足元の床を、風の刃やいばが斬きりつけた。

「また会ったわねっ……あの時は、よくも『金ピカ発光体』さんを……！」

「……お出で迎むかえかよ、扇せん風ぷう機き娘むすめ！（金ピカて……その呼び名は勘かん弁べんしてやれよ……）」

　とうとう敵と対たい峙じし、緊張する隆良──と思いきや、実のところ内心では、風使いに対する妙みようなライバル意識が先走っているだけなのだが。

『落ち着け、隆良くん……まずは状況を整理するのだ』

「ああ、分かってる……さて、と」

　通信していることは極力悟さとられぬよう、話す時は口元を隠かくすなどしていた隆良が、周囲の様子を窺い見る。

　まず目に入るのは、少女である『風の子』改め『ファン』の姿──続けてその周りに、三名のアウトローと思おぼしき男達。彼らの奥には、捕つかまえられている数名の人質達が──その傍かたわらにも、アウトローらしき男が一人配置されていた。

「……さすがに、人質の見張り役は外さないか……当然だけどな」

『ふむ……それにしても、どいつもこいつも知らない顔ばかりだ……よくもまあ、これだけ情報の割れていないアウトローを集めたものだな』

「……ふーん、アリアでも知らない程度のヤツらか……なるほどな」

　隆良が何やら考え込んだ後──そこで更さらに、物もの陰かげから新たに一人出てきた。

「ウォッホン……どうも、ネゴシエーターさん。わざわざお越こし頂いて……こちらの要求にお答え頂けることを期待しても、よろしいのですかな？」

　紳しん士し然とした服装の、紳士ぶった喋しやべり方をする男──「なんだこの変なオッサン」と、つい隆良も思ったが、通信機から焦あせったような声が届いてくる。

『や、ヤツはまさかっ……』

「知っているのか飛ひ燕えん……いや、アリア!?」

『うむ……今、大分シリアスだからツッコまんが、ヤツは危険なアウトロー……《マーキングした一か所を爆ばく発はつさせる》という能力を持つ男だ。一度に一か所限定ゆえ、Ｃランクとされているが……危険性はそれなりのモノだぞ』

「……なるほど、危険だからこそ、名も知れてるってワケか……」

『うむ、その通りだ……隆良くん、ヤツには……！』

　ゴクリ──生なま唾つばを飲み込んだアリアが、改めて注意を促うながす。

『ヤツには……《バック男だん爵しやく》には、気を付けるのだ！』

「……バック、男爵……？」

　その微び妙みようなニックネームを耳にし──隆良の中で、ちょっとした連想ゲームが始まる。

（バック男爵、バックダンシャク……バックダン………………バクダン）

　答えに辿り着いた隆良が、カッ、と目を見開き小さく呻うめく。

「そうかっ……ヤツが『爆発ブラスト』か！　くっそぉ、ブラストめぇ……通り名からして爆発してそうな感じだぜぇ、チックショウ……！」

『？　おいおい隆良くん……バック男爵の間違い』

「ブラストあのヤロウ……！　チョビ髭ひげなんざ生やしやがってバッキャロー……！」

　恐おそらく、そのせいで『バック男爵』などと名づけられたのだろうが、ここは隆良のファインプレーによって『ブラスト』押しとなる。

　まあ、それはそれ──『一か所を爆発させる』という能力、既すでにどこかへマーキングしていることを前提として考えれば、迂う闊かつな行動は取れない──のだが。

「おう、チョビ髭おっさん。交渉の前に確認するが──人質は、無事なんだろうな？」

　あけすけに無礼な口を利きかれ、ブラストも思わず表情をしかめる。

「……失礼ですな、少年。まあ、私は紳士ですからな……これくらいは気にせず、答えて差し上げよう。当然、人質は全員無事ですぞ──紳士として、指一本触ふれていません」

「そーかい……他の奴やつらも同じか？」

「当然──この中では、私が一番上ですからな。私の命令が第一なので」

「……ふーん、なるほどねぇ～……（Ｃランクが一番上、ねぇ……）」

　遠目ではあるが、隆良が見る限り──人質は怯おびえており、それぞれロープで拘こう束そくされてはいるが、怪け我がを負っていそうな者はいなかった。

　それを見た隆良が──ブラストと向き合い、おもむろに尋たずねる。

「それで──お前らの要求って、なんだっけ？」

「おや、お忘れですかな……政府が不当に拘束している我々の同志を解放すること、ですよ。この要求を呑のまないのであれば、人質の安全は保障しかね──」

「ハァ？　…………バァ～～～～～ッカじゃねぇのぉぉぉ～？」

「……なん、ですと……？」

「バカじゃねーのか、って言ってんだよ。人質の安全を保障しかねるぅ？　へぇ、おお、いいじゃん、やってみろよ。ほれ、今すぐな。ほれほれ、どうぞ？」

　無茶苦茶なことを言い始める隆良に、人質達の顔も青ざめ──アリアも通信によって、慌あわてた声を送りつけてくる。

『隆良くん、あまり刺し激げきするな……！　人質はもちろん、キミ自身も危あやういのだぞ!?』

「大だい丈じよう夫ぶだって、アリア。いや……こうやって対峙した今、大丈夫だと確信できたぜ」

　相手には気け取どられないよう、隆良は口元を押さえて小声で喋る。

「アリア、通信で魅神達にも伝えといてくれ」

『？　な、何をだ、隆良くん？』

「おいおい……気付けよな。つかお前なら、すぐ気付けるはずだろ」

　隆良の手の下で──口元が、ニヤリと歪ゆがむ。

「こいつら、全然──大したコトねぇよ」

『…………な、に？』

「ったく……しょうがねーな、まあ見てろよ……」

　隆良が口を押さえていた手を下げた瞬しゆん間かん──ブラストの後ろに控ひかえていたアウトローの一人が声を上げた。

「キサマ、我々を愚ぐ弄ろうしているのかっ……！　いいだろう、それでは今すぐ、人質を一人……しょ、処分してっ……！」

「おお、どうぞどうぞ。で……その後は、どうする？」

「……えっ？」

「えっ？　じゃねーよ。人質を一人処分して……その後、どうするかって聞いてんだよ」

「そ、それは……」

　言いながら、アウトローが意見を求めるように、ブラストのほうに視線を向ける──とはいえ、ブラストも隆良の真意は窺うかがえていないのだろう、沈ちん黙もくを保っていた。

　しかし隆良は、その仕草で、『コイツらは大したコトない』となおさら確信。子供であるファンなどは、おろおろとしているだけだ。

　そして立て続けに──アウトロー達へと、隆良は言葉を投げつける。

「教えておいてやるがな、人質を一人でも傷つけたら、その時点で交こう渉しようは決けつ裂れつ──お前らアウトローは特Ａ級犯罪者として、外で包囲している武装警察隊が取り押さえるという手て筈はずになっている（嘘うそだけど）……幸運だったな、人ひと質じちに手ぇ出してなかったのは」

「なっ……そ、そんな……」「マ、マジかよ……」「聞いてねーぞ、そんな話……」

　一様に慌て始める、ブラスト以外のアウトロー達──つまり彼らは、少なくとも武装した多数の人間相手には、太た刀ち打うち出来ないレベルということだ。

　恐らくブラスト以外は、相手を傷つけることも出来ない小心者揃ぞろい──いや、言ってしまえば能力さえ、はっきり言って大したコトの無い人間ばかりなのだろう。人質に傷一つ付けず『丁てい重ちように扱あつかってしまっている』のが一つの証しよう拠こだった。人質がいなければ、包囲されている現状を突とつ破ぱできないと、自ら吐と露ろしているのも同じ。

『！　そうか……人質を取っているという相手の状じよう況きようを、逆手に取ったのか！』

　そう、アリアの言う通り──人質を取っているという事実を、アウトロー達の行動を制限させる要素とする──今や彼らにとって、人質は重荷でしかないはず。

　ついでにもう一つ、彼らの『異能』が大したコトのない理由として──『アリアが彼らを知らない』という、つまり認知度の低さにもある。ブラストや、ついでにファンは知られており、政府側でも魅神は『雷らい神じん』として異名を馳はせている──能力が驚きよう異い的なほど、好む好まざるにかかわらず目立ってしまい、自然とその名は広まるものだ。

　確かに、まだ見ぬ『再世』のリーダーのような『例外』もあるが、認知度の低い者は『金色獅子王』のような弱い能力者と見て間ま違ちがいないはず──と、ここでそんな認知度の低いアウトローの一人が鉄パイプを振ふりかざし、隆良に向かって威い勢せいよく声を張り上げた。

「ふ、ふんっ……人質に手を出していなかったら、何だという！　だったら、まずは見せしめとしてキサマを血祭りに上げて──」

「おいおい……いいのかい？　俺に『異能』を使わせちまって……後こう悔かいするぜ？」

「なっ……ど、どういうことだ!?」

「はあ……あのな、俺がどうして一人でここに立っているか、想像も出来ないのか？」

「え……そ、それは、どういう……」

「何でもかんでも聞くんじゃねーよ、少しは自分で考えろ──と言いたいところだが、まあ、簡潔に答えてやる。俺は──一人でお前らを駆く逐ちくできるほど、強いからだよ」

「なっ……なにっ!?」

　驚おどろくアウトロー──その横から、ファンが声を上げた。

「そ、そういえば……アンタ、『雷神』と一いつ緒しよに私を追つい跡せきしてたことが……」

「ああ、よく覚えてるじゃねーか……ついでに言うと、その『雷神』は俺の部下だ」

「!?　なっ……あ、あの『雷神』が!?」

（……まあ俺がリーダーなんだし、嘘は言ってねーだろ……）

　やはり『雷神』の異名はそれなりのモノらしく、明らかに動どう揺ようするアウトロー達──しかし往おう生じよう際ぎわが悪いのか、それでも食い下がろうとしてくる者が一人。

「お、お前がどれほど強かろうと……こっちには人質がいる！　優位なのはこちらだ……人質の命が惜おしければ、動くんじゃ──」

　尚なおも人質を盾たてにしようとするアウトローに──隆良が眉み間けんに思い切り皺しわを寄せて凄すごむ。

「だから今この瞬間、その人質がテメェらの首を絞しめてんだろがっ……！　何度言わせるんだ、いい加減それくらい理解しろ、この愚ぐ鈍どん共っ……脳ミソ寝ねてんのかボケッ……！」

「う、ううっ……！」

　心底苛いら立だたしげに、罵ば声せいを口にする隆良──それは相手を威い圧あつし、怯ひるませるためのポーズでしかないが、いつの間にか息を潜ひそめていたルリにも効果的なほどの演技である。

（た、隆良さんー……なんかいきなり怖こわいんですけどーっ!?）

　それほど、隆良の変化は劇的だった──そこまではまだ、飄ひよう々ひようとした物もの腰ごしだった隆良が、打って変わって荒あら々あらしい態度を取っている。

「キサマらの立場を理解しろ、行き当たりばったりのバカ共がっ……！　こっちはキサマら如ごときクズの相手をさせられて、心底イラついてんだよっ……！」

「ぐっ……こ、このっ……」

　アウトロー達は強がっているようだが、尻しり込ごみしているのは明らかに見て取れた。しかしそんな中で、一人のチョビ髭ひげ男だん爵しやくが声を上げる。

「ふむ、なるほど……分かりました」

　前へ出たのは、他と比べればまだ余よ裕ゆうを保っているブラスト──彼は隆良と向かい合い、丁てい寧ねいな物腰で語りかけてきた。

「では、こうしませんか……交渉です。こちらは一人を残して人質を全すべて解放しますので、そちらも今現在で拘束しているアウトローの一部を解放する……その後、包ほう囲い網もうを解いて我々を逃にがして頂き、それから最後の人質を解放する。それで──」

「論外だ。今すぐ人質を解放して捕つかまる以外、お前らに選せん択たく権は無い」

「……ではこうしましょう。アウトローの解放は、こちらが指定するほんの数名で──」

「却きやつ下か。譲じよう歩ほの余地は無い。これ以上、無む駄だな交渉は控えるんだな」

「っ……！　こ、このクソガキッ……」

　紳しん士しぶっていたブラストの表情に、分かりやすく苦みが差す。ここまでは黙だまっていたアリアも、ハラハラとした声こわ色いろを隠かくせない。

『み、見ていて胃が痛むぞ……あまり綱つな渡わたりしないでくれ、隆良くん……』

「そんなに心配すんなって……大丈夫だからよ」

　そう──もはやこの場は、ほとんど隆良のペース。人質を取っている人間に、人質を取っているゆえのリスクを突つきつける。人質を取って優位に立っていると勘かん違ちがいしている者には、よほど効果的だ。人質の命や自身の今後など思し慮りよにも入れないようなイカれた人間性でも無い限り、人質を取るなどすべきでない、と隆良は思う。

（相手が悪かったな、『再世』……ここにいるのは、世紀のストレンジャー……そしてゆくゆくは世界のヒーローになる男、下しも野の根ね隆良……）

　敵と向かい合ったまま、隆良は薄うっすらと余裕の笑えみを浮うかべた。

（囚とらわれた人質を助け出す妄もう想そうなんざ──日常茶さ飯はん事じよ！）

　──妄想一つで、ここまで綱渡りできる精神のほうが、驚異的ではなかろうか。

　さて──そんな『妄想・背水の陣じん』隆良が、馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべる。

「俺の言う通り人質を解放して、大人しく捕まるか。それともあの『雷神』を従える俺と、一戦交えてみるか。それとも……無駄に人質へ危害でも加えてみるか？　更さらに追いつめられるのが怖くないんならなぁ？　さあ、さっさと決断しろよ、愚ぐ図ず共」

　さっさと決断しろ、などと言ってはいるが、隆良にとって、時間を掛かけてくれればくれるほどにありがたい。その間に──魅神達が裏へと回れるのだから。

　が、しかし──ニヤニヤと見み透すかしたような笑みを浮かべる隆良に、苛立ったブラストが、もはや紳士ぶるのも忘れて声を荒あららげる。

「ナメるなっ……！　貴様、我々が人質に手出しできないと高たかを括くくっているから、そんな態度が取れるのだろう!?」

「ほう……だとしたら、どうする？」

「くっ、くくっ……いいだろう、今から人質を半分、この場で処分してくれる……我々を見くびったこと、後悔するがいいっ……！」

「！　い、いやぁ！」「たっ……助けてくれぇ！」「お、俺だけは見み逃のがしてくれぇ！」

　ブラストの発言に、人質達も一様に慌て始める──隆良の挑ちよう発はつが過ぎたのか、これは明らかに、悪い展開ではないか。敵に一人でも思い切りの良い者がいれば、こうなることも予想できたはず──そう、予想できた。

「……くくっ」

　この展開も、隆良には予想の範はん疇ちゆう──笑いを堪こらえ、軽く目を伏ふせながら言葉を発する。

「そうか……残念だな。お前達は……選択を誤った」

「あぁ……？　何を言っている!?」

「分からないなら、教えてやるよ──哀あわれな哀れなキサマらにな」

　無表情で、けれど見下すような目つきで──隆良は言い放った。

「──ゲームオーバーってコトさ──」

「…………な、なにぃ？」

「ふっ……今しがた、連れん絡らくが届いてな。ほれ、俺の耳元を良く見てみろ。通信機がついてるだろ……？　この会話は完全に筒つつ抜ぬけでな、人質を半数処分するというお前の言葉を聞いて、上はこう言ってきたよ」

　片手で側頭部の髪かみをかき上げ、通信機を見せつける隆良──もちろん、上がどうのというのはデタラメだが、隆良は堂々とそのデタラメを口にする。

「現在、政府が拘こう束そくしているアウトロー共を解放すれば、世界に多大な被ひ害がいを及およぼすことは明白──一を得るために、十を捨てる訳にはいかない。よって人質の救出は諦あきらめ──手段は問わず、アウトロー共を殲せん滅めつすべし、とのお達しだ」

「なっ……そ、そんなバカな!?」

　信じられない、と目を見開くブラストに、隆良は憐あわれむように呟つぶやいた。

「バカなコトはないさ……そしてお前らの始末は、俺に委ゆだねられた……同情するぜ。せめて俺の『異能』でなければ、もう少し楽に地じ獄ごくへ行けただろうに……」

「なっ……き、貴様の『異能』とは、一体……」

「おいおい、また馬鹿正直に聞いてくるのかよ……でもまあ、そうだな。あまりにも哀れすぎるから、冥めい土どの土産みやげに教えてやろう」

　ニヤリ、ここ一番の嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべた隆良が──とうとう、それを口にした。

「毒──だよ──」

「……な、に……ど、毒……？」

「そうさ──触ふれれば全てを溶とかし、大気さえ腐くさらせ、一度放てば数年は近寄る事も許されぬ猛もう毒どく──三千世界の神さえ恐おそれ、天と地に忌いみ嫌きらわれし最さい凶きよう最悪の異能──『冥ゲ界リへユのオ旅ー人ン』──少なくともここら一帯、使用者である俺以外、助かる者はいないな……」

「なっ……そ、そんな……」

　アウトロー達が、一層のざわめきを見せる──いや、それは捕つかまえられている人質達も同じこと。もしかしたら助かるかと思えば、アウトローごと毒殺されるというのだ。

　更に隆良は──ダメ押しと言わんばかりに、彼らへと手の平を向ける。

「さあ……分かったら、念仏でも唱えるんだな……俺もお前らと、尊い犠ぎ牲せいたる人質の皆みなさんのため、少しでも早く逝ゆけるよう祈いのっておいてやるよ」

「なっ……ま、待て、貴様……動くな！」

「……動くな、だと？」

　ブラストの言葉に、ピクリ、隆良が眉まゆ根ねをひそめながら睨にらみを利きかせる。

「何を言っている、愚おろか者。動くべきでないのはどちらだ？　命いのち乞ごいをするのは？　勘違いするなよ、愚図めらが。貴様らはこの俺を目の前にした時点で、本来なら首こうべを垂れるべきだったのだ。それが出来なかった浅せん慮りよ──死を以もつて、今すぐ償つぐなえ」

「え、あっ……待て、待ってくれ！　分かった……人質を解放するからぁぁぁ!?」

「信用は出来ないな……それにもう、終わりだよ──ア・ディ・オ・ス」

　ニィィ……口の端はしを一層歪ゆがめた隆良が──ついに、その手のひらから──

　──大量のエグいゲルを、発射する──！

「!!　あ、あれがっ……毒液ぃぃぃ!?」

「み、皆みんな、逃げっ……うあああ、伏せろぉぉぉ!?」

　アウトローも、拘束されている人ひと質じちも、一いつ斉せいに身体からだを床ゆかへ転がす。が、しかし、降り注ぐ大量のエグい粘ねん液えきを、全て避さけ切ることなど不可能──ビチャリ、やや汚よごれめの音を立てて、その場にいる者達の身体へと着ちやく弾だんし──

「ひゃぁいっ!?」

　ついつい、変な声を上げてしまうアウトローの面々──

　…………と、どれほどの時間が経たってからだろうか。

「……………………あれ？　ど、毒は……？」

　一向に毒が、身体を蝕むしばんでこない──いや、触れれば全てを溶かし、大気さえも腐らせるという猛毒とやらは、身体にべっとり張り付いただけで何も起こそうとはしなかった。

　そして、それを放った張本人は──口元を押さえながら、笑い声を漏もらしている。

「プーッ、クスクス……『ひゃぁいっ』？　ねえ今『ひゃぁいっ』つった？　ナニそれナニそれ？　もういっぺん聞かせてみ？　ちょっ、もういっぺん聞かせてみ？」

「な……え？　え、な、つ？」

「ねえねえ、今どんな気持ち？　完全に騙だまされてどんな気持ち？　毒とか本気にしちゃった？　そんな毒あると思っちゃった？　今の心境をカメラに向けて一言ドーゾ？」

「な、ま、まさかっ……お前……騙したのかぁ!?」

「ぎゃーっはっは！　だから言ってんだろ？　今さら気付くなんざトロすぎるぜ！」

　馬ば鹿か笑わらいを包つつみ隠さない隆良に──ブラストの怒いかりが滾たぎる。

「てんめぇ……今までの、全部ハッタリかよ!?　ふざけやがって……ぶっ殺してやる！　人質も全員だ！　もう知ったことかぁぁぁ！」

「ほっほぉ～？　……人質も殺すって、どうやって？」

「決まってんだろ！　おい、お前ら、もう構うなっ……やっちま──」

　ブラストが振ふり向いた──その瞬しゆん間かん、室内に閃せん光こうが走る──！

「なっ!?　部屋の中で、か、雷かみなりが……？」

　眩くらんだ目を細め、慣れてきたブラストが目にしたのは、人質を見張っていたはずの仲間が倒たおれている姿と──身体から電気を迸ほとばしらせている、金色の美少女。

「ま、まさか……」

　毅き然ぜんとして立つその少女に──ブラストの横から、ファンが悲鳴のような声を上げた。

「あ、あれっ……『雷らい神じん』だよぉ───っ!?」

「やっ……やっぱりアイツがぁぁぁ!?」

　一様に恐れの色を見せ始めるアウトロー達──と、彼らが怯ひるんでいるその隙すきに、夜侘と沙凪が人質の誘ゆう導どうを始める。

「え、えっと……皆さん、こっちに……！　アタシ達の指示に従ってくださいっ！」

「このお嬢じよう様さまの高貴なる背中を追うが良いですの。損はさせませんのよ？」

　助けが目の前にあることで、喜色を浮かべて立ち上がる人質の面々。

「うう、良かったぁ……怖こわかったよぉ……特にあのエッグいゲルの人！」

「あ、あの、それは誤解ですよ……あれは演技だったから……」

「ホントにエグかったわ！　毒にしか見えないし、べっとべとにされるし……下品すぎて普ふ通つうに死ねるわ！」

「…………」

　あまり夜侘の弁解を聞いてくれない一いつ般ぱんピーポー達だった──と、人質を逃にがそうとする夜侘達を、アウトローも黙って見逃すはずが無い。

「お、おいお前らっ……待ちやがれ！　俺達を無視できると思ってんじゃ──」

「「……ふっ」」

　しかし不敵に笑うは二人の少女──自分達より大きな男を前にして、怯みさえしない。

「アタシの炎ほのおは、何もかもを焼き尽つくす煉れん獄ごくの焰ほのお──『焼失の悪夢バニシング・ナイトメア』──この世界に灰さえ残さない覚かく悟ごがあるのなら、かかってきたらどうかしら？」

「もちろんわたくしとて、最強レベルの実力者ですの……政府の秘密兵器と呼ばれるこの実力、メイドさんへのお土産にするがいいですの！（メイド喫きつ茶さ推すい奨しよう）」

　堂々たるその様に──完全に身動きが取れなくなるアウトロー。

「ぐうっ……！　しかも片方、メイドとか言ってる……意味分からなすぎて逆に怖い！」

　これも計算だとすれば恐ろしいが、残念、アウトローくんの勘かんぐり過ぎである──そんな勘ぐり男に、ブラストが声を荒らげて命令を出した。

「怯むな、いけっ！　どうせまたハッタリだっ！」

「い、いやだっ……もう、何がホントか分かんねぇよ!?」

「こ、この臆おく病びよう者ものっ……それでも『再世』の一員かっ──」

　叱しつ咤たするブラストに、しかし魅神が冷たい声こわ色いろで口を挟はさむ。

「だったら──まずはアンタが来なさいよ」

「なっ……う、うぐぐっ……」

　魅神に睨まれ、ブラストを始めとしたアウトロー達が身動きできなくなる──それを見計らい、アリアから夜侘と沙凪に通信が入った。

『よし、夜侘ちゃん、沙凪ちゃん──人質達を誘導しつつ、今のうちに離り脱だつするのだ！』

「了りよう解かいっ……うう、怖かったよぉ～……」

「にゅふふっ……何を言っていますの？　ここはチャンスですのっ……わたくしの華か麗れいなる『異能』で、いっちょ敵を一いつ掃そうして──」

「い、いーから逃げようよ、沙凪ちゃんっ……！」

「にゅ、にゅおおぉー!?　ちょ、わたくし今回、全く『異能』使えてないんですのよ!?　は、放すんですの、夜侘っ……お、おのれー、ですのー!?」

　人質を誘導しながら、沙凪を引っ張って退たい却きやくしていく夜侘──人質達の姿が見えなくなってから、今さらとしか言いようの無くなった時、ようやくアウトロー達が動き出す。

「く、くそっ……いくら『雷神』でも、この人数ならっ……」

「そうだ、その通りだっ……！」

　二人のアウトローが、魅神を左右から距きよ離りを取りつつ挟もうとする。挟きよう撃げきの形になって、しかし魅神に気き後おくれは窺うかがえない。

「……実験台にしてあげるわ。かかってきなさい──」

　何やら呟いた彼女が、次の瞬間──電撃のビットを、周囲に展開した。

（……アレは『電撃の結界』……？　いや、なんかいつもと違ちがう？）

　隆良が違い和わ感を覚える通り、まずビットの出力が以前より明らかに上がっている──が、とにかくアウトロー達からすれば、未知の光景に戸と惑まどいつつも対処するしか術すべがない。

「まずは様子見だっ……喰くらえ──『石礫ロツク・シヨツトガン！』」

　放たれる石の散さん弾だん──『タマちゃん』の時と比べれば一つ一つの勢い・威い力りよくは劣おとるようだが、その数は比べるべくもない──のだが。

「──ふっ！」

　その全すべては──魅神の操あやつる電撃のビットによって、叩たたき落とされた──

「なっ──」

　絶句する『石礫』の射手──しかしもう片方を挟んでいたアウトローが、続けて攻こう撃げきを加えようとする。

「だらしねぇな……任せろ、次は俺が──」

「もういいわ……これ以上、得るものはなさそうだし」

「へっ……え、ちょっ……お、俺の出番──へひ？」

　出で鼻ばなを挫くじかれたアウトローが──いや、もう一方のアウトローも、左右同時に目を見開く。網あみのように張はり巡めぐらされていた結界が広がって二人を包み──電撃のビットが、魅神を中心として嵐あらしのように急激な旋せん回かいを始めた。

「ちょ、ちょ……なんだコレ……え、え」「に、逃げられっ……な、なぁぁぁ!?」

　ついに──魅神の『電撃の結界』は、アウトロー二人を包み込み──

「「あーばばばばば!?」」

　──二人同時に、あっさりと倒してしまった。

　電撃のビットを収束させた魅神が、ぼそりと呟く。

「──『雷らい陣じん』──」

（……なぁにぃぃぃ……!?　あんの電動ミカン、更さらに技わざを増やしやがった……!?）

　新技の誕生に、隆良は僅わずかな嫉しつ妬との炎を燃やすが、今はそれどころではない。

「キサマらっ……ふざけやがって……！　特に小こ僧ぞうっ！」

　ブラストが指差したのは、隆良──おちょくられた怒りを叩きつけるように、どういう原理でかチョビ髭ひげを逆立てて威い圧あつしようとしてくる。

「許さん……！　ぶっ潰つぶしてやる、そこを動くなよっ……！」

「あーん？　ぶっ潰すぅ？　お前の『異能』で、どうやってだよ。どこにマーキングしてんのか知らんけど、じゃあお前の言う通り、動かないでやるよ」

「!?　キサマ、私の能力を知って……!?　くっ……ナメるなガキが、ぶっ殺すぅ～！」

　迫せまってくるブラストに、動かないと言ったはずの隆良が一歩だけ後ろに下がる──

「はい、怒りで足元が見えてねぇー……テメーを転ばせんのは超ちよう～楽勝♪」

「なっ……ず、ずべあっ!?　これはさっきの、下品でキモいゲル……!?　いつの間に!?」

「誰だれのゲルが下品で汚きたないだぁぁぁ！　ぶっ飛ばすぞコンナロォ!?」

「バカ隆良……言われて当然よ。とりあえず、どいてなさい──ハァッ！」

　短い一声と共に、薙なぎ払はらうように放たれた電撃──ゲルで足を滑すべらせていたアウトローは、身動きも声を発することも出来ず、甘んじて受けるしかない。

「げっふぉ……う」

　結果──『マーキングした箇か所しよを爆ばく破はする』能力を持つブラストは、その力をお披ひ露ろ目めする暇ひまさえなく、倒されてしまった。

　これにて残るはファンと、鉄パイプを持っているアウトローのみ──が、崖がけっぷちのアウトローは、それでも戦う意志を見せてきた。
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「……見せてやろう、俺の──『破は剣けん』とあだ名されし、この力──ぬんっ！」

『破剣』──そう名乗った男が鉄パイプで地面を突ついた瞬間──耳に痛い振しん動どう音おんと同時に、ドリルのように床ゆかが削けずられる。

　ブラストとファン以外は弱い、と高たかを括くくっていた隆良──これにはビビる。

（……強いけど知られてない『例外』、いたー……しかもアイツ、俺を『見せしめに血祭りに上げる』とか言ってたヤツじゃーん……）

　ちょっとした計算違いに背筋を冷やすが──しかしここで引くのは格かつ好こう悪い。

「ふっ……面おも白しろい、かかってくるがいいさ……なあ、魅神？」

「……はいはい、分かったから、さっさと終わらせるわよ」

　そして始まる、二対二の攻こう防ぼう──ファンの放つ『風の刃やいば』と、『破剣』の猛もう威い。それらを前に巧たくみに立ち回る『雷神』魅神──あ、あと隆良のゲルが飛び散っている。

　そんな攻防を、隠かくれて見守っていたルリが感かん嘆たんしながら眺ながめていた。

（……隆良さん、スゴーい……あのエグいゲルは、まあともかくー……ううん、あんな何の役にも立たなそうなゲルが武器なのに、あんなに堂々とハッタリかますなんて……普通の神経じゃ、あんなコトは出来っこない。隆良さんは、やっぱり普通じゃない……）

「おらおらぁ！　この俺様の力、見せてやらぁぁぁ！」

「ちょっと、邪じや魔まよ、バカ隆良っ！」

　どう考えても凸凹でこぼこなやり取りにしか見えないのに、不思議と息が合っている二人。

（趨すう勢せいは完全に隆良さん達……実質的に敵を倒たおしているのは魅神さんでも、このムードを作り上げているのは、間違いなく隆良さん……場の雰ふん囲い気きを支配し、劣れつ勢せいを覆くつがえし逆転劇を呼び寄せるカリスマ性……隆良さんには間違いなく『素質』がある……）

　そして勝負の結末は、すぐに訪おとずれた。

「がっ……ぐふっ」

　魅神の電撃に倒れる『破剣』──それを見たルリが、

（ねぇ、これー……もう、合格レベルでいいんじゃなーい……？）

　軽く笑えみを浮うかべた──その瞬しゆん間かん──！

「……!?　アナタ、何なのよっ……！　いつからそこに!?」

「！　み、見つかっちゃったー!?」

　一瞬の油断──飛び回るファンに捕ほ捉そくされるルリ。戦せん闘とう態勢のファンは、問答無用でルリに向けて風の刃を放つ──

（あ……うそ、これ、ヤバイかも……）

　すう、血の気が引くルリ──の眼前に、飛び出す影かげが一つ。

「うおっ……ぐ、ああっ！」

「え、たっ──隆良さんっ!?」

　風の刃をモロに喰らい、肩かた口ぐちから血を流す隆良──そんな彼を見て、魅神の表情が曇くもる。

「ば、バカ隆良っ……こんのぉっ──！」

「きゃっ……う、うう～っ！」

　追いすがってくる魅神から、必死で宙を舞まって逃にげるファン──交戦する二人が遠ざかり、ルリが慌あわてて隆良を介かい抱ほうし、右手で傷口に触ふれて治ち療りようをする。

「隆良さんっ……なんで、庇かばったりなんてっ……危ないですよっ!?」

「おー……いや、お前の力を信用してたからだよ。怪け我がしても、死なない限りは治してもらえる、ってな」

「で、でも……ルリの『異能』なんかじゃ、表面くらいの傷しかー……」

「それでも十分、大したモンだよ……おお、スゲーな綺き麗れいさっぱり傷が消えたぜ」

　感嘆した隆良が──すぐさま立ち上がり、ルリへと声を掛かける。

「……お前はさ、『何の役にも立たなーい』って、自分の力を嫌きらってるかもしれねーけど」

「えっ……た、隆良さん、ルリと魅神さんの話を盗ぬすみ聞きしてたんですかっ!?」

「……スゲー役に立つじゃん！　お前のおかげで、助かったぜ……ありがとよ！」

「────！」

　開けっ広げに礼を言われたルリが、思わず驚おどろいてしまう──何と返せば良いのか分からない。ただ、なんだか、嬉うれしい──そんな彼女に、隆良は背を向けて歩き出した。

「あっ……隆良さん、ど、どこにー……？」

「へっ、決まってんだろ……いい加減、さっさと決着をつけに行くんだよ！」

　ニヤリ、笑った隆良が向かう先は、いまだ交戦を続ける魅神とファン──とはいえ、実力で圧あつ倒とう的に劣るファンは、一方的に逃げ回るばかりだった。

「も、もう一度、空中に逃げてっ……！」

「──させねーよ！」

「……えっ!?　きゃ、きゃーっ!?」

　いつの間にか先回りしていた隆良に左ひだり腕うでを掴つかまれ、悲鳴を上げるファン。が、しかし彼女はすぐに持ち直し、ニヤリと笑みを浮かべて見せた。

「ふ、ふふっ……あ、あたしを捕つかまえて、どうする気？　このままだと、アナタも一いつ緒しよに『雷らい神じん』の餌え食じきよ？」

「……ああ、そいつも悪くねぇなぁ？」

「……へっ？　な、えっ……何を」

「魅神っ！　俺ごとコイツを……やっちまえぇぇぇ！」

「なっ──そ、そんなこと、仲間ごとなんて、出来るはずがっ!?」

　明らかな焦しよう燥そうを見せるファンに、魅神は冷れい徹てつな視線を向ける。

「……よく言ったわ、バカ隆良。骨は拾ってあげる……そこのアナタ、黒くろ焦こげにしてあげるから、覚かく悟ごなさい」

「えっ、う、ウソ……ウソでしょ!?　ねえ!?」

「へっ……ウソなもんかよ。なあ、魅神？」

　取り乱すファンとは対照的に、落おち着き払った隆良が口の片かた端はしを軽く吊つり上げて笑う。

「さあ、一緒に逝ゆこうぜ……今さらジタバタすんじゃねーよ」

「そ、そんな、イヤ……イヤァァァ！」

「この世にお別れしな──これがヒーローの、本気の覚悟ってヤツだよ──！」

　自己を犠ぎ牲せいにすることも厭いとわない──これが覚悟を決めた男の表情──

「────な～んつって」

　──が不意に崩くずれ、ベー、と舌を出してふざけたモノに変わる。

「ひっひっひ、正しい『異能』の使い方ってヤツを、教えてやんよ──はぁぁぁっ！」

「へ、えっ……？」

　気合いの一声と共に──隆良が掴んでいた右手から、勢い良くゲルが噴ふき出す。

「──ひっ!?　やっ、う、腕うでに汚くて気持ち悪いゲルがぁ～～～!?」

「……どいつもこいつも……魅神、やっちまえ！　容よう赦しやするこたねぇ！」

「……はぁ、やれやれ、分かってるわよ」

　隆良のゲルは、強い不導体の性質を持つ──つまり今、どれほど強い電でん撃げきをファンに放とうと、隆良へのダメージは最小限に抑おさえられる。

「まあ、バカ隆良の言う通り、覚悟を決めて喰くらいなさい……『雷らい塵じん』──！」

「ひっ──い、いや──いやぁぁぁ!?」

　とうとうファンに向けて、繰くり出される最大級の電撃──！

「────なーんちゃって」

　──と思いきや、魅神が電気に変えたのは、手首ほどの小さな範はん囲い。

「はぴゅっ!?　は、はりゃりゃぁ～……」

　しかし『雷塵』ほどではないにせよ、電撃を喰らったファンは目を回しながら失神した。倒れた彼女を眺めながら、魅神が隆良へと言葉を投げかける。

「必要最小限まで手加減したわよ。これで……いいんでしょ？」

「……おーう、なかなか上出来だぜ、魅神。褒ほめてやんよ」

「ふ、ふんっ……偉えらそうにしないでよっ！　私のほうがアンタより上なんだからねっ！」

　反はん抗こうしながらも、少しばかり頬ほおが緩ゆるんでいる魅神──に、しかし隆良は更さらに続けた。

「が、しっかーし！　百点満点とは言えねぇなぁ……前にも言っただろーが。ちゃんと俺がトドメを刺させるギリギリにしとけって。それが一番大事だろーが！」

「……は!?　アンタ……わ、私のためを思って、手加減しろとか言ってたんじゃ……」

「ハァ？　そんなワケないだろ。一〇〇％ヒヤツパー俺のためだっつの。まさか、ぶふっ……勘かん違ちがいしてんスかァー？　ダサッ！　ダサーッ！」

「…………」

　圧倒的おふざけモードの隆良に──魅神の電気に変質した腕が迫り、

「こんのぉ……バカ隆良！　アンタもアウトロー共と一緒に捕まっちゃえぇーっ！」

「ダサッ……なんか久しぶりにあばばばばば！」

　いつも通り──そう、いつも通りに電撃を喰らう隆良。

「……へへ、やっと少しは、らしくなってきたじゃねーか」

「……？　何よ、また何か変なコト言ってんの？　バカ隆良っ」

「なんも言ってねーよ！　へっ！」

　まあ、魅神を思いやってのことなのは、確かなのだろうが……

『……隆良くん……やっぱりキミ、ドＭなのか……？』

「アリア人聞き悪い！　せめてお前だけでも俺の意を汲くめよぉぉぉ！」

『はは、冗じよう談だんさ。……はあ……』

「？　おい、アリア……どうしたよ、溜ため息なんか吐ついて」

　問いかける隆良に、通信機から返ってきた声は、やや自じ嘲ちよう気味な様子だった。

『隆良くん……すごいな、キミは。ヤツらがそれほど大したことないと早々に気付き、しかもあれだけハッタリをかますとは……私など、ただ心配しているだけだったよ……』

「おいおい、ったく……アリアだってよ、普ふ段だん通りなら気付けてたはずだぜ？　アンタ、俺らのコトとなると慎しん重ちようになりすぎるっつーか……思考力が鈍にぶっちまってんぞ？」

『うっ……め、面めん目ぼくない。キミ達に危険が及およぶかも、と思ったら、つい……』

「……まあ、そんだけ大事にされてるってコトだと、前向きに捉とらえとくよ。なんつーか、そうだな……過保護な姉貴を持ったら、こんな気分なんだろーな、ホント」

『！　お、おいおい……姉などと、そんな……て、照れるではないかっ』

「お？　なんだよ、照れるなんて珍めずらしいじゃん。へへっ……普段からよ、そういう恥はじらいを持ってりゃ──」

『では、次は姉系のエロＤＶＤをふんだんに送りつけてあげるからなっ！』

「照れてるなら相応の恥じらいを持ってぇぇぇ!?　いつもいつも、方向性を間違えまくってんだよアンタさぁ！」

『ふふっ……楽しみだな。どんなブツをチョイスしてやろうか』

「……ったく、人の話を聞かないのも、相変わらずなんだからよ……さて、と」

　改めて──隆良がアリアへと尋たずねる。

「で、アリア先生？　今回の任務……点数にすると、いくつくらいだよ？」

『……ふふっ、そうだな……では頼たよりにならないお姉さん先生が、キミ達に点数をつけてあげよう──』

　もったいぶるように間を開けたアリアが──朗ほがらかな声こわ色いろで、言い放つ。

『胸を張れ──今回の任務、キミ達はチームとして……百点満点だ！』

「へへっ……当ったり前だぜぇー！」

　思い切り拳こぶしを振ふり上げ、ガッツポーズを決める隆良──更に通信から、夜侘と沙凪の声も聞こえてきた。

『やったね、隆良っ……アタシ達、やったんだよねっ！』

『わたくし達にかかれば、当然ですのっ！　楽勝でしたのぉーっ！』

「おおっ……まあ、そういうコトにしとくかっ！　がっはっはー！」

『もうっ……隆良ったら、何よそれぇ♪』

　文句のようでいて、弾はずんでいる夜侘の声──と、魅神も隆良に声を掛ける。

「……まあ、私の実力があってこそなんだから……それを忘れるんじゃないわよ！」

「かーっ……もう完全にいつも通りじゃねーか。ちょっとくらいヘコんでたほうが、まだ可愛かわいげがあったかもなぁ……」

「な、かわ、かわっ……な、何言ってんのよ、バカっ……！」

「いや、可愛げがって言っただびびび……ちょ、微び量りような電でん撃げき漏もらすの止やめてくんね？　思いっきりあばばば言えない分、なんか逆にストレス溜まるわ」

　やはり微び妙みようにドＭの境地を開かい拓たくしかけているのではなかろうか──そんな新境地の開拓者・隆良に、ルリもにこやかに声を掛けようとする。

「えへへー……これで、完全勝利ですねっ♪　お疲つかれ様で──」

「……ふざけ、るなよ……」

「────!?」

　突とつ然ぜんに響ひびいてきたのは、ブラストの声──隆良の放ったゲル溜まりから立ち上がっていた彼が、怒いかりの視線を向けている。

『！　まさか……不導体の性質を持つ隆良くんのゲルで、ダメージが軽減されてっ……!?』

「なっ、マジかよアリア……!?　くそっ、俺のゲルが優ゆう秀しゆう過ぎたばかりにぃ……！」

　アホはこの局面でも呑のん気きなことを言っているが──ここで、状じよう況きようが一変してしまう。

「最後の手段だ……お前らも、道連れにしてやるっ……！」

「あん？　へっ、テメー一人でどうしようと──」

「──炸さく裂れつしろぉぉぉ！」

「────なにっ!?」

　ブラストが叫さけぶと同時に、起こる爆ばく発はつ──が、それは隆良達のいる場所から、ずっと遠くの壁かべ際ぎわで起こった。意図の掴めない爆発に、隆良も首を捻ひねる。

「……？　なんだ、一体……全然、見当はずれの方向じゃ──あ!?」

　瞬しゆん間かん、建物が徐じよ々じよに揺ゆれ始め──天てん井じように、亀き裂れつが生じてきた。

『まさか……隆良くん！　今の爆発が起こった方向に、カメラを向けろ！』

「へっ……!?　お、おおっ……これでいいかっ!?」

『────！　く、くそっ……やはり……支柱が破は壊かいされている！』

「なっ……お、おいおい、まさか……」

『天井から崩れるぞっ……ヤツめ、何てコトを！』

　そう、これがブラストの狙ねらい──大おお掛がかりな仕掛けは必要ない。支柱を一つ破壊するだけで、充じゆう分ぶん。結果──たった一つの爆発で、ミシミシと嫌いやな音を立てて崩れ始める天井。更に爆発の影えい響きようで、周囲に火の手が上がり始める。

「『再世』にぃ……栄光アレェ───！　ふぁーっふぁっふぁぁ！」

　恐おそらく、人質交こう換かんの交こう渉しようが失敗し、政府が強攻策を取った際、より多くの戦力を道連れにしようという思惑おもわくでもあったのだろうが──それが今、発動してしまった。

「くっ……この、バカ野や郎ろうがっ……！」

『隆良くん、落ち着け……大だい丈じよう夫ぶだ、私が脱だつ出しゆつルートに誘ゆう導どうする。天井が落ちてきたら、恐らくキミ達のいる階の床ゆかも抜ぬけてしまうだろう……時間はない、急ぐのだぞ！』

「ああ、頼たのむぜ、アリア……くっ、アウトロー共は……さすがに連れてけねーか。せめて、このガキ……ファンだけでも……！」

『……キミ達の安全を優先してくれ。では、誘導──る──ぞ──』

「？　おい、アリア……聞き取り辛づらいぞ、オイ？」

　途と端たん──通信機から聞こえてくる声が断続的に、そして遠ざかっていく。

『──隆良く──聞こ──なん──これ──』

「アリア──おい、アリア!?」

『なぜ──誰だれが────妨ぼう害がい────……！』

　ブツリ──とうとう、通信は完全に途と絶だえてしまった。

「アリア……アリア!?　なん、だよ……どうなってんだ、一体……？」

「いっ……いやぁぁぁっ！」

「!?　ルリっ!?」

　叫び声を上げたルリの視線は、爆発のため出火してしまった先へ注がれていた──スプリンクラーが作動しているが、燃え広がろうとする炎ほのおには、まさに焼け石に水だ。

　が、しかしそれよりも、明らかにルリの様子がおかしい──

「あ、ああ……いや、いやっ……いやぁっ！」

「る、ルリ？　……おい、どうした!?」

　今この瞬間、命の危機に晒さらされているのだから、取り乱すのは当然かもしれないが──いいや、違う。それだけではない。

「ああ……出来ないよ、いや、いや……火はダメだよ……ルリ、触さわれないんだよ……ああ、ママが、あああ、違う、こんなの違うよー……治せないよ、戻もどせないよ、ルリ、ダメだよ、違うんだよー……こんなの、間違ってぇ……ああああ」

「おいっ……しっかりしろっつの、おい！　どうしたんだよ、気を確かに──」

「いや、いやっ……いやぁぁぁっ！」

　耳を塞ふさぎ、屈かがみ込んでしまったルリ──そういえば以前も、ルリは夜侘の灯ともした小さな火を見て、急に取り乱していたことがあった。ここで大火を目まの当たりにして、過去のトラウマがフラッシュバックしてしまったのか──こんな時に、こんなタイミングで。

（！　ルリの右手は何でも『巻き戻す』つっても、生身には違いねーから……近寄ることもできねー火なんかには、弱いのか……？　くそっ、こんな弱点があったなんて……ああ、くそ、くそっ、違うっつの。ンなこと考えてる場合じゃねーんだって……！）

　焦しよう燥そうに頭を強く搔かきながら、隆良は必死に頭を働かせていた。

「くっそ……どうすりゃいい、どうすりゃ……!?」

　一いつ寸すん先さきも見えない状況で、それでも諦あきらめず打開策を見み出いだそうとする隆良──しかし今度はそんな彼の頭上に、迫せまり来る天井の欠片かけら──！

「──!?　バカ隆良っ……危ないっ！」

　いち早くそれに気付いた魅神が、咄とつ嗟さの体当たりで隆良を突つき飛ばすも、

「あっ……うああっ!?」

　右足に瓦が礫れきが直撃してしまい──そのまま隆良に寄りかかり、体重を預ける形になった。苦く悶もんの表情を浮うかべる魅神に、隆良も思わず声を荒あららげる。

「バッ……何してんだ、魅神っ！　俺を庇かばって怪け我がなんざ……！」

「う、ああっ……くうっ……私とも、あろう者がね、ふふっ……痛ぅっ！」

　強がろうとした顔も、すぐに苦痛で彩いろどられてしまう。折れているのかもしれない──隆良がルリに治ち療りようを促うながそうとするも、ルリの異能は骨折や打撲には、直接触さわれないため効果が無いことを思い出す。いや、それ以上に──今のルリに、そんな余裕は窺うかがえない。

「あ、ああ、イヤ、イヤだよお……助けて……助けて──トーヤぁぁぁ！」

「!?　お、おい、ルリ……一体、いきなり誰を──」

「あっ──あ、ああっ！」

　隆良が問いかけても返事せず、恐慌状態に陥って聞き慣れない名を叫んだルリが──いきなり俯けていた顔を上げ、遠くを見ながら、ぶつぶつと何かを呟きはじめた。

「来てくれた──やっぱり、来てくれたんだ──」

「おい、ルリっ……どこ見てんだ……!?　うおっと！」

　その間も降り続ける瓦礫に焦燥を深めながらも、ルリの視線の先を窺うと──少年、見み間ま違ちがいか、少年のような影かげが一つ、薄うす闇やみの中に見えるような気がする。

「なんだ……？　おいおい、お迎むかえとかじゃねーだろーな……うおっ、あぶねっ！」

　見知らぬ少年の影、今もなお降り注ぐ瓦礫、二重の意味で隆良が背筋を冷やすも、しかしルリは微笑ほほえんだ。

「あの人は──ルリが危なくなったら、絶対に来てくれる──ルリ、信じてたもの。ねえ、そうでしょ？　ねえ、そうだよね──？」

　崩ほう落らくしていく建物の中、恍こう惚こつの表情を浮かべるルリが──感極きわまったような声で叫ぶ。




「────トーヤぁっ！」




　ルリがその名を呼ぶのと同時に──隆良は、見た。落ちてこようとしている、一ひと際きわ大きな瓦礫を──しかしそれに向けて飛んでいく、強い光を放つダーツのような『何か』を。

　そして、ダーツ状の光が瓦礫へと着ちやく弾だんした、その瞬間──

「うっ……うおぁぁぁぁっ!?」

　大爆発を起こし──なんと巨きよ大だいな瓦礫を、完全に破は砕さいしてしまった。それによってスプリンクラーの水源も一気にぶちまけられ、広がりつつあった炎を徐々に鎮ちん火かしていく。

「……な、なんだ、コレ……どうなってんだ、一体……？」

　天井が無くなって露あらわになった夜空を見上げ、いまだ降り注ぐ水を浴びながら呆ぼう然ぜんとして呟く隆良。そんな彼の耳に、カツン、カツンと、靴くつ音おとが聞こえてくる。

「ああっ……トーヤっ……」

　靴音は、ルリがずっと視線を送り続けている先から響いていた──薄闇の中からゆっくり歩いてきた一人の少年が、月明かりに照らされて、ようやくその姿を現す。

「──お待たせ、ルリ──」

　良く通る声──それを放ったのは、見たこともないような美少年──アッシュグレイの髪かみを揺らし、ニコリともしない無表情を顔面に張り付けていた。

「トーヤっ……トーヤ、トーヤ、トーヤぁっ！」

　無表情の彼とは対照的に、満面の笑みで抱だきついていくルリ──しかし抱きつかれていても、彼は表情を変えもしなかった。

　と──消えてなくなった天井から現れた夜空を見上げ、放心状態のアウトローが一人。

「わ……私の……爆発など、あれでは……まるで、塵ちりのような……」

　愕がく然ぜんとして呻うめくブラスト──彼の言う通り、明らかに桁けた外はずれの火力を見せつけた爆発で、それを放ったとは思えない美少年は──

「──散れ──」

　青白い薄はつ光こうを放つダーツ状の光体を、ブラストへと無造作に投げつけた。
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「えっ……～～──!?」

　もはや抗あらがう術すべなど持たないはずのブラストが、強きよう烈れつな爆発によって崩くずれ落ちる。その無残な有様を見て、隆良は──

「なっ……！　おい、テメー！」

　ほとんど無意識のうちに、ルリから『トーヤ』と呼ばれた少年に怒りを向ける。いきなり離はなれられて支えを失った魅神が、驚おどろきながら隆良に声を掛かけた。

「ちょっ……ど、どうしたのよ、バカ隆良っ!?」

「アイツに話があるっ……お前は、ちょっと待ってろ！」

「話って……ば、バカ隆良ってばぁ……？」

　意味が分からない、と言いたげな魅神を尻しり目めに、隆良は一層の憤ふん怒ぬを表情に浮かべた。

「おいっ……テメーだよ、テメー！　聞いてんのかっ!?」

　声を荒らげて呼ばわってくる隆良に、しかしトーヤは眉まゆ一つ動かさず応こたえる。

「……何かな？」

「何かな？　じゃねぇだろっ……！　テメー、そいつはもう、抵てい抗こうできなかったはずだろうがっ……そこまでデケー爆ばく発はつ喰くらわせる必要、あったのかよ!?」

「……？　なんだ、キミはアウトローを心配しているのかい？」

「はっ……？　ばっ、チゲーよ！　べ、別に誰も心配なんかしてないんだからねぇぇぇ!?　俺はただ……そう、テメーが俺らの手て柄がらを横取りしたのが、気に食わないんだよ！」

「ふぅん……アウトローを、敵を心配……か」

　微び妙みようなツンデレ発言をしつつ詰つめ寄ろうとする隆良は、その無表情で完全にスルー──トーヤは、クールな物もの腰ごしをまるで崩さないまま隆良を見つめた。

「……下しも野の根ね、隆良」

「あん？　なんだよ、何で俺の名前を知ってんだ……おいコンニャロ、やんのかテメーすっ飛ばすぞマジこの手て柄がら泥どろ棒ぼうがバカヤローこのヤロー」

「……ふっ、はははっ。うん……なるほどね」

　軽く笑い声を上げたトーヤが、そのまま微び笑しようを隆良に向ける。

「キミは、心地ここち好よいほどに甘すぎるね。残念だけど──失格だ」

「ああ？　失格って、何のコト──」

　隆良が尋たずねるより先に──隆良の胸元に投げつけられたのは、青白い光を放つダーツ。

「なっ──か、はっ……」

　ダーツが着弾し、モロに爆発を喰らった隆良は、そのまま仰あお向むけに倒たおれてしまう。そんな隆良へと、笑うのを止やめたトーヤが、無表情で囁ささやくような声を掛けた。

「お疲つかれ様、下野根隆良──おやすみなさい」

　自然に、無造作に、当たり前のことのように──隆良は、倒れてしまった。そんな突とつ然ぜんの出来事を目まの当たりにし──信じられないというように、魅神が目を見開く。

「えっ……バカたか、ら……？」

「…………」

　隆良からの返事、は無い。倒れたまま、爆発を受けた部分からは微かすかな煙けむりが上がっている──「まさか、死──」と、魅神の脳のう裏りに嫌いやな想おもいがよぎった。

「何してんのよ……アンタ……何してんのよぉぉぉ!?」

　バチリ──魅神の身体からだから強烈な電でん撃げきが迸ほとばしり始めた、その瞬しゆん間かん、

「────!?」

　魅神の眼前に迫るのは、トーヤのダーツ──あわや着弾かと思われた、が、しかし。

「……おや？」

　魅神の姿は一瞬で消え、ダーツ状の光体は床ゆかに落ちて爆発する。

「っ……つっ、うぅっ……！」

　魅神は既すでに左足で『雷らい迅じん』を使い、その場から離り脱だつしていた──爆発は喰らっていないが、怪我をしている右足を痛みで押さえている。

（右足は、痛い……けど多分、折れてはいないっ……電気には変えられないけど、邪じや魔まにまではならないっ……）

　負傷した部分が電気に変えられないなど、魅神も初めて知った。そして片足しか電気に変えられない現状──スピードも明らかにいつもより落ちている。が、しかしそれでもまだ、かなりの速度を叩たたき出せる。

　痛みに耐たえ、戦う──いや、痛みを忘れてしまいそうな思いが一つ。

（バカ隆良……バカ隆良に……）

　爆発を喰らって、いまだにピクリとも動かない隆良を見て──

（バカ隆良にっ……あんなコトしやがってぇぇぇ……！）

　バチリ──片足だけ変質させている部分が、炸さく裂れつするような凄すさまじい電撃を放つ。

「……驚いたな、『雷らい神じん』さん……キミは空も飛べるのかい？」

　表情は大して変えないまま呟くトーヤ──魅神も言われるまで気付かなかったが、その身体は少しだけ宙に浮いていた。

「……後こう悔かいさせてあげるっ……アンタには、手加減なんてしてあげないっ……！」

　怒いかりをそのまま叩きつけるように、トーヤへと方向を定める魅神。

「喰らいなさいっ……この────」

『雷迅』を発動させようとした、その寸前──魅神は『それ』を見て、時が止まったかのような感覚に襲おそわれた。

　トーヤが無造作に投げ放ったダーツは──隆良へと、迫っているではないか──

（何してんのよ──アンタ、バカじゃないの──？　なんで──そっちなのよ──）

　トーヤへ定めていた狙ねらいが──方向転てん換かん、隆良のほうへ向き──

「隆良ぁぁぁ───っ！」

『雷迅』で隆良の前に身を投げ出した魅神が、ダーツに直撃し──爆発を、喰らう。

「ぁっ────やぁっ……!?」

　短い悲鳴と共に──隆良に覆おおいかぶさるように、崩れ落ちる魅神。トーヤはそんな二人に目もくれず、ルリへと指示を出した。

「ルリ──二人の怪我を、外側だけでも構わないから、治してあげてね」

「はーいっ♪　喜んでっ♪」

「うん。……アウトローは、別に放ほうっておいても良いから」

「……もっちろーん♪」

　隆良と魅神に歩み寄ったルリが、しゃがみ込んで右手の手て袋ぶくろを外し、二人の傷に触ふれて『巻き戻もどす』ことで治していく。治療を続けながら、ルリは隆良に語りかけた。

「ごめんね、隆良さんー……ルリはね、隆良さんのこと、本当に認めてたんですよー？　出来ればルリ達の仲間になってもらって、ずっと一いつ緒しよにいたかったくらい。でもね、トーヤが隆良さんは失格だって言うからー……」

　申し訳なさそうに呟いていたルリが──一転、にぱっ、と明るい笑みを浮かべる。

「仕方ないよねっ、ルリにとって、トーヤの意志が全すべてだから──ごめんねーっ♪」

　軽い調子で述べたルリが、隆良と魅神から離れ、トーヤの腕うでにまとわりついていく。

　そして、去り行く二人に──いや、トーヤに、隆良が倒れたままで声を放つ。

「待ちやがれっ……テメッ、一体なんなんだ……なんでこんなコトっ……」

　ルリの力で外傷は治っても、衝しよう撃げきによって喰らったダメージまでは除去できない──倒れ伏ふしたまま弱々しい声を掛けてくる隆良に、それでもトーヤは冷れい徹てつな姿勢を崩さない。

「下野根隆良──」

　それは冷たい、氷のような声──

「キミでは──少なくとも、キミの今いる場所では」

　トーヤは、ただ一言──隆良に告げた。




「──キミは『ヒーロー』に、なれないよ──」




　──それだけ言うと──トーヤは、もう振ふり返りもしなかった。

「行こう、ルリ……もうここには、何の用も無い」

「うんっ……トーヤッ♪」

「ま、待て……それは、一体どういう……ぐっ！」

　去り行く二人を、その姿が消えるまで、隆良は倒れたまま見送るしかなかった──

「なんだ……一体、なんだっつーんだ……！」

　歯は噛がみしながら、隆良は自分と同じく倒れる魅神の安否を心配する。

「おい、魅神……大だい丈じよう夫ぶか、おい、おいっ……！」

「う、あぅ……」

　魅神の外傷も、消えている──が、すぐに目覚める様子は無い。

　と、その時──隆良の通信機に、アリアの声が届いてきた。

『ようやく通信が復旧できた……隆良くん、魅神、大丈夫かっ!?』

「アリア……ああ、俺は大丈夫……でも魅神が気絶してるから、早く迎むかえにきてくれ」

『魅神が!?　分かった、すぐっ……！　？　隆良くん、どうした？　声に元気が……』

「……くっそぉぉぉ……！」

『隆良くん──どうした、隆良くん！　何があったのだ!?』

　アリアの言葉には答えず──ガツ、と床に拳こぶしを叩きつける隆良。

「なんなんだ、あのヤロー……なんでテメーに、ンなコト言われなきゃあ……！」

（──キミは『ヒーロー』に、なれないよ──）

「っ……！」

　頭の中で繰くり返し響ひびく、トーヤの一言──隆良は『ヒーロー』足り得ないと──

　その言葉は、延々と、延々と、延々と、延々と──響き続け、




「チクショォ……チクショォォォォォ！」




　雄お叫たけびを上げても──消えてはくれなかった。








　あとがき







　お久しぶりでございます、初はつ美み陽よう一いちです。

　こうして二巻を出させて頂いただけた喜び、どう言葉を尽くせば、想おもいは伝わるのでしょう。これも全て読者の皆様のおかげです。『ありがとう』を叫ばせてください。そして『愛してる』を受け止めてくださ……え、それはいらない？　そ、そんなこと仰おつしやらず！




　今回もパルプピロシさんには素晴らしいイラストを描かいて頂き、越阪部ワタルさんには最高のデザインを作って頂きました。こんな拙つたない私を、秀抜なる方々が支えてくださっているというこの事実……勝手に仲間意識をビンビン感じつつ、仲間の大切さを実感しながら、喜びで夜ごと咽むせび泣いている次第でございます。

　──さて二巻なのですが、実はこの『仲間の大切さ』というのが、ミソであったりします。一人では出来ないことも、仲間がいれば出来るようになる。困難も逆境も、ひとり孤独に立ち向かうのではなく、誰かと手を取り立ち向かえば──必ず乗り越えられる。

　仲間の大切さ、ありがたさを──少しでも伝えたい。……未熟な私などが、偉そうに言えたことではないのですが……そんな想いが伝われば、幸こう甚じんの至りでございます……。

　──あと可愛かわいい子にチヤホヤされたいという想いよ、伝われぇい！（力強く）

　……つい熱くなってしまいました、申し訳ございません……。

　けれど、溢あふれる想い（という名のフェティシズム）は止まりません。年下の子（イエァ！）からは慕われたいですし、年上のお姉さん（フゥーッ！）には甘えたいですし、幼おさな馴な染じみ（ヒィーハァー！）からは電撃を喰くらいたっ……う、うん、喰らいたいですし！

　世界には、素晴らしい萌もえとフェチが溢れているんだ！　エイドリアァーン！

　……駄目だ私こいつ……早く何とかしないと……。




　相変わらずどうしようもないエブリデイ妄想人間ではございますが、溢れるフェチを自重せず、全力投球で頑張って参りますので、応援いただければ幸いですっ！

　末文となりましたが、最後にもう一度、皆様に感謝を述べさせてください──本当に、ありがとうございました。それではまた、三巻で……！
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